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はじめに 

東京都において、令和５年度に全国小学校社会科研究協議会を開催する予定であり、本校

が本大会の第一会場が本校となっています。 

そこで、今年度から、東京都小学校社会科研究会の研究主題及び副主題「社会とつながり

未来の社会を創る子供の育成～社会的事象の見方・考え方を働かせ、主体的に問いを追究す

る学習を通して～」を本校においても同様に掲げ、令和５年度の全国大会を目指し研究をス

タートしました。

さて、今改訂により教科書が新しくなりましたが、若手の教員から「教材研究は難しい」

「授業をどのように進めたらよいかよく分からない」という声が聞こえてくることが多い

教科として社会科が挙げられます。また、令和２年６月に「『指導と評価の一体化』のため

の学習評価に関する参考資料」が発行され、３観点での学習評価の取組がスタートしていま

す。特に、これまでになかった「主体的に学習に取り組む態度」の育成に向けては、授業そ

のものが変わっていく必要を誰もが感じているところだと思います。 

このような中、本校では、令和元・２年度の２年間にわたり、国立教育政策研究所教育課

程研究指定校（小学校社会）として、社会科の実践研究を積み重ねてきました。学習指導要

領で示された「学びのプロセス」に即して、社会的事象の見方・考え方を基に教材分析し、

「問い」を吟味し、「学び方カード」を活用して学びを振り返る授業を目指してきました。 

その研究成果を継続し、今年度は以下の４点を手だてとして８本の授業実践を行いました。 

○見方・考え方・問い・資料・知識から教材を分析して単元を構想する。

○主体的に問いを追究する工夫を行う。

○社会的事象の見方・考え方が働く学習活動を工夫する。

○子供の学びを確かにする学習評価を工夫する。

本紀要において、実践授業の様子や研究成果の一端を紹介させていただきました。これか

ら、社会科の授業実践に取り組まれる先生方、に何か一つでも参考となることをお届けでき

れば幸いです。 

結びに、本校の研究にご指導いただきました、国士舘大学教授 澤井陽介先生、文部科

学省教科調査官 小倉勝登先生、元聖徳大学大学院教授 廣嶋憲一郎先生、その他ご指導

いただきました全ての先生方、そして、酒井敏男教育長はじめ新宿区教育委員会の皆様

に、この場をお借りして深く感謝申し上げます。  

令和４年３月 石井 正広 
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これからの社会 

今の社会 

仲間と共に学ぶ 社会の人・もの・こと 

まとめる 

生活科等の学習 

 

希望・自覚 

友達とつながって 自分とつなげて 

Ⅰ研究の概要 

１ 研究主題設定の理由 

（１）研究主題

（２）研究主題設定の理由

グローバル化や技術革新により急激に変化し予測困難な時代だからこそ、よりよい社会の在り方について考え

続け、様々な立場の人々と協働し、その実現に向けて主体的に参画しようとする「社会とつながり未来を創る子

供」を育てたい。本校では、社会科に限らず、生活科、総合的な学習の時間など教科横断的に多岐に渡って四谷

の地域の方々と関わりをもてる機会があり、学習したことを交流したり、発信したりする活動を通して社会との

つながりがある。このような学習を通して、現実社会に見られる課題の解決を考えるなど、よりよい社会の在り

方を考えていこうとする児童を育てたいと考える。「未来を創る」とは、現在、明日から、数年後、大人になって

からの地域、日本、世界における人々と共に生きる社会を描き、その社会の一員としての生き方を考えていくこ

とであり、未来への希望や社会の一員としての自覚をもつことであると考えた。 

（３）研究副主題について

 問題解決的な学習に即して、単元の学習問題と学習問題を解決するために必要な「問い」について、着目する

視点や考える方法を踏まえて想定し、実際の授業では、児童の思考に合わせて「問い」を修正していく。本校で

考える「問い」は、社会的事象との出合いから生まれた疑問をもとに視点に着目することで児童がつかむ、具体

的な事実を追究する「問い」、社会的な事象の特色や意味を考える「問い」、社会に見られる課題やその解決方法

を考えたり自分の関わり方を考えたりする「問い」であり、その役割を意識しながら構成していくとともに、児

童自ら「問い」をもつことが、主体的に問いを追究することにつながると考える。 

学習問題をつかむ問い しらべる問い 特色や意味を考える問い 社会との関わりを考える問い 

単

元

の

目

標 

社会とつながり未来を創る子供の育成 

～社会的事象の見方・考え方を働かせ、主体的に問いを追究する学習を通して～ 

問題意識 

問題意識

【子供の学びのイメージ図】 

学
習
問
題

学
習
の
ま
と
め

学

習

評

価 
つかむ 

しらべる 

つながる

む

つながり 

問題意識
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生活科 主体的に学ぶ問い生

活科 主体的に学ぶ問い 

〇問いが生まれる具体的な活動、体
験を意図的に授業に入れる。

見方・考え方を生かす学習活動 

〇視点に着目した学習活動を取り入 
れ、体験し表現する。 

学びを確かにする評価 

〇主体的に学習に取り組む態度の

評価生活科 

（４）研究構想図

 

 

 

 

主体的に学ぶ問い 

〇問いが生まれる具体的な活動、体験 

を意図的に授業に入れる。    

 

 

社会的な背景 
ＧＩＧＡスクール構想での１人１台
タブレットの配布、グローバル化や
急激に変化し予測困難な時代こそ、
他者と協働して課題を解決していく
ことや、よりよい社会の在り方につ
いて考え続け、その実現に向けて主
体的に参画しようとする子供を育て
たい。

研究の成果と課題 
□社会的事象の見方・考え方を働かせる
ことができる教材開発

□児童の学びが深まる問題解決的な学習
過程と「問い」の構成の工夫

□主体的に取り組む態度を育成する工夫
■子供の主体的な学びの充実
■協働的な学習の充実と個に応じた指導
の充実

■発達段階に応じた学び方カードの活用
方法

児童の実態 
□学習に対する関心が高く、自分の
考えをもち、知識が豊富

□学習を振り返る力は付いてきた。
■自分の考えに根拠をもち、伝えた
り、つないだりして、相手に表現
する力

■学習計画を立て見通しをもつ活動
■既習を活かし、社会とのつながり
や関わりを考える学習活動の工夫

研究主題 

社会とつながり未来を創る子供の育成 
～社会的事象の見方・考え方を働かせ、主体的に問いを追究する学習を通して～ 

四谷小の目指す子供像 
生活科 社会科（中学年） 社会科（高学年） 

社会とのつながりを実感し、生活を

豊かにしようとする子供 

地域と共に考える子供 社会とつながり未来を創ろうとする子供 

研究仮説 

社会的事象の見方・考え方と獲得させたい知識、そのための問いや資料との関係を吟味して教材研究を行った上

で単元を構想し、子供が社会的事象の見方・考え方を働かす学習活動を工夫し、学びを確かにする評価方法を工夫す

ることにより、子供が主体的に問いを追究する学習が実現し、社会とつながり未来を創る子供が育つだろう。 

＜四谷小学校教育目標＞ 

◆自ら学び、よく考える子 ◆豊かな心をもち、思いやりのある子 ◆最後までやりぬく、たくましい子

【研究の内容①】 

主体的に問いを追究する工夫 

〇もんだいいしき 
社会的事象と出合って、問題意識
が高まり、問いが生まれる。 

〇みとおす 
予想をして、調べることを明確に
して、学習の見通しを立てる。 

〇えらぶ 
児童が資料から情報を選ぶ、学習
方法を選ぶ、時間や学習形態を選
ぶ、課題や問いを選ぶ。 

〇ふりかえる 
学習問題をふりかえる。予想、計
画をふりかえる。調べて分かった
ことや調べる方法や進め方をふ
り返る。 

【研究の内容②】 

見方・考え方が働く 

学習活動の工夫 

〇広がりで見る 
位置や空間的な広がりから、資料
を読み取り、見学・調査活動で調
べる。 

〇時間で見る 
時間の経過で、資料を読み取り、
見学・調査活動で調べる。 

〇比較・分類・関連付け・関係・総
合して考える 
比較・関連・相互関係から、関係
性などを資料から読み取り、見
学、調査活動で調べ、考えて高め
合う。 

〇活用する 
伝え合い、議論する中で、切実感や社
会の参画意識をもてる。 

【研究の内容③】 

子供の学びを確かにする 

評価の工夫 

〇児童が学びに生かす評価 

問題解決の段階ごとに、学び 

方カードを活かして、自分自 

身の学びを振り返る。 

〇教師が学びに生かす評価 

ゴールの子どもの姿を具現 

化して、子供の表現活動を予 

想して、見取り指導に生か 

す。 

生活科 生活科 生活科 

3



Ⅱ 社会科の教材研究授業づくり 

１ 教材開発の工夫 

本校の社会科では、以下の５つを教材開発のポイントに基づいて、事例や教材を選択し、子供たちに出合わせ

ている。 

①社会とのつながりを意識できる教材

②問題意識をもち追究意欲を高める教材

③東京らしさやよさを感じ、都民の誇りがもてる教材

④人の営みや働きに共感できる教材

⑤時間的、空間的、相互関係的な視点に着目できる教材

学習指導要解説では、内容について、小学校学習指導要領社会科の解説は、下図のように「調べる事項・理解

事項」「資料」「見方」「問い」から記述内容を構造的に分析できる。本校では、上記の５つのポイントで選択した

事例や教材をこの４つの観点から以下の順序で、分析していく。 

教材分析する際は、 

①どのような単元の理解事項の獲得が必要か。

②単元の理解事項を獲得するためには、どのよ

うな調べる事項が必要か。

③そのためにはどのような思考が必要か。

④調べる事項について調べるためにどのよう

な見方・考え方を働かすか。

⑤見方・考え方を働かせて調べる際には、ど

のような資料が必要となるか。

上記のように教材分析をした結果を活用して、子供

の学びのプロセスに即して下図のように単元を構想していくことで、学習指導要領の趣旨を適切に実施していく

ことができると考えた。その際、子供の主体的な学びを想定したり、社会的事象の見方・考え方を働かせる学習

活動を想定したりすることで、その後に作成する単元指導計画・評価計画がより確かなものにすることができる

と考えた。 

学習過程 問 い 見方・考え方 資料・活動 獲得する知識 

つかむ 

しらべる 

まとめる 

（つなぐ 

学習問題をつかむための問い ← 着目する視点 → 資 料 調べる事項 

単元の学習問題 「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」 

調べるための問い 

調べるための問い 

調べるための問い 

← 

← 

← 

← 

← 

着目する視点 

着目する視点 

着目する視点 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

資 料 調べる事項 

資 料 調べる事項 

資 料 調べる事項 

特色や意味を考えるための問い 考える方法 活 動 単元の理解事項 

（発展を考えるための問い） 

（関わり方を考えるための問い） 

着目する視点 

考える方法 

活 動 社会的態度 

単元を通して育成したい「社会とつながり未来を創る子供」の姿 
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２ 主体的に問いを追究する工夫 

 中教審答申において、「学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通

しをもって粘り強く取り組み、自己の学習を振り返って次につなげる主体的な学び」と説明している。社会科

においては、次の４点に集約できる。 

○社会的事象に対する疑問をもち、関心を高め、問題意識をもつこと。 

 ○学習問題を予想したり、学習計画を立てたりして、追究・解決への見通しをもつこと。 

 ○学習したことを振り返り、自分の学びや変容を自覚したり、学習成果を吟味したり、新たな問いを見いだ 

したりすること。 

 ○学んだことを基に、自らの生活を見つめたり、社会生活に向けて生かしたりしようとすること。 

（１）「問い」の構成 

問題解決の段階や学習活動に応じて「問い」を吟味していくことが大切である。本校では、「つかむ・調べ

る・まとめる・つなぐ」という学習過程で授業展開を構想している。 

「問い」は、学習問題を中心に、「学習問題を把握する問い」、学習問題や学習計画に即して「事実を追究し

捉える問い」、社会的事象の「特色や意味を考える問い」、学んだことを基に「社会との関わり方を考える問

い」などの役割を意識しながら、【見方・考え方＝視点や方法】を児童が働かすことができるような「問い」を

以下のように構成することが、主体的に問いを追究する子供を育てることにつながる。 

（３年「地域に見られる販売の仕事」の例） 

社会と出合う問い 私たちは、どこでどのような物を買っているのだろう。 

【消費者の願い】【商店の分布】 

単元の学習問題 A店にたくさんの人が買い物に来るひみつは何だろう？ 

 

 

事実を追究し捉

える問い 

A店ではどのような売り方の工夫をしているのだろう。       【販売の仕方】 

A店ではたくさんの人に来てもらうためにどのようなことをしているのだろう。 

【販売の仕方】 

A店の商品はどこから来ているのだろう。       【他地域や外国との関わり】 

特色や意味を考える問

い 

A店の人気のひみつは何だろう。種類ごとに分けて考えよう。     【分類する】 

お店の人の工夫は買い物客の願いとどうつながっているのだろう。  【関連付ける】 

A店以外のスーパーでも同じような工夫をしているのだろう。     【比較する】 

社会との関わりを考え

る問い 

お店のよさを買い物する人にどう伝えるとよいのだろう。      【総合する】 

私たちはどのように買い物をしていくとよいのだろう。      【生活との関連】 

 

 

 

（２）社会との出合いを工夫し、問題意識をもつ 

学習問題とは、社会的事象との出合いから生まれた児童の問題意識や追究意欲を継続させ、学習を方向付け、 

社会生活についての理解を深め、単元の目標に迫る学習の問題である。このように追究された学習問題は次のよ

うな条件をもっている必要がある。 

①「この勉強をすることはおもしろそうだ」と興味・関心を高めるもの。 

②「この問題を解決することは価値あることだ」「必要なことだ」と切実感をもつようなもの。 

③子供たち自身によって解決への見通しがもてるようなもの。 

④学習も目標に方向付けられている（追究することで目標が達成できる）もの。 

⑤子供の力で学習問題について調べることができるもの。 

社会的事象と出合い、問題意識を高め、学習問題をつかむ様々な資料提示のパターンを以下の図にすること

が主体的に問いを追究する子供を育てることにつながる。 
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教室の常時掲示ボードを教室掲示する 子供が、見通しをもち学習計画をノートに書く 

 

 

 資料 Aと資料 Bとの間にある謎を活かす。Aと Bの変

化に着目し、「その間に何があったのか」という疑問を

もたせる。 

 

 

 

 

 

 

既習の資料 Aから時間が経過した新資料 Bを簡単に（概

要）を提示する。「新資料 Bの社会がどんな様子だった

のか」より詳しく知りたいと切実感をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

子供や世間の一般常識とはかけ離れて、説明がつか

ないような資料 Aを提示する。「Aは一体どうなっ

ているの？」という問題意識をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

子供が予想するよりはるかに○○な資料 Aを提示す

る。○○には、圧倒的に大きい、少ないなどの具体

物や数量の提示が効果的。「そんなに○○な Aはど

うやって～？」という疑問をもたせる。 

 

 

資料 Aと資料 Bとの間にある矛盾を活かす。「Aである

のにどうして Bなのか？」という問題意識をもたせる。 

 

 

学習問題は一般的には、多様な予想が生まれるほう

がよい。ただし、このタイプの場合は、予想があま

り多岐にわたらないような資料の方がよい。 

 

（３）見通しをもち、学習計画を立てる 

設定した学習問題解決の為に何を調べるのか話し合い、学習計画を立てて見通しをもつ工夫や学習計画を見

直したり調整したりする工夫をすることが、主体的に問いを追究する子供を育てることにつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラックボックス型 

Ａ 
変化 

＝何があったの？ 

 

矛盾型 

Ａの時期

の事象 

Ｂの時期

の事象 
 

新資料・概要 

＝もっと知りたい 

 

 

Ａの 

事実 

Ｂの 

事実 

 

＝Ａなのに 

どうしてＢなの？ 

 

子供の常識と異なる型 

子供 Ａ 
 ？？ 

＝Ａはどうなって 

いるの？ 

予想対立型 

子供 
Ａ 

          ？？？ 

＝そんなに○○なＡは 

どうやって～？ 

Ａ 

Ｂ 

予想 

Ｂ 

予想 

社会的事象           

？？？ 

＝どっちだ？ 

Ｂ 

時間経過型 圧倒驚き型 
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 (４)子供が自分で選んで学習をする 

 子供が問いを主体的に追究するためには、問題意識をもち、学習問題の追究・解決への見通しをもつことに

加えて、子供自身が方法を工夫して仲間と協働して、問題解決を粘り強く進めていくことが求められる。その

ためには、教師に敷かれた追究の道筋の上を歩くのではなく、自分たちの経験を生かして、解決に向けて問い

や資料、学習方法などを選び、粘り強く取り組む経験を重ねていくことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子供が選ぶ】 

ア課題や問いを選ぶ 

自分で問題意識をもち、調べ

たいと思う課題や問いを選

ぶ。 

イ資料を選ぶ 

いくつかある資料から、追究

する課題に対しての資料を選

ぶ。 

 

ウ学習形態を選ぶ 

ペア、トリオ、グループ、一

斉の形態を選ぶ。 

 

エ集めた情報を選ぶ 

自分が集めた情報や写真、動

画、ゲストティーチャーやお

家の方から聞いたことなどの

情報から選ぶ。 

 

オ時間を選ぶ 

話し合いなどの時間の使い方 

  時間配分を選ぶ。 

 

カまとめ方を選ぶ 

 タブレットを活用したものや年

表、関係図など表現活動を選

ぶ。 

 

 

【子供が選ぶ時に配慮すること】 

ア課題や問いを選ぶ際に、教師から一方的

に課題や問いを提示するのではなく、課

題や問いを子供にもたせるために、資料

や動画など提示の工夫をする。 

イ資料を選ぶ際、教科書、副読本、デジタ

ル教科書、自作資料や動画、ゲストティ

ーチャー等を用意しておいて選び、自分

で課題や問いに対してのものを選ぶよう

にする。 

ウ学習形態を選ぶ 

 一時的に行うのではなく、社会科だけで

なく、他教科でも、継続的に行う。 

 

エ集めた情報を選ぶ 

 情報を選ぶ視点や選んだ情報をタブレッ

ト端末を活用して保存できるようにす

る。また、家庭学習を取り入れて情報を

集めてくる。 

オ時間を選ぶ 

 子供が好きに時間を決めるのではなく、

教師が単元デザインを考えておいて 

 見通しをもって学習する順番や時間を選

ぶようにしておく。 

カまとめ方を選ぶ 

 中学年で色々な表現活動を経験しておい

て、段階的な指導が必要。 

 

 

 

 

 

 

学習活動 

教師の支援 

【学級経営】 

 

 

 

 

○話し方や聞き方 

○ノートの書き方 

○タブレットＰＣの使い方 

○教科書や副読本、資料などの使い方 

○発表の仕方 

○質問の仕方 

○グループの話し合いの進め方 

○学級での討論の進め方 
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（５）友達と協働的に学ぶ 

 社会的事象の見方・考え方を働かせるためには、一人の見方・考え方で結論を導くのではなく、集団思考が働

く協働的な学習活動を通して理解を深めていきたい。本校では、学習過程に即して以下のように整理していく。 

学習過程における協働的な学習場面 協働的な学習活動の例 

つ

か

む 

〇思いや疑問、調べたいことを表出
し合い共有する場面 

◆ペア（二人）で話し合う。 

・短時間で、疑問に思ったことや気付いたこと、考えたことや感想を

お互いに言葉やノートなどで紹介し合う。 

◆グループ（４人程度）で話し合う。 

・問いについて、分かったことや考えたことなどを紹介し合い、思考

ツールやホワイトボード、付箋などを活用して、比較・分類・関連

付けなどして情報を整理して考えを深めたり広げたりする。 

・ホワイトボードや短冊などを活用して話し合ったことを関連付けた

り総合したりして文章などにまとめていく。 

◆学級全体で話し合う。 

・立場を明確にしたり友だちの発言とつなげたり、資料やＩＣＴを活

用して視覚的に伝え合ったりして話し合う。 

◆社会生活を営む人と対話的に学ぶ 

・直接聞き取りしたり手紙やメールで質問したりする。 

調

べ

る 

〇気付いたことや調べたことを共有
する場面 

〇比較や関連付けして特色や意味を
考え合う場面 

ま

と

め

る 

〇まとめた作品や文等を使って考え
たことを説明し合う場面 

〇新たな問いについて話し合い考え
を深める場面 

つ

な

ぐ 

〇学んだことを活用して社会の発展
や自分の関わり方について話し合
う場面 

 

３ 社会的事象の見方・考え方が働く学習活動の工夫 

①３つの大きな視点と考え方 

 

 

 

 

 

 

 

②働かす場面の図？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②子供が見方・考えを働かせる学習活動 

このような社会的事象の見方・考え方は、資料を活用したり学習活動を通したりして、子供が自然と働かせて

いくものであり、教師の教材研究に基づく学習問題の設定や発問の構成、地図や年表、統計資料など各種の資料

の選定や効果的な活用、学んだ事象相互の関係を整理する活動などを工夫することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

位置や空間的な広がりの視点 

地理的位置，分布，地形，環境，気候，範囲，

地域， 

構成，自然条件，社会的条件，土地利用など 

時期や時間の経過の視点 

時代，起源，由来，背景，変化，発展，継承，

維持， 

向上，計画，持続可能性など 

事象や人々の相互関係の視点 

工夫，努力，願い，業績，働き，つながり，関

わり， 

仕組み，協力，連携，対策・事業，役割，影響， 

多様性と共生（共に生きる） など 

・どのように広がっているのだろう 

・なぜこの場所に集まっているのだろう 

・地域ごとの気候はどのような自然条件によ

って異なるのだろう 

・いつどんな理由で始まったのだろう 

・どのように変わってきたのだろう 

・なぜ変わらずに続いているのだろう 

・どのような工夫や努力があるのだろう 

・どのようなつながりがあるのだろう 

・なぜ○○と○○の協力が必要なのだろう ・どのように続けていくことがよいのだろう 

・共に生きていく上で何が大切なのだろう 

○比較、分類、関係付け、総合させて社会的事象の特色を考察 

○地域や国民の生活と関連させて社会的事象の意味や意義を考察 

○社会に見られる課題を把握し、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断して構想 

子供が 

社会的事象の 

見方・考え方 

を働かす 

・資料や発問で視点を引き出す。 

・学習問題の解決を予想する場面で既有の視点を活用

する。 
・話し合いや議論などの学習活動を通して考える。 

・作業で情報を整理する学習活動を通して考える。 
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③見方・考え方が働く主な学習場面 

見方・考え方を働かせた子供の学びを図式化すると、右図のようになる。児童の学びの中で見方・考え方が

発揮されやすいのは次の３つの場面だと考えられる。 

○社会的事象に対して社会を見る視点に着目して問いを追 

究する場面 

○問いを追究する中でつかんだ事実的知識を比べたり、つ  

なげたり、合わせたりして、社会的事象の特色や意味を 

考え、概念に関する知識を獲得する場面 

○獲得した知識や概念など学んだことを活用して社会生活 

を見直したり、他の社会的事象を見たりしていく場面 

 

 

４ 子どもの学びを確かにする評価 

（１）学習過程における評価場面を設定する 

評価の目的の一つは指導に生かすことにある。一方、指導した結果として児童の学習状況を記録に残し、総括

的に評価して通知表や指導要録に記載する必要がある。下図のゴチックの観点が記録に残す評価であり、まとめ

る段階での表現活動が重要である。単元によっては、調べる段階の単元展開よって主体的に学習に取り組む態度

①の評価場面が設定されることがなかったり、「いかす段階」がない場合には、主体的に学習に取り組む態度②の

評価場面がなかったりすることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価規準の観点 評価方法の工夫と指導上の留意点 

つ

か

む 

思考・判断・表現

① 

○評価活動：社会的事象との出合いから見出した疑問や問いを記述する活動 

・留意点：事実に基づいて疑問を記述できるようにする。 

主体的に学習に取

り組む態度① 

〇評価活動：学習問題の解決を予想したり学習計画を立てたりする活動 

・留意点：調べることや方法の見通しをもてるようにする。 

 

調

べ

る 

思考・判断・表現

① 

○評価活動： 問いについて考えたことを記述する活動 

・留意点：比較・分類・関連付けして考えられるようにする。 

知識や技能① ○評価活動：見学・調査して読み取った情報を記述する活動 

・留意点：社会的事象の様子が具体的に捉えられるようにする。 

主体的に学習に取

り組む態度① 

○評価活動：学習問題の解決に向かっているか学習の進め方を振り返る活動 

・留意点：学習計画の実現状況や学習問題の解決ができそうか判断を促す。 

ま 
と 
め
る 
・
つ
な
ぐ 

知識や技能② ○評価活動：調べたことを整理して分かったことを記述する活動 

・留意点：まとめる活動を通して理解目標について到達できるようにする。 

思考・判断・表現

② 

○評価活動：整理したことから学習問題の結果を考察する活動 

・留意点：比較・分類・関連付けして考えられるようにする。 

主体的に学習に取

り組む態度② 

○評価活動：社会の発展や自分の関わり方を考える活動 

・留意点：学んだことを基に考えて表現できるようにする。 
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（２）発達段階に応じた学び方カードの作成と活用 

主体的な学習に取り組む態度は、問題解決的な学習の過程に即して次の図のようなサイクルの中で育成されて

いくものと捉えている。図の中で使用する用語の意味は次のように考えた。 

【主体的に学習に取り組む態度のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童が学習を振り返ったり見直したりする姿を振り返る項目として問題解決の学習過程に即して整理 

して作成したものが下図「社会科学び方カード」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的に問題解決に必要な学び方を明記する】 

身に付けたい学び方を明記することで、児童が問題解決の過程

や望ましいと考える学習の進め方を意識することができる。 

【学びの成果を次の単元につなげる】 

単元全体の学習を振り返って自由に記述する。できるようにな

ったことや、次の学びに生かせることに目を向けさせていく。 

【振り返り場面の焦点化】 

毎時の終末に本時の問いについ

てのまとめと学習の振り返りを

記入する時間を確保することは

難しいことから、「つかむ、調べ

る、まとめる」の各段階の終了

後と単元を総括して振り返りを

記入していく。 

【学び方の自覚を促す】 

学習を進める途中で項目が達成で

きたら○印、もっとよくできたら

◎印をする。マークを記入するこ

とで、項目を手掛かりに自己の学

びをモニタリングする。 

【学習調整】個人や集団でモニタリングし

て能動的に追究・解決すること 

【振り返り】学習問題や学習計画、調べた

こと、プロセスを振り返り次の

学びに生かすこと 

【見通し】調べる内容や方法を明確にもち

解決の手ごたえを感じているこ

と 

【動機付け】疑問や問題意識をもち高い追

究意欲をもつこと 
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（３）まとめをイメージした表現活動での子供の姿を想定する 

 「指導と評価の一体化」と言われるように、評価の目的の一つは指導に生かすことにある。一方、指導した

結果として児童の学習状況を記録に残し、総括的に評価して通知表や指導要録に記載する必要がある。まとめ

る段階での表現活動も重要である。記録に残す評価場面での学習活動の工夫を教師が意識して、単元をデザイ

ンしていく必要がある。またＧＩＧＡスクールにより、タブレット端末を活用した表現活動も実践していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの収集はどのように行われているのだろう 

 

まとめ 

どうしてこんなにたくさんの人でごみの処理をしているのだろう 

 

 

予想・学習計画 

燃やすごみはどのように処理されるのだろう 

 
燃やさないごみや粗大ごみはどのように処理されるのだろう 

 
資源はどのように再利用されるのだろう 

 
うめ立て処分場ではどのようにごみを処理しているのだろ

う 

 ごみ処理の仕方はどのように変わってきたのだろう 

 

つながる 

地域では、ごみを減らすためにどのようなことに取り組んでいるのだろう 

ごみを減らすために、私たちはどのようなことに協力していくとよいだろう 

京江峪 

 

 

     【関係図を基に考えたこと】 

清掃工場のない新宿区は他の区と協力してごみを

燃やしてもらっていた。私たちの健康と安全を守

るために区をこえて大勢の人たちが協力して計画

的にごみを処理している。 

学習問題 

私たちが出したごみは、だれがどのようにして処理しているのだろう 

 

 

 

３年「新宿区の様子」学び方カード 
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（４）表現活動を通した学習評価の実際 

一つの作品でも複数の観点で評価することがある。一つの評価規準に対して評価する学習活動を必ず一つ 

設定し、どのようなことができればよいか具体的な評価方法を用意する。なお、主体的に学習に取り組む態度②

は、選択・判断や発展を考える場面が設定される単元で重点的に評価する。 

具体的事例として、第４学年「東京都の水害防止」のまとめの段階といかす段階で見ていく。 

まず、まとめる段階では、３つの学習活動を通して関連図を作成していく。 

●水害から生活を守るための様々な立場の人の取組について調べたことを関連図に整理する。 

●関係図に整理した取組の相互の関連についての説明を関連図に追記する。 

●学習問題について関連図から分かったことを自分の言葉で文章にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、いかす段階では学習したことを基に東京マイタイム・ラインを作成する。 

●神田川が氾濫したことを想定して東京マイタイム・ラインを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

●学習を振り返り自分のよりよい関わり方を考えて記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東京都の水害防止」のまとめの関連図 

「東京マイタイム・ライン」の行動計
画 

活用 

して 

【Ａ児の振り返り】天気よほうを見て、大雨・こう水けいほうが出てから
じゅん備して、ひなん所に到着するまでの時間は６０分もかかることが分
かりました。せっかく情報を早く伝えたり、ハザードマップをもらったり
しても逃げおくれてしまわないように、早く判断することが大事だと思い
ます。 

←技能②（記録） 
調べたことを関連図に整理する活動を
通して、情報をまとめる技能を発揮で
きているかどうかを作品や活動の様子
から評価する。Ｂに満たない評価の児
童には、例えば、友達の関連図を紹介
し作成するよう助言する。 

←思考力・判断力・表現力等②（記録）   
調べて整理しことを矢印でつなげるこ
とを通して、どのような関連を考えて
表現しているかを評価する。Ｂに満た
ない評価の児童には、例えば、ノート
を見直しつながっていることに着目す
るよう助言する。 

←知識②（記録） 
関連図のまとめの文から、様々な立
場の人が協力して対策していること
を理解できているかを評価する。Ｂ
に満たない評価の児童には、それぞ
れの取組の目的を考えるように助言
する。 

←思考力・判断力・表現力等②    
学習したことをもとにして、時間の経
過ごとに、すべきことを考え表現して
いるかを評価する。Ｂに満たない評価
の児童には、例えば、学習したこと
を根拠に東京マイタイム・ラインを
つくるよう助言する。 

 

←主体的に学習に取り組む態度②（記録）  
自分の安全と社会の人々の取組をつなげ
、どのようなことをすべきか判断してい
るかを評価する。Ｂに満たない評価の児
童には、自分の行動の社会的意味を考え
るよう助言する。 
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（５）児童の振り返りの記述の評価の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２時の評価の実際 

【主体的に取り組む態度①】 

Ａ児は、前単元より「四谷以外の新宿区

はどうなっているのだろう。」という疑問

をもっていた。天童市からの手紙を基に、

地形や交通量の違い、土地利用の違いにつ

いて予想を記述し、調べる見通しをもって

いることから、概ね満足できる状況（Ｂ）

と判断した。 

【つかむ段階後のふり返り】 

 学習問題をつくることができた。予想を

立てたりすることがむずかしかったけど、

予想したことを確かめたい。 

【調べる段階後ふり返り】 

 資料から探したりするのは、簡単だった

けど、まとめることが、ちょっと難しかっ

た。次からは、もっと調べてまとめていきた

い。 

第１０時の評価の実際 

【主体的に取り組む態度①】 

新宿区役所について、副読本や広域地図や

区役所で働く人の話や写真から、Ａ児は、

「区役所や都庁は、新宿駅の近くにある」

ということに気付いていた。前単元と比べ

て自分の調べ方やまとめ方の変容や足り

ない部分に気付いた記述があったことか

ら、概ね満足できる状況（Ｂ）と判断した。 

 

 

【まとめる段階後のふり返り】 

 新宿区には、公共施設がどんなところに

あるかなど、地図を使ったり、資料を使った

りしてまとめた。 

第１３時の評価の実際 

【主体的に取り組む態度①】 

第１３時は、天童市の３年生に新宿区の

様子のよさを伝えるとしたら「新宿区には、

たくさんの地下鉄や鉄道の駅が集まってい

る。だから、近くにはお店やビルや会社が

集まっている」という記述から土地の広が

りや地形から関連付けて考えることができ

ていた。また、地域によって違いがあるこ

とも記述があったことから、概ね満足でき

る状況（Ｂ）と判断した。 

 

 

【単元全体のふり返り】 

地図で見ると、新宿区は、サイのような形

をしていることに気付いた。資料や地図を

使って新宿区を分かることができた。次は、

新宿区以外の地域を調べてみたい。 

 
 

見
通
し 

→
 
 
 

振
り
返
り 

 
 
 
→
 

調
べ
直
し 

 
 
 
 
→
 

学
習
の
価
値
付
け 
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【出合う】 

 コモレの中のサッカーじょうに行ってみ

たいです。ケンタッキーのおもちゃを見て

みたいです。 

 

 

【出合う】 

 チームでお話をつくるのが楽しみです。 

色水を作るのを楽しみにしています。 

色水をれいぞうこに入れて、どうなっている

のか楽しみです。 

【かかわる】 

 あきようきを上むきにして、水を出してみ

たいです。あきようきにあなをあけてやって

みたい。水てっぽうをしたいな。 

水たまりを作りたいな。 

 

 

【広げる】 

水でっぽうをやってみたい。お話をもう少

しもってきて、いろいろな色を作りたいで

す。 

 

 

願
い
→
活
動
→
振
り
返
り
→
気
付
き
→
願
い
の
活
動
サ
イ
ク
ル 

１年 
「なつがやってきた」ふり返りカード 

２年 
「まちたんけん」ふり返りカード 

【かかわる】 

 ＺＯＯのすてきは、店員さんが、毎日ペッ

トを育てているところです。友だちのすてき

は、自分よりくわしくおしえてくれるところ

です。 

 

 

【広げる】 

 たとえば「たいやきわかば」とかです。た

いやきわかばは中のいろいろを教えてくれ

ました。コモレのサッカーじょうに行きた

いです。 
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５ 四谷スタイル「自分発―みんな経由―自分行き」の１単位時間の授業構成 

深い学びは単元を通して実現していくものだが、１時間ごとの学びの積み重ねの上に深い学びも実現する。

本校では、下図のような１時間に協働的な学習時間を組み込んだ授業構成を基本としている。 

課 題 把 握（つ か む）本時の問いを把握 

じぶんタイム（調べる１）自分で調べる 

みんなタイム（調べる１）調べたことを共有 

（調べる２）比較・分類・関連付 

けて考える 

ふりかえりタイム（まとめる）考えをまとめる 

みんなタイムでは、調べた事実を確かめる時 

間から特色や意味を考える時間へと学習内容の 

深まりを保証し、ふりかえりタイムでは、本時 

の問いのまとめと学び方を振り返る。 

このような四谷スタイルの授業をつくるための手だてを出し合い下のように整理した。 

 
 

 主な学習活動 教師の問いかけ 

つ
か
む 

〇その時間のめあてや問

いを明確にし、追究の

見通しをもつ。 

Ｔ今日は何を学習しますか？ 

Ｔ学習計画で確かめよう。 

Ｔ前時の振り返りを見よう。 

じ 
ぶ
ん
タ
イ
ム 

〇疑問や予想をノートや
短冊などに記述する。 

〇問いについて調べたこ
とをノートなどに記述
する。 

〇問いに対して考えたこ
とを記述する。 

Ｔ疑問や予想をノートにでき
るだけたくさん書こう。 

Ｔ資料で大事なところに下線 
や丸印をつけよう。 

Ｔ分かったことをノートに箇
条書きで書こう。 

Ｔ考えたことを書き、理由や
根拠を用意しよう。 

 

 

み

ん

な

タ

イ

ム 

 

〇一人一人の疑問や予想
を出し合ってグループ
や学級で共有する。 

〇調べたことや考えたこ
とをグループや学級で
話し合って共有し、ノ
ートなどに追記する。 

Ｔグループで出し合ってホワ
イトボードに書きそう。 

Ｔ学級で出し合あって書いて
いないことをノートに書き
たそう。 

ＴタブレットＰＣでみんなの
意見を確かめてみよう。 

〇疑問を分類・関連付け
て学習問題を設定す
る。 

〇予想を分類して学習計
画について話し合う。 

〇調べて分かったことを
比較・分類関連付けて
特色や意味を考えて話
し合う。 

Ｔ板書の中で問いの解決に大
切なことに下線を引こう。 

Ｔ出された意見を比べて仲間
分けしてみよう。 

Ｔ出された意見を線や矢印で
つないで考えよう。 

Ｔ大事なことをキーワードに
まとめてみよう。 

ふ
り
か
え
り
タ
イ
ム 

〇学習したことを振り返
り、問いについて自分
の言葉でまとめる。 

〇自分の学習の進め方を
振り返り、次の時間に
向けてのめあてを記述
する。 

Ｔ板書を見て大事なことは何
か考えてみよう。 

Ｔ問いについての結論を自分
の言葉でノートに書こう。 

Ｔ今日の学習を振り返り、よ
くできたと思うことを学び
方カードに記入しよう。 

 

 

 

３の矢 

友達と学ぶ 

調べたことや考

えたことを共有

し、協働的に考

えを広め深め合

う指導 

 

２の矢  
自分で学ぶ 
問いやめあてに 
ついて自分で調 
べたり考えたり 
できる指導 

学びの基本（授業を支える土台） 
○話し方  ○聞き方  ○ノートの書き方  ○一人学習の仕方  ○グループ学習の仕方 
○発表の仕方      ○質問の仕方    ○話合いの仕方     など 

 

１の矢 
見通しを 
もつ 
本時の問いやめ
あてを明確に意
識できる指導 

・意欲を高める導入 
・問いを生む資料の工夫 
・ICTの活用 
・課題設定、学習計画 
・発問 

・使う資料などの精選 

・一人学びの技能の定着 

・一人学びの時間の確保 

・個の学びの把握と支援 

・家庭学習の活用 

・学びが見える板書掲示 

・ペア学習やグループ学習 

・思考ツールの活用 

・ICTの効果的な活用 

・発問や問い返し 

・教師の個別支援 

 
４の矢  
学びを 
振り返る 

学んだことを振 

り返り学びを価 

値付け次の学び 

につなげる指導 

・問いへの自分のまとめ 

・振り返りの方法や工夫 

・学び方カードの活用 

・単元を通した評価計画 

・学んだことの価値付け 

・次時への見通し 

四谷スタイルの授業づくりを実現するための「四つのや」 
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 Ⅲ 生活科の授業づくり 

１ 生活科の目標と特質 

生活科の目標は以下のような構造となっている。本校では、「幼児期に育てたい 10の姿」と生活科の特 

質を踏まえて次のように低学年生活科で育てたい子ども像を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
活動や体験の過程において，自分自
身，身近な人々，社会及び自然の特
徴やよさ，それらの関わり等に気付
くとともに，生活上必要な習慣や技
能を身に付けている。 

身近な人々，社会及び自然を自分と
の関わりで捉え，自分自身や自分の
生活について考え，表現している 

身近な人々，社会及び自然に自ら働
きかけ，意欲や自信をもって学んだ
り生活を豊かにしたりしようとして
いる。 

 

 

２ 生活科の内容構成 

生活科の内容は９つの内容があり、大きく３つの階層に整理されている。本校では、解説に示されて 

いる具体的視点や学習対象なども考慮して、一つまたは複数の内容を組み合わせて単元設計をしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な活動や体験】 

①見る，聞く，触れる，作る，探 
す，育てる，遊ぶなどして対象
に直接働きかける学習活動 

②活動の楽しさやそこで気付い
たことなどを言葉，絵，動作，
劇化などの多様な方法によっ
て表現する学習活動 

具体的な活動や体験を通し 

て、身近な生活に関わる見方・

考え 

方を生かし、 

自立し生活を豊かにしてい

く。 
育成を目指す資質・能力 

⑴活動や体験の過程におい
て，自分自身，身近な
人々，社会及び自然の特
徴やよさ，それらの関わ
り等に気付くとともに，
生活上必要な習慣や技能
を身に付けるようにす
る。 

⑵身近な人々，社会及び自
然を自分との関わりで捉
え，自分自身や自分の生
活について考え，表現す
ることができるようにす
る。 

⑶身近な人々，社会及び自
然に自ら働きかけ，意欲
や自信をもって学んだり
生活を豊かにしたりしよ
うとする態度を養う。 

 

【見方・考え方】 

①身近な生活に関わる見方は，
身近な生活を捉える視点であ
り，身近な生活における
人々，社会及び自然などの対
象と自分がどのように関わっ
ているのかという視点であ
る。 

②身近な生活に関わる考え方
は，自分の生活において思い
や願いを実現していくという
学習過程にあり，自分自身や
自分の生活について考えてい
くことである。 

【３つの自立への基礎】 

①学習上の自立 
②生活上の自立 
③精神的な自立 

【生活を豊かにする】 

生活科の学びを実生活に生か 
し，よりよい生活を創造してい
くことである。 
①実生活において，まだできないこ
とやしたことがないことに自ら
取り組み，自分でできることが増
えたり活動の範囲が広がったり
して自分自身が成長すること。 

②自分の成長とともに周囲との関
わりやその多様性が増すことで
あり，一つ一つの関わりが深まっ
ていくこと 

③自分自身や身近な人々，社会及び
自然が一層大切な存在になって，
日々の生活が楽しく充実したり，
夢や希望が膨らんだりすること。 

 

評価規準 

 

【具体的な視点】 
ア健康で安全な生活 

イ身近な人々との接 

し方 

ウ地域への愛着 

エ公共の意識とマナー 

オ生産と消費 

カ情報と交流 

キ身近な自然との触れ 

合い 

ク時間と季節 

ケ遊びの工夫 

コ成長への喜び 

サ基本的な生活習慣や 

生活技能 

【学習対象】 

①学校の施設  
②学校で働く人  
③友達 ④通学
路  

⑤家族 ⑥家庭  
⑦地域で生活し
たり働いたり
している人  

⑧公共物 
⑨公共施設  
⑩地域の行事・
出来事  

⑪身近な自然  
⑫身近にある物  
⑬動物 ⑭植物  
⑮自分のこと 

①健康な心と体 ②自立心 ③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑤社会生活と関わり ⑥思考力の芽生え 

⑦自然との関わり・生命尊重 ⑧量・図形、文字等への関心・感覚 ⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表

現 

 

10の姿 

の視点  
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３ 生活科の単元展開のイメージ 

生活科では、下図のような「①思いや願いをもつ、②活動や体験をして感じ考える、④学びを振り返る、⑤

気付きを表現し交流する、⑥新たな思いや願いをもつ」というプロセスが繰り返され、学習が展開していく。

本校では、学習過程を「であう→かかわる→ひろげる」として、社会科の問題解決的な学習過程との接続を意

識している。また、このように活動が連続し、主体的な学びを展開するために、下のような７つの教材化の視

点をもち、身近な教材の開発と活動や体験の工夫を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 気付きの質を高める 

生活科での気付きは、一人一人の認識であるのに対して、社会科での知識は、社会的事象に基づいた 

事実的・客観的な認識である。深い学びを実現するためには気付きの質が高まることが重要であると 

考えた。 

生活科における気付き 社会科における知識 

対象に対する一人一人の認識であり、子どもの主体的な

活動によって生まれるものである。知的な側面と情意的な

側面があり、次の自発的な活動を誘発するものでもある。 

①「無自覚な気付き」から「自覚された気付き」へ 

②「一つ一つの気付き」から「関連付けられた気付き」へ 

③「対象への気付き」から「自分自身への気付き」へ 

知識は、地域や我が国の地理的環境、地域

や我が国の歴史や伝統と文化、現代社会の

仕組みや働きを通して、社会生活について

の総合的な理解を図るためのものである。 

○「具体的知識」から「概念的知識」へ 

本校では気付きの質が高まる学習のイメージを下図のように描いている。気付きを表現する際に、 

「見付ける・比べる・例える・試す・見通す・工夫する」という６つの考える方法を意識して表現活 

動をしたり、他の児童とも気付きを交流したりして気付きの質を高めていく。４つの手だてから授業 

実践を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見付ける 
比べる 
例える 

対 象 

・社会 

・自然 

・自分 

 

 

児童Ａ 

 

 

思い 

願い 

活動･体験 

児童Ｂ 

 

 

思い 

願い 

 

気付き 

交

流 

関わり 

イ 身近さ 

直接触れる

ことができ

る 
 

教 
材 

自分自身への気付き 

試す 
見通す 
工夫する 

比べる 
つなげる 
認め合う 表現 

自覚された気付き 関連付けられた気付き 

思考 思考 思考 

【手立て１】 

【手立て２】 

 

【手立て３】 

【手立て４】 

 

ウ 期待感 

わくわくド

キドキする 

 

エ 人間性 

様々な人と

つながる 

カ 継続性 

思考が連続

し、活動が

継続する 

オ 実現性 

自分たちの

力でやりと

げる 

キ 協働性 

子ども同士

の関わりが

生まれる 

ア 価値性 
期待する気付きが生まれる教材 
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Ⅴ 各分科会研究の内容 

（１）研究主題に迫るために、今年度は、３つの研究内容の柱を通して実践研究に取り組んでいく。 

 

研究内容① 研究内容② 研究内容③ 

生
活
科 

主体的に学ぶ問い 

〇対象に直接働きかける活動を重視す

る。 

（見る、聞く、触れる、作る、 

探す、育てる、遊ぶなど） 

〇活動の楽しさや気付きなどを多様な

方法によって表現する場を設定す

る。 

（言葉、絵、動作、劇化など） 

見方・考え方を 

生かす学習活動 

〇視点に着目して考える学習

活動を工夫する。 

（様々な関わり、気付きの共

有） 

 

学びを確かにする評価 

〇自分自身の成長を実感でき

る振り返り活動を繰り返し

設定する。 

（できることや活動の範囲の広が

りの実感） 

 

社
会
（
中
学
年
） 

主体的に問いを追究する 

工夫に向けて 

〇児童の問いをうむ資料の選定や吟味

をする。 

〇児童が自ら調べるための学習計画の

見通しを工夫する。 

（教師側が児童のゴールをイメージし

ておく） 

見方・考え方が 

働く学習活動の工夫 
 

〇地域の人から学び、調べる学

習活動の工夫をする。 

〇自分の考えを伝え、友達と共

に考えを伝えるみんなタイ

ムの充実を図る。 

子供の学びを確かに 

する評価の工夫 

〇多様な表現活動に取り組み、

学びにつながる評価の工夫

をする。 

〇学び方カードをもとに学習

計画を振り返り、自分の学び

を振り返る。 

社
会
（
高
学
年
） 

主体的に問いを追究する 

工夫に向けて 

〇人々の気持ちに共感できる資料を活

用する。 

〇ねらいを達成するために意図的な資

料を作成する。 

〇単元構想図を作成する。 

 

見方・考え方が 

働く学習活動の工夫 

〇様々な見方のできる資料を

組み合わせることによって、

複数の見方・考え方を働かせ

られるようにする。 

〇単元構想図で必要な学習活

動を計画的に位置付けてい

く。 

〇単元構想図で必要に応じて

「生かす」を設定する。 

子供の学びを確かに 

する評価の工夫 

〇「学び方カード」を活用し、

子供が自分の学びを振り返

ることができるようにする。

また、子供の学習の様子を把

握し、指導に生かしていく。 

〇学習を振り返る活動を繰り

返すことで、次の学びに生か

せるようにする。 

 

 

 

 

（２）専科部会の取組について 

 専科部会では、生活科・社会科の基礎的な知識の定着を図る掲示物の作成を進めた。 

 

四谷のまち（江戸～現在） 

社会とつながり未来を創る子供の育成 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、主体的に問いを追究する学習を通して 

時代とともに変わる四谷のまち

18



 

 

第１学年 生活科学習指導案 

令和３年９月２２日  
１年４組  ２８名  

授業者 大木 雅也 

 

１ 単元名 「なつが やってきた」（８時間） 

  小単元名 「みずであそぼう」（６時間） 

 

２ 小単元の目標と観点別評価基準 

（１）小単元の目標 

   身近な自然である水を使った遊びや遊びに使う物を工夫して作りながら、その面白さや不思議さに気付き、友 

達と遊びを楽しむことができる。 

 

（２）小単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・身近な自然を利用したり、身近にある

物を使ったりして、遊びを創り出すこ

との面白さに気付いている。 

・これまでの経験から、自分のおもちゃの

動きや遊び方を想像し、いろいろな遊び

を工夫して楽しんでいる。 

・夏の自然と関わりたいという思いをも

ち、いろいろな遊びを繰り返し、夏の自

然を楽しもうとしている。 

 

３ 単元について 

低学年生活科との位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本単元の教材について 

本小単元は、単元「なつがやってきた」の小単元「みずであそぼう」として構成されたものであり、学習指導要領

（６）を受け、設定している。身近な自然である水に直接触れたり、身近にある物を使ったりして遊びを工夫してつ

くり出す楽しさや友達と関わって遊ぶ楽しさを十分に味わわせることをねらいとした単元である。遊びの活動を通し、

その面白さや自然の不思議さに気付き、遊び方や遊びに使う物を工夫してつくる経験を繰り返すことで、みんなと楽

しみながら遊びをつくり出そうと活動を深めたり、広げたりしていくことができると考える。試行錯誤しながら十分

に遊ばせることで、自分のやってみたいという思いや願いを実現しようとする活動に広がっていくと考える。 

身近な自然として夏という季節にふさわしい水を取り上げる。水遊びに限定することで追究する要素が絞られ、気

づきの共有化が図りやすいと考える。生活科では、児童が入学して初めての物作りの活動になる。この試行錯誤する

活動を経験することで、２学期後半の「たのしい あき いっぱい」のおもちゃ作りに生かされると考える。 

（３）児童の実態 

子ども園年長組 

「みずあそび」 

 

１年 生活科 

「なつが やってきた」 
 

１年生活科 

「がっこう だいすき」 

 

１年生活科 

「たのしい あきいっぱい」 
１年生活科 

「ふゆを たのしもう」 

２年生活科 

「うごく うごく 

わたしのおもちゃ」 

 

Ⅱ－① 低学年分科会の実践 
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 本学級の児童は、外で遊ぶことや、はさみやのりを使って物を作る活動が大好きである。休み時間はやりたい遊び

に積極的に参加したり、好きな遊びに没頭したりしながら過ごしている。生活科「こうていで、くさばなやむしをさ

がそう」では、校庭に咲いている花や虫を観察し「土に空いている穴はなんだろう。」「セミの抜け殻があったよ。」「花

にチョウがとまっているよ。」など、虫や花に興味関心をもちながら触れたり探したりする様子が見られた。しかし、

自然の不思議さに気付いたり、友達とのかかわりのなかで遊びを工夫したり、自分の思いや願いをもって活動するま

でには至っていない。そのため、おもちゃ作りを通して繰り返し遊ばせる中で、「先の形を変えると遠くまでとんだ

ね。」「柔らかい容器のほうがいっぱい水がでたね。」など思い通りのおもちゃを作るために必要なことに気付かせた

り、互いのおもちゃで遊ぶ活動を通して、「遠くに飛ばせるか競争しよう。」「みずの出方が面白いね。」など、友達と

遊びを作り出す喜びを味わわせたりしたい。 

 

 

（４）指導の工夫 

① 気付きの質を高める工夫 

自分の想像したものを形にしていく経験が少ない。そのため、遊びに使う身の回りの物を選び出し、試行錯

誤しながら作ったおもちゃで遊ぶ時間を十分に確保したい。遊びの中で自分の想像したおもちゃにしていくた

めに必要なことや工夫に気付かせたい。また、想像したおもちゃの設計図を作ったり、実際にそのおもちゃで

どのように遊べたかのかタブレットを使って動画を見合ったりする活動を通して、自分の想像したおもちゃに

近づけるための気付きにつなげていきたい。 

   

② 思いや願いを自分たちの力で実現させる単元構成 

 作りたいおもちゃに合わせてグルーピングをし、遊び方やおもちゃの作り方を工夫していく。その際に、ど

のようなおもちゃを作りたいかを明確にし、おもちゃの設計図をタブレットを使用し作成する。そのおもちゃ

が思い通りに作れたかを、実際につくったおもちゃで遊び、動画にとることで、設計図と動画を見ながらおも

ちゃを作ることにとどまらず、遊び方やおもちゃの作り方の工夫を改善できるようにする。この流れを繰り返

し行うことで、思いや願いを実現させ、自分たちでやり遂げる達成感を味わわせたい。 

 

③ 振り返り活動の充実 

毎時間振り返りカード（あのねカード）を用いて振り返りを行うことで、児童の気付きの質を高めるととも

に、児童の思いや願いを大切にして学習を展開していきたい。振り返りカードには教師もコメントを書いたり、

友達の記述を紹介したりすることで、児童の気付きを学習につなげていけるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 小単元の指導計画(全６時間)  
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過

程 

時

配 

〇主な学習活動      児童の学び 

●評価の活動 

◎教材・資料 ☆指導の工夫 

【観点】評価（方法） 

 前

小

単

元

か

ら 

【なつがやってきた】 

○夏だなあと感じることを出し合う。 

○校庭で草花や虫を探そう。 

 

☆夏と感じることを出し合わせ、季節への関 

心を高める。 

・校庭で見つけた物を「あのねカード」に書 

いて集める。 

 

 

 

 

 

 

 

で

あ

う 

１ 

 

 

 

 

○夏に遊んだことを振り返り、どのような水 

遊びをしたか発表する。 

○学校でやってみたい水遊びを発表する。 

 

 

 

 

○安全面などについて約束を確認する。 

○自分たちが準備した道具を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○水を触ったり、容器に入れたりして自由に遊 

ぶ。 

 

 

○友達と関わりながら、比べたり、見立てたり 

して遊びを広げる。 

 

●あのねカードに振り返りを記入する。 

 

 

 

☆前時で夏だなあと感じることの中から出た、水

に関することを振り返る。 

☆夏に水遊びをしたことを思い出させ、水遊びへ

の活動意欲を高める。 

 

 

 

☆楽しく遊ぶために「人に水をかけない、遊んだ

水は飲まない、水を大切に使う。」などの約束を

確認する。 

☆色々な遊びを思いつくように、たらいやビニル

袋、ペットボトルなど多様な容器を用意する。 

☆児童との対話の中で児童の気付きを言語化す

ることで価値付け、全体に広める。 

☆「ぐにょぐにょ動く」などのつぶやきを紹介し、

水の面白さ不思議さに気付かせる。 

☆硬さ、形など異素材のボトルなどを用意 

し、比べながら遊べるようにする。 

☆様々な遊びを称賛し、活動意欲を高める。 

☆いろいろな容器で遊ばせることで、「もっ 

と～したい！」という思いをもたせる。 

【知技】 

  水を使って遊びを創ることの面白 

さに気付いている。 

【態度】自分たちで集めた空き容器に関心をも

ち、それらの特徴を生かした水遊びの道具を

作りたいという思いをもっている。（あのね

カード・発言） 

 

 

か ２ ○前時の振り返りカードの内容を聞く。 ◎前時で使用したあのねカード（振り返りカー

もっと遠くに飛ばすおもちゃをつくりたい。 

遠くにとばすゲームがしたい。 

強く押すとすごく速い水が出て、よくとんだよ。 

みずであそうぼう 

ビニル袋に入れて触ると気持ちいいな。 

穴をあけるとシャワーになるよ。 

水鉄砲で遊ぶと楽しいな。 

もっと遠くにとばしたいな。 

 

せみがいたよ。 

草がたくさん生えてたよ。 

暑いから顔を水でぬらしたいな。 
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か

わ

る 

 ○振り返りカードに書いたことを確認し、やってみ

たいことを考える。 

 

 

 

○やってみたい遊びの似ている児童をグルー 

プに分ける。 

 

○前時の遊びの体験から、水を使った遊びをも 

っと楽しくするためにはどうすればよいか 

グループで話し合う。 

 

●自分の願いに合った設計図や遊び方を考え 

る。（自分タイム） 

●作りたいおもちゃを設計図に描いたり、遊び 

方を書いたりしてグループで工夫や気付き 

を伝え合う。（みんなタイム 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループで伝え合ったおもちゃや遊び方に 

ついてクラスに紹介する。 

 

●考えた設計図を次時の活動の資料にする。 

 

●あのねカードに今日の振り返りを書く。 

 

ド） 

 

 

 

 

☆前時のあのねカードからやってみたい遊びの

似ている児童同士をグループ化して工夫しや

すいようにする。 

☆もっと～したいという思いを実現させるには

どうすればよいか出させることで、工夫の視点

に目を向けさせる。 

（容器の素材や扱い方、穴の数や大きさ、遊び方など） 

☆使ってみたいおもちゃの素材を選び、設計図に

自分の工夫を書かせる。 

☆設計図をもとにすることで、工夫や気づきを友

達に伝えやすいようにする。 

☆話し合いの仕方など事前に指導する。 

 みんなで同じ意見を目指すのでなく、自分の考

えを伝えたり、友達の意見と比べたりする。分

からないときは確かめてみるとよいことを伝

える。 

☆図にかくことで、めあてに沿ってどんな工夫が

できるか見通しをもった話し合いをさせる。 

 

☆遊びをクラスに紹介することで、ほかの遊びも

やってみたいという思いをもつ。 

【思考】作りたいおもちゃの工夫や水遊びに必要

な材料を考え設計図やあのねカードに表現し

ている。 

【態度】もっと～したいという思いやみんなで遊

びたいという思いをもち、水であそぶ活動を楽

しもうとしている。 

（設計図・あのねカード） 

 ３ 

 

○前時の設計図を確認して、おもちゃのイメージを

もつ。 

 

 

 

●設計図を見ながらおもちゃをつくる。 

○出来上がったおもちゃを写真に撮る。 

 

○グループで関わりながら水遊びの準備をする。 

 

 

 

 

 

○正しい道具の使い方を知る。 

 

●あのねカードに振り返りを書く。 

☆前時の設計図を基にすることで、おもちゃの工

夫や遊び方の工夫に見通しをもって活動させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆道具の使い方について、教科書などを活用して

指導し、安全面に十分配慮する。 

 

【態度】思いや願いをもって、遊びや遊びに使う

遠くの的と近くの的で点数を変えたらいいか

も。 

ルールが少し難しいほうが面白そう。 

誰が一番遠くまで飛ぶかとばしっこをしたい

な。 

 

 

ともだちともっとたのしくあそべるくふうをはなしあおう 

おもちゃをつくってあそぼう① 

穴は小さいほうが飛んだよ。 

マヨネーズの入れ物が飛ばしやすい。  

上に向けると噴水みたいだった。 

的は大きいものと小さいものを作ろう。 

穴の開け方は大きいものと小さいものと 

比べてみよう。 

友達の考えたやり方と自分の考えたやり方で、どち

らが遠くに飛ぶか試したいな。 
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 物をつくろうとしている。 

 （行動、あのねカード） 

 ４  

 

 

●もっと楽しくなるよう試行錯誤し、遊びの活動を

繰り返しながら、遊びや遊び方を工夫する。 

 

 

●あのねカードに振り返りを書く。 

 

 

 

☆道具を使う場と遊び場と分けて安全に配慮し

た活動をする。 

☆おもちゃ作りや遊び方の工夫についてつぶや

いている児童の発言を取り上げて、グループで

共有したり全体に紹介したりして水の面白さ

に気付かせる。 

☆児童の活動や工夫を教員が記録し、次時の遊び

の紹介の資料にする。 

【思考】試行錯誤したり比べてみたりして遊びの

活動を繰り返しながら、遊びや遊び方を工夫す

ることができる。 

(行動、ビデオ、あのねカード) 

 

 ５ 

本

時 

○おもちゃで遊んだ時の動画を見たり、あのねカー

ドを見て振り返る。 

 

 

 

 

○グループに分かれ、発表の準備をする。 

○グループの遊びで工夫してうまくいったと 

ころを話し合う。 

○グループで話し合ったことを全体に向けて 

紹介する。 

 

●あのねカードに振り返りを書く。 

 

☆あのねカードを見ながら、前時のおもちゃ遊び

でうまくいったことや気づいたことなどを思

い出させる。 

 

 

 

◎前時に撮影した動画や設計図。 

☆設計図や動画を見ることでうまくいったとこ

ろを考えさせる。 

☆紹介する際の視点を確認する。（遊び方・遊び

道具など） 

☆紹介後の質問など交流の場を設ける。 

☆他のグループの発表を聞くことで、他の遊びも

やってみたいという願いをもたせる。 

【知技】おもちゃやあそびを創り出す楽しさに気

付き、友達に伝えることができる。 

 (あのねカード・発言) 

 

ひ

ろ

げ

る 

６  

 

〇グループで前半チームと後半チームに分かれて、

遊び道具や遊び方について説明する。 

○遊びたいおもちゃで遊ぶ。 

●おもちゃで遊んでみたり、遊んでもらったりして

気付いたことをあのねカードに振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

☆一人で遊んでいる児童に声をかけたり、一緒に

遊んであげたりする。 

 

 

【態度】自分で作ったおもちゃで遊んでもらうこ

とに喜びを感じ、友達と関わることでさらに楽

しもうとしている。 

友達と点数を競争すると楽しかったよ。 

水のトンネルをくぐって遊んだよ。 

シャワーで虹ができたよ。 

今度は川をつくってみたいな。 

 

 

チームのわくわくをつたえよう 

もっとみずであそぼう 

おもちゃをつくってあそぼう② 

的に当たって楽しかった。 

友達と一緒に遊べて楽しかった。 

水を使って違う遊びも考えたいな。 

友達の作った方がよく飛んだよ。ちがったところは

穴の大きさが友達の方が小さかった。 

 

 

他のグループの遊びもやってみたいな。 

水が少なかったのかな。もう一度試したいな。 
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５ 本時の指導 （５／６時）                           

（１） 本時のねらい 

  おもちゃ遊びの楽しさに気付き、友達に伝えることができる。 

 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・予想される児童の反応 ◎教材 ☆指導上の留意点 ・【評価】 

導
入
（
８
） 

 

○前時のおもちゃ遊びを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時のめあてをワークシートに書く。 

 

○前時のおもちゃ遊びの動画を見たり、ワークシートで描いた

設計図を振り返ったりして、楽しく遊べたところを考える。 

 

 

◎前時で使用したあのねカード（振り返りカ

ード） 

 

☆あのねカード（振り返り）を見ながら、前

時のおもちゃ遊びの気付いたこと、分かっ

たことを発表させる。 

 

 

 

 

 

◎前時に撮影した動画 

☆ワークシートで描いた設計図での工夫や実

際におもちゃで遊んだ動画を見ることで楽

しく遊べたところを考えさせる。 

 

☆楽しく遊べた→「わくわく」 

全体で紹介する視点を確認する。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

（
１
０
） 

〇おもちゃで友達と楽しく遊べたことをグループで発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆１人１分で発表し、ワークシートを見せた

り、作ったおもちゃを動かしたりして発表

するよう伝える。 

 

 

◎ワークシート、作ったおもちゃ 

 

 

 

 

☆途中でグループの話し合いを取り上げ、グ

ループで紹介する視点を再度 

確認する。 

 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

（
２
０
） 

 

〇グループで話し合ったことを全体へ向けて紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆グループごとに指名して紹介させ、「もっ

と楽しく」という目的で、様々な工夫が考

えられたことを価値づける。 

 

☆紹介後に質問などによる交流の場を設け

る。 

 

【知技】おもちゃ遊びの楽しさに気付き、友

達に伝えることができる。 

（ワークシート・あのねカード、動画） 

 

 チームのわくわくをつたえよう。 

 

 

みんなで遊べて楽しかった。またやりたい。 

やっぱりペットボトルの穴はちいさいほうがよくとん

だよ。 

 

的あての的は、大きいほうがよくあたって 

楽しかったよ。 

 

誰が一番水を飛ばせたかが分かりやすくなると、も

っと楽しいと思う。 

 

水をたくさん入れて、強くおしたら遠くまでとびまし

た。 

 

的あてでは、遠くの的に当てたら点数を高くしてあげたら

もっと面白くなるとい思います。 
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振
り
返
り(

７) 

〇あのねカードに本時の振り返りを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

◎あのねカード（振り返り） 

 

 

 

☆次時に何をするのかを見通しをもたせ、次

時の学習につなげる。 

 

 

 

 

（３）本時の板書計画      

 

  みずであそぼう！            

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

とも 

 

 

 

 

 

 

 

６ 参考資料 

 

ハリケーン                           せいめいのみず 

○ペットボトルの先から水を出しながら、回転する。        ○相手に向けて、水をかけ合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームのわくわくを 

つたえよう！ 

すすめかた 

① じぶんのわくわくをつたえる。 

② ともだちのはなしをきく。 

③  グループでまとめる。 

④  はっぴょう。 

あそびかた おもちゃ 

・まとをつくるとた

のしい。 

・どっちがとおくへ

とばせるかが、お

もしろかった。 

 

・つよくおすと、よ

くとんだよ。 

・あなをたくさん

あけたらシャワ

ーになったよ。 

動画 

  

ワークシートの写真 

（グループ） 

とと 

ほかのあそびもやってみたい 

この前は水が少なかったのかな。わたしももう一度試して

みたいな。 

 

 
他のグループのおもちゃでも遊んでみたい。自分のおもち

ゃも友達にやってもらいたい。 
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まとあて                         レインボーカーニバル 

○吊るした的をめがけて、水を飛ばす。           ○容器の先から出た水の下側を通る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おえかき                        水とばせ 

○容器の先から水を出し、その水で絵を描く。       ○水を遠くに飛ばす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習の実際 下線部は目指す児童像に迫る記述 

 ○主な学習活動 

◆めあて【】評価規準 

観察対象児童の学習記録 
教師による考察 

Ａ児 Ｂ児 

1

時 

○夏に遊んだことを振

り返り、どのような

水遊びをしたかを発

表する。 

○自分たちが準備した

道具を確認し、校庭

で水遊びをする。 

◆水であそぼう。 

○水に触ったり、容器

に入れたりして自由

に遊ぶ。 

○振り返りを書く。 

 

【知技➀】 

【態度➀】 

・「夏休みに公園で水遊

びをして楽しかっ

た。」と反応。 

 

・ペッドボトルを使っ

て、友達と「どちらが

ぬれるかゲーム」を

したい。 

 

・「楽しかったけど、も

っと遠くに飛ばした

い。次は友達とバト

ルしたい。」と振り返

った。 

・「公園の噴水で友達と

水遊びをした。またや

りたい。」と反応。 

 

・ビニール袋に穴を開け

てから水を入れて地面

に絵を描いてみたい。 

 

・「あまり水が出なかっ

たから、穴を大きく空

けたい。次は人がくぐ

れるかゲームをした

い。」と振り返った。 

・夏に水遊びをしたことを思

い出させたことで、水遊び

への活動意欲を高まった。 

 

・自分たちが準備した道具以

外にも色々な容器で遊ばせ

ることで、「もっと楽しくし

たい」という思いをもたせ

ることができた。 

・振り返りの際は、「今日の活

動の感想」「次にやりたいこ

と」の２つの観点を明確に

することで、児童が振り返

りやすくなった。 
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2

時 

○前時で振り返りカー

ドに書いたことを確

認し、もっと楽しく

するにはどうするか

考える。 

◆もっと楽しく遊ぶた

めに工夫しよう。 

○遊びの似ている児童

をグループに分け

る。 

 

○作りたいおもちゃを

設計図に描いたり、

必要な材料や遊び方

を考える。 

○振り返りを書く。 

 

【思考➀】 

【態度②】 

 

・「水をもっと遠くに飛

ばすために、マヨネ

ーズの入れ物を使い

たい。」と発言。 

 

 

・「○○君みたいにペッ

ドボトルの先にたく

さん穴を開けたい。 

遊び方もかんがえな

いとなぁ。」と呟いて

いた。 

 

 

・「どこに穴を空ける

か、頭を使った。設計

図を書くのが楽しか

った。」と振り返っ

た。 

 

 

・「穴を大きく空けて、絵

を描いて模様をつけた

い。リボンを付けて飾

りをつけたい。」と反

応。 

 

・「ペッドボトルに水を

たくさん入れて、強く

押すと勢いよくでるか

なぁ。 

マヨネーズの容器かケ

チャップの容器を持っ

てこよう。」と呟いてい

た。 

・「楽しかったけど、いっ

ぱい頭を使った。早く

作りたい。」と振り返っ

た。 

・前時の振り返りから、やって

みたい遊びの似ている児童

同士をグループ化すること

で、同じグループの友達と

工夫しようとする姿が見ら

れた。 

 

・「もっと楽しくしたい」とい

う思いを実現するにはどう

すれば良いかを児童から出

させることで、工夫の視点

に目を向けさせることがで

きた。 

 

・使ってみたいおもちゃの素

材を選び、設計図に自分の

工夫を書かせることで、見

通しをもっておもちゃを作

る活動へとつながった。 

 

3

時 

○前時の設計図を確認

して、おもちゃをつ

くるイメージをも

つ。 

◆おもちゃをつくって

あそぼう➀ 

 

 

 

 

○遊びの似ているグル

ープで関わりながら 

おもちゃをつくる。 

 

○振り返りを書く。 

 

【態度③】 

・「小さい穴を２つ空け

る。」 

・「マヨネーズの容器を

使う。」 

・「水をたくさん入れ

て、ななめにふり下

ろす。」 

と設計図に記す。  

・「みんなでチーム名を

考えたい。」と発言 

・「手から離れないよう

にペットボトルに滑

り止めをつけた。デ

ザインも考えた。つ

ぎは友達とバトルし

たい。」と振り返っ

た。 

 

・「ペットボトルのキャ

ップに小さい穴を開け

る。」 

・「人が水の下をくぐる。

水をとばす人は、容器

の下の方をもって上に

向けておす。」 

と設計図に記す。 

・「みんなで話し合って、

チーム名はレインボー

カーニバルに決まっ

た。」と発表。 

・「マヨネーズの容器に

水をたくさん入れられ

るようにした。絵を描

いて模様をつけた。リ

ボンでかわいい飾りを

つけた。早く遊びた

い。」と振り返った。 

 

 

・遊びの似ている児童をグル

ープに分けることで、同じ

グループの友達と工夫しよ

うとする姿が見られた。 

 

 

・グループのチーム名を決め

たことで、グループへの愛

着が深まった。 

 

・振り返りの時は、「今日の活

動の感想」「次にやりたいこ

と」の２つの観点を明確に

することで、学習のめあて

につながる思いや願いをひ

き出すことができたのでは

ないか。 

4

時 

○グループに分かれて

水遊びをする。 

◆おもちゃをつくって

あそぼう② 

 

○振り返りを書く。 

 

【思考②】 

・「ともだちとバトルす

るのが楽しかった。 

また水遊びをした

い。 

次は違う友だちとバ

トルしたい。」と振り

返った。 

 

・「レインボーカーニバ

ルチームのみんなで遊

ぶのが楽しかった。ま

たレインボーカーニバ

ルチームで遊びたい。

マヨネーズの容器の模

様をかえてみたい。」と

振り返った。 

 

 

・道具を使う場と遊び場と分

けて活動を行うことで、児

童が繰り返し作りながら遊

ぶ様子が見られた。 
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5

時 

○前時で振り返りカー

ドに書いたことを見

て、振り返る。 

◆チームのたのしかっ

たことをつたえよ

う。 

 

○グループに分かれ

て、楽しかったこと

を話し合い、ワーク

シートに書く。 

○グループで全体に向

けて発表する。 

○振り返りを書く。 

 

【知技②】 

 

 

 

・「他のチームのことが

わからないから、ほ

かのチームにやり

方、ポイントを教え

てあげる。」と呟いて

いた。 

 

・「ペットボトルを重ね

て使ったのが楽しか

った。壁を作ってよ

かった。協力したの

とバトルが楽しかっ

た。」と発表。 

・「早くまた水遊びをし

たい。今度はハリケ

ーンチームで遊びた

い。またせいめいの

水チームでも遊びた

いです。」と振り返っ

た。 

・「振り返りカードには

同じ「～したい」でも、

前にやった時と違うこ

とをやりたいとか、変

えてみたいとかでみん

な違う。」と発言。 

・「人が水の下をくぐる

のが楽しかった。でも

難しかった。なぜかと

いうと水がよくでる人

とでない人がいたか

ら。」と発表。 

・「他のチームのことが

知れてとてもよかった

です。でもやっぱりま

た自分の今のチームを

もう一回やりたいで

す。」と振り返った。 

・A児の振り返りを取り上げ、

「～したい」という思いを

表出させたことで、本時の

めあてが定まった。 

・グループの全体発表の前に、

前時に撮影したグループご

との動画を見せることで、

他のチームの遊びのイメー

ジをもたせることができた

が、話し合いの場の前にも

動画を見せたほうが有効的

だった。 

・児童の実態を考慮し、話し合

いではなく、振り返りを参

考に、伝え合うことに重き

をおくべきだった。 

・振り返りの観点は、、パター

ン化せず、めあてについて

の振り返りが必要だった。 

6

時 

◆もっと水であそぼ

う。 

○グループを前半チー

ムと後半チームに分

け、遊び道具や遊び

方について説明す

る。 

○遊びたいおもちゃで

遊ぶ。 

 

【態度④】 

・「ハリケーンチームの

容器のほうが水がよ

くとんで楽しかっ

た。 

ルールもちゃんとあ

って面白かった。自

分のチームもルール

をちゃんと決めて遊

びたい。」と振り返っ

た。 

・「色んなチームの水遊

びができて楽しかっ

た。また自分のおもち

ゃを作り直したい。他

のクラスの人とも遊ん

でみたい。」と振り返っ

た。 

  

 

 

・一人で遊んでいる児童に声

をかけたり、グループに入

り一緒に遊んだりしたこと

で、児童の「次も作って、遊

びたい。」という発言から、

次の単元への活動意欲へと

つなげられた。 

 

 

 

 

 

考察 

・低学年では、「社会とのつながりを実感し、生活を豊かにしようとする」を目指す児童像としている。まず、

「社会とのつながりを実感すること」を身近な人やもの、自然などに思いを巡らせることとした。次に「生活を

豊かにしようとすること」では学びを実生活に生かし、よりよい生活を創造していこうとすることと考えた。Ａ

児は、「友だちとバトルするのが楽しかった。また水遊びをしたい。次は違う友だちとバトルしたい。」Ｂ児も

「レインボーカーニバルチームのみんなで遊ぶのが楽しかった。またレインボーカーニバルチームで遊びたい。」

のように、おもちゃの工夫から人と関わりをもつことに関心が広がっていった。さらに、Ｂ児が「色んなチーム

の水遊びができて楽しかった。また自分のおもちゃを作り直したい。他のクラスの人とも遊んでみたい。」のよう

に、遊びを繰り返しておもちゃの改良を重ねることや他クラスへの関心をもつことがこれにあたる。また、Ａ児

が「ルールもちゃんとあって面白かった。自分のチームもルールをちゃんと決めて遊びたい。」といったように、

ルールを決めて遊ぶことは日常の生活とつながり、よりよい生活を創ろうとする姿がこれにあたる。 

・目指す児童像の実現の背景にある指導のポイントは、以下の通りである。 

➀児童にとって身近な自然である「水」を教材にし、小さいころから親しんだ水鉄砲などのおもちゃ遊びを繰り 

返すことで、遊びを発展させることができた。 

②似た遊びをしている児童を同じグループにすることで、友達と関わりながら、さらにおもちゃの工夫をした 

り、遊び方の工夫をしたりして楽しさを味わうことができた。 

③振り返りの観点に「～したい」という思いを書かせることで探究心をもち続け、遊びの工夫につなげることが 

できた。児童の発達段階から、振り返りや学習カードを文章だけでなく、絵を描かせるようなカードも用意す 

こことで自由に表現することができた。 
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第２学年 生活科学習指導案 

令和３年１２月１５日 
 ２年２組 ２７名 

  授業者 首藤 祥野 

 

１ 単元名「つながる広がるわたしの生活」（13時間） 

 

２ 単元の目標と観点別評価規準 

（１）単元の目標 

   自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して、相手のことを想像したり伝え

たいことや伝え方を選んだりして、身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かるとともに、進んで

友達や地域の方々、保護者と触れ合い交流しようとすることができるようにする。 

（２）単元の観点別評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分たちの生活や地域の出来事を身

近な人々と伝え合う活動を通して、

身近な人々と関わることのよさや

楽しさに気付いている。 

・自分たちの生活や地域の出来事を身近

な人々と伝え合う活動を通して、相手の

ことを想像したり、伝えたいことや伝え

方を選んだりしている。 

・自分たちの生活や地域の出来事を身近

な人々と伝え合う活動を通して、地域

の人々に親しみをもち、進んで触れ合

い、交流しようとしている。 

 

３ 単元について 

（１） 低学年生活科における本単元の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本単元の教材について 

本単元は、今までの学習を振り返り、気付いた地域の良さについて伝え合う活動を行い、互いの考え、

思いや願いを理解し合ったり、対象に心を通わせたりして関わることの楽しさを実感し、身の回りの人々

と進んで交流できることを目指している。 

  生活科の学習としては、２学期までに学区域内の様々な場所を探検してきた。一連の町探検を通して、

自分たちが住んでいる地域について知り、関心をもったり地域にあるお店や人の魅力的な点に気付いたり

することができた。このように学習の対象と深く関わった経験を通して、「他の人に伝えたい」という気持

ちが高まっていった。そこで、今までの学習を振り返り、自分の心に残った地域のお店や人との出来事な

どについて感じたことや気付いたこと、もっと知りたいと思ったことなどを自分なりの方法でまとめ、保

護者など様々な人々に伝える活動を行う。学習の各段階で、友達と交流する活動を取り入れ、互いのよい

ところを認め合ったり助言し合ったりすることで、自分の思いを自信をもって表現したり進んで交流した

りすることができるようになると考える。 

 

２年 生活科 

「つながる広がる 

わたしの生活」 
 

１年生活科 

「がっこう だいすき」 

 

２年生活科 

「どきどきわくわくまちたんけん」 

２年生活科 

「あしたへ ジャンプ」 
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（３）児童の実態 

 児童は、生活科の時間を楽しみにしている。春から学習してきた「まちたんけん」では、実際に学校の

外に出かけることを楽しみにし、行った先でも様々な気付きを表現している児童が多い。また、探検後のま

とめでは、自分なりに考えた方法で見つけたことをまとめたり伝えたりすることができた。情報活用を行い

ながらその表現を工夫していく姿もあった。しかしながら、まとめる段階になって、「何を伝えたらよいのか」

で迷ってしまう児童もいる。学習の対象を自分のこととしてとらえ、自分が知りたい、伝えたいという思い

を大切にし、自分の思いを自信をもって表現することができるよう取り組んでいるところである。 

 

グループ（人数） 店名 人数（人） 店名 人数（人） 

①（５人） はなまるうどん ３ ナカ薬局 ２ 

②（４人） もつやき のんき ２ 大久保碁盤店 ２ 

③（４人） ＡＮＴＥＮＤＯ ２ 金駒 ２ 

④（４人） たい焼き わかば ２ 丸正本店 ２ 

⑤（５人） 坂本屋 ３ ＺＯＯ ２ 

⑥（４人） ＡＮＴＥＮＤＯ ２ 肉の竹井 ２ 

 

 

（４）指導の工夫 

① 気付きの質を高める工夫 

「より多くの人に伝えたい」からこそ「そのためによく調べたい」と児童は考える。このような児

童の思いや願いの醸成に丁寧に寄り添うようにする。児童の具体的な姿を具体的な言葉で価値付け、

集団としての学習意欲を高める。 

  

 

 

 

 

 

   

② 思いや願いを自分たちの力で実現させる単元構成 

 児童が直接学習の対象に働きかけたり、対象から働き返されたりしながら活動が継続してくよう、

友だちやお店の人、保護者などと繰り返し関わる体験を位置付ける。相手意識を大切にし、特に単元

後半において保護者や地域の人々への発信でのかかわりだけでなく、姉妹校の同学年児童などへの発

信や地域の行事への参加などのかかわりをもてるようにする。これにより、思いや願いを実現させ、

自分たちでやり遂げる単元構成となる。 

 

③ 振り返り活動の充実 

毎時間振り返りカードを用いて振り返りを行い、児童の気付きを表出するだけでなく、授業の導入

で活用することで児童の思いや願いを大切にして学習を展開していく。教師のコメントや友達の記述

の紹介等を行うことで、指導の工夫①②につなげる。 

  

〈本単元で児童に期待する気付きの例） 

〇手紙を出すときは丁寧な言葉で書くといいね。 

〇忙しい中手紙の返事を書いてくれてうれしいな。 

〇何度も見てもらえるように、ポスターにまとめて伝えたいな。 

〇伝えた相手に喜んでもらえてうれしいな。 
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４ 単元の指導計画(全１３時間扱い)  

過

程 

時

配 

〇主な学習活動      児童の学び 

●評価の活動 

◎教材・資料 ☆指導の工夫 

【観点】評価（方法） 

 前

単

元

か

ら 

【どきどきわくわくまちたんけん】 

○町探検でわかったことを紹介し合う。 

 

☆全グループの発表を振り返る時間を設け、

児童の発言やつぶやきなどから、その気付

きの良さを認め、価値付ける。 

 

【思考】自分や友達が関わった人々の地域 

に寄せる思いから共通点を見出し、地域の

人々のよさについて話している。 

 

 

 

で

あ

う 

１ 町たんけんを振り返ろう。 

〇発表を振り返り、友だちと交流する良さを出

し合う。 

 

 

 

○町のことを誰に伝えたいか話し合う。 

 

 

●これからやりたいことを振り返りカードに

記入する。 

 

 

 

 

◎前単元のワークシート 

☆「よかった。」「楽しかった。」などの発言を

受けて問い返すことにより、友だちと交流

して気付いた良さを詳しく言語化させる。 

 

 

☆保護者以外にも伝えたいという児童の思い

や願いも受け止め、「まずは、お家の人に」

と共通の相手に集約し、多様な思いや願い

は単元の終末で実現できるようにする。 

 

【態度】地域で関わった人のことをお家の人 

に伝えたいという思いをもっている。 

か

か

わ

る 

２ 〇伝えるためにやりたいことを出し合う。 

お家の人に伝える計画を立てよう。 

●何を伝えるのか、グループで話し合う。 

 

 

 

 

☆今までの学習を想起させ、「調べる、まとめ

る、伝える」の大きく３ステップがあるこ

とをおさえ、まず調べる必要に気付かせる。 

☆何を伝えたいか、何を知っているのかを話

し合い、全体で共有していく。 

【態度】地域で関わった人のことを伝えたい 

という思いをもち、もっと詳しく調べよう

としている。 

・私の調べた「たい焼きわかば」の店員さんも優し

かったけど、友だちの調べた「肉の竹井」の店員

さんもも優しかったみたいだよ。四谷にはすてき

な人がたくさんいるんだね。 

・お家の人に、「たい焼きわかば」のことを伝えたい

な。 

・お家の人に、何を知っているか聞いてみよう。 

 

・お家の人がまだ知らない、「たい焼きわかば」のお

いしさのひみつを伝えたいな。 

・まだ詳しく分からないことは、もう一度お店の人

に聞きたいな。 

 

お家の人に、四谷のすてきを伝えよう。 

・友達からたくさんほめてもらえてよかったよ。 

・質問されて話すのが楽しかったよ。 

・もっと他の人にも町のすてきを伝えたいな。 
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３ 

本

時 

手紙の書き方を考えよう。 

○調べ方には、どんなものがあるか、出し合う。 

●どんな手紙にするか、自分で考えたり、友だ

ちと交流したりして下書きを書く。 

 

 

 

 

☆前時までに話し合ったことや本時で話し合

うことを整理する時間を設け、学習の見通

しをもたせる。 

☆事前にお店と連絡を取り、インタビュー、

手紙、電話、メールなど、どんな関わりが

可能かを確認しておく。 

【思考】お店の人のことを想像しながら、 

手紙の内容を考えている。 

４ 

５ 

もっとくわしく調べよう。 

●話し合って決めた調べ方に沿って、さらに詳

しく調べる。 

 

 

 

●調べて気付いたことを振り返りカードに記

入する。 

 

☆グループで決まった調べ方を最終確認し、 

同じ方法で調べるグループがあれば情報交

換しながら進められるにする。 

 

☆尋ねて分かったことは整理し、まとめてお

くよう、」あらかじめ全体で確認しておく。 

 

 

【知技（習慣や技能）】地域の人に連絡をする 

際、手紙や電話を適切に使っている。 

【知技】身近な人々と関わることのよさに気 

付いている。 

６ 

 

〇各グループの発表から、もっとわかりやすく

するために必要なことを出し合う。 

伝えたいことをまとめよう。 

●伝えたいことを整理し、どんな方法で伝えた

いか話し合う。 

 

 

 

 

 

☆児童の発言を「伝えたいことの仲間分け」

「伝える順番」「写真や絵」「話し方」など

に整理して板書する。 

☆詳しく調べたことを自分たちの力で整理で

きるよう、付箋を活用する。 

☆グループでまとめたものを全体の場で紹介

し合い、感想や質疑応答なども行えるよう

にする。 

 

【思考】伝えたいことが相手に伝わるかど 

うかを予想しながら、伝え方を選んでいる。 

７ 

８ 

伝える準備をしよう。 

●調べてまとめたことについて、伝える準備を

する。 

 

 

 

 

☆新聞やポスター、タブレットを活用した伝

え方などの中から児童が選択できるように

する。 

☆グループ間や全体で交流したり、それを基

に伝え方を工夫したりする時間を十分に確

保する。 

 

【知技】伝える相手に応じた伝え方があるこ 

とに気付いている。 

９ 他のクラスに伝えてみよう。 

〇グループでまとめたことを他のクラスに伝

え、感想を聞いてくる。 

●これからやりたいことを振り返りカードに

記入する。 

☆本番に向けてリハーサルをしたいという児

童の思いを受けて、他のクラスに伝えて、

アドバイスをもらうという本時の目的を共

有する。 

☆事前にクラス間で連携を図り、児童がグル

・たい焼きの、あんこはどうやって作っているのか、

教えてください。僕は、豆においしさのひみつが

あるのかなと思っています。 

・友達のアドバイスから、絵も手紙に入れたいな。 

・手紙に丁寧に答えてくれてうれしいな。 

・あんこをおいしくするには、火の強さやこね方を

工夫していることが分かったよ。 

・写真を貼ったら、行ったことのない人にも、覚えても

らえそうだね。 

・たい焼きができるまでを順番に並べて説明したら、分

かりやすいと思うな。 

 

・写真だけじゃなくて少し言葉も入れると、たい焼

きを作る途中の写真だとわかりやすくなるね。 

・自分たちで撮った写真を見せながら話すと、分か

りやすいって言ってもらえたよ。 

・質問が一緒にならないように手紙を見せ合おう。 

・丁寧な文字や言葉で書けているか確かめよう。 

32



 

●伝えた相手から受けた感想や質問を全体で

共有する。 

 

 

 

 

 

ープに分かれて活動できるようにしてお

く。 

 

【知技】交流することで、互いの気持ちがつ 

ながる心地よさに気付いている。 

10 発表の仕方を見直そう。 

〇よりよく伝えるための視点を共有する。 

●よりよく伝えるための準備をする。 

 

 

 

 

☆「資料の見せ方」「話し方」「グループの役

わり分担」などの改善の視点を板書に整理

する。 

☆前時の発表の様子を動画に収めておき、必

要に応じて児童が振り返れるようにする。 

【思考】伝える相手によりよく伝わる伝え 

方を考えている。 

11 おうちの人を招待して町のすてきを伝えよう。 

〇お家の人に町のすてきを伝える。 

●振り返りカードに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

☆教室の前方後方でブースに分け、発表後に

感想や質問を受ける時間を確保する。 

☆全体で大まかな流れを確認し、児童の様子

を見守りながら必要に応じて助言する。 

☆振り返りでは発表を終えた児童の充実感に

寄り添い、今後を進んで交流していこうと

いう意欲を引き出す。 

【態度】身近な人々と関わることのよさを実 

感し、これからも進んで身近な人々と関わ

ろうとしている。 

広

げ

る 

12 お店の人にありがとうの気持ちを伝えよう。 

●お世話になった地域の人に、お礼の手紙を書

き、自分が見つけた地域の良さを伝える。 

 

 

 

 

 

 

☆前時の発表の充実感を振り返り、町探検か

らたくさん関わったお店の人への感謝の気

持ちを引き出す。 

☆数種類の便せんを用意し、児童が自分の伝 

えたい内容に応じて選べるようにする。 

 

【思考】手紙の相手との関わりを思い出し、 

自分の思いが伝わるように、表現している。 

13 もっとたくさんの人に町のすてきを伝えよう。 

○自分がビデオレターを届けたい相手を決め

る。 

○伝えたいことを録画し、ビデオレターを完成

させる。 

○伝えたい相手ごとのグループに分かれて、メ

ッセージカードを書く。 

☆ビデオレターという形で児童一人ひとりの

多様な思いや願いの実現を目指す。 

☆伝える相手に合わせて、言葉や伝え方を工

夫するよう助言する。 

【態度】身近な人々と関わることのよさを実 

感し、これからも進んで身近な人々と関わ

ろうとしている。 

 

  

・「知らなかった。よく調べたね、」と、たくさんほ

めてもらえてうれしかったよ。 

・顔を見ながら話すと良いと教えてもらったよ。 

・相手の顔を見て話せるように、できるだけ言うこ

とを覚えておこうよ。 

・友だちと役割を分担したら話しやすくなるかな。 

・お家の人が笑顔になってくれてよかった。 

・知らないことがたくさんあったと言ってもらえたよ。 

・今度の休みには家の人をお店に案内したいな。 

・もっと他の人にも伝えたいな。 

・お世話になったお店の人に、お礼がしたいな。 

学
校
公
開
ま
た
は
ビ
デ
オ
録
画 

何回も私たちの質問に答えてくれてありがとう

ございました。教えてもらったたい焼きの作り方を

お家の人に伝えると、とてもびっくりしていまし

た。今度は家族でたい焼きを買いに行きますね。 
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５ 本時の指導（３／１３時）＜２組＞                    指導者 首藤 祥野 

（１）本時のねらい 

友達と考えを伝え合う活動を通して、お店の人のことを想像しながら手紙の内容を考えている。 

 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動  ・予想される児童の反応 ◎教材・資料☆指導の工夫◆評価【観点】（方法） 

導 

入 

８ 

分 

〇前時の振り返りから、本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

○書く内容には、どんなものがあるか、出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

☆前時を振り返り、本時のめあてを共有する。 

◎前時の振り返りカード 

 

 

☆個人で考える時間を取り、一人一人の考えを表

出させる。 

☆生活経験を基に考えられる手段を整理してい

く。 

自 

分 

タ 

イ 

ム 

10 

分 

○手紙の内容を考え、ワークシートに書く。 

 

 

 

 

☆前時のワークシートや、導入の話し合いを基に

書く内容を決めていけるようにする。 

☆机間指導を行い、まだ出ていない工夫をしてい

る児童をみんなタイム②で紹介する。 

み 

ん 

な 

タ 

イ 

ム 

Ⅰ 

10 

分 

○考えたことをグループで共有する。 

 

 

 

 

 

☆伝える際は、今書いたことだけでなく、これか

ら書こうと思っていることや、迷っていること

も伝えていいことを確認する。 

☆聞いているときは、それぞれの考えの良さを見

つけたり、考えを迷っている児童の想いに寄り

添い、助言したりするとよいことを全体で共有

する。 

☆各グループの活動中は、停滞や進捗に応じて見

守ったり助言したりする。 

み 

ん 

な 

タ 

イ 

ム 

Ⅱ 

８ 

分 

○グループで話し合ったことを発表する。 

 

 

 

☆グループでまとめたものを全体の場で紹介し

合い、感想や質疑応答なども行えるようにす

る。 

☆児童のワークシートを投影しながら、全体で共

有していく。 

☆手紙を書くときのポイントを端的にまとめ、す

べてお店の人のことを思い浮かべて考えてい

るということをまとめる。 

◆お店の人のことを想像しながら、手紙の内容を

考えている。【思考】 

（発言・ワークシート） 

手紙に書くことを考えよう。 

・質問を書くといいよ。 

・丁寧な言葉で書きたいな。 

・絵や色を塗ると知りたい気持ちが伝わるね。 

・たい焼きの、あんこはどうやって作っている

のか、教えてください。 

・はじめに聞く理由をしっかりと書きました。 

 

・みんな丁寧な言葉で手紙を書けていてよかっ

たです。 

・聞く理由を書いている人がいて、分かりやす

かったです。 

・話をしていて、絵を描くと質問したいことが

分かりやすくなるかなと思いました。 

・仕上げに色を塗ると、もらった人がうれしい

気持ちになるお手紙になるとアドバイスがあ

りました。 

 

どんな手紙にするか、下書きを書こう。 

僕は、こんな手紙を書こうと思います。 

 

 
・丁寧な言葉で書かれていていいね。 

・絵はあるとわかりやすいと思うよ。 

・最後にかわいく色を付けてもいいね。 
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ふ 

り 

か 

え 

り 

７ 

分 

○振り返りカードに記入する。 

 

☆「今日考えたこと」「次やりたいこと」の２つの

視点で学習を振り返るよう伝える。 

 

☆友達のアドバイスを受けて、自分のワークシー

トに書き込んでも良いことにする。 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

・しつもん 

・おれい 

・きくりゆう 

・ていねいな言葉 

・絵 

・色ぬり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流れ 

①自分 

②グループ 

③全体 

 

ふりかえり 

・今日考えたこと   

・つぎやりたいこと 

 

 

  

・お店の人がうれしくなるように、絵を入れて

かわいい手紙を書くことにしました。 

・次は、手紙を丁寧に書いて、お店の人に届け

たいな。 

 

どんな手紙にするか、 

下書きを書こう。 

お店の人のことを 

思いうかべて 

考えるといい。 

児童のワークシートを投影する。 

手紙の書き方を、 

     考えよう。 

35



６ 参考資料 

 

前単元の町探検マップ               第２時で児童と立てた計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の実際の板書 
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７ 学習の実際  下線部は目指す児童像に迫る記述 

 ○主な学習活動 

◆問い・めあて 

【】評価規準 

観察対象児童の学習過程 教師による考察 

Ａ児 

ナカ薬局 

Ｂ児 

大久保碁盤店 

1

時 

〇町たんけんを通し

て感じたことを出し

合う。 

 

〇発表を振り返り、伝

えることで心を通

わせた良さに気づ

く。 

◆だれに町のすてき

を伝えたいだろう

か。 

〇振り返りに、これか

らやりたいことを

書く。 

 

【態度】 

・「薬の作り方のビデ

オを見せてもらえ

てうれしかった。」 

・「友達から聞かれて

わからないことも

あった。」 

・お家の人や妹に伝え

たい。の意見に賛

同。 

・また行ったり、もっ

と調べたりしてみ

たいです。新しく分

かったことも家の

人に伝えてみたい

です。 

・「刀を見せてもらえ

たのが一番驚い

た。」 

 

・「ドキドキしたけ

ど、発表ができて

よかった。」 

・「校長先生に伝えた

いな。」 

・町たんけんで見つ

けたすてきを先生

たちに伝えたいで

す。先生たちはみ

んなが行ってきた

ところにあんまり

行ったことがない

からです。 

・前単元の町たんけんか

ら期間があまり空いて

ないことで、児童の発言

を引き出しやすかった。 

・伝えたい相手が拡散し

てしまった。写真を提示

して町たんけんで関わ

った人に焦点化する必

要があると感じた。 

・振り返りの視点を「次の

時間にまずやりたいこ

と」とすると、Ａ児のよ

うな、学習計画につなが

る、思いや願いを引き出

すことができたのでは

ないか。 

2

時 

〇町たんけんを振り

返り、計画→調べる

→まとめる→伝え

るという学習の流

れを知る。 

◆今、知っていること

は何かな。 

〇知っていることの

中から、特に伝えた

いことを考える。 

◆もっと調べたいこ

とは何かな。 

〇今回は手紙を通し

て関わることを知

る。 

〇振り返りに手紙に

どんなことを書き

たいかを書く。 

【態度】 

・「町たんけんの時は、

お店で質問した後

に、カードにまとめ

たよ。」 

・たくさん薬がある

700 年前からやって

いる。国のきまりに

よって薬の大きさ

は決まっている。 

・薬の種類をいろいろ

知りたい。 

・手紙に関する友達の

意見に耳を傾けて

いた。 

・薬がたくさんあるこ

とや、700年前からあ

ることが分かりまし

た。 

・「町たんけんの時

は、まずグループ

を決めて、質問し

たいことを話し合

ったよ。」 

・削るための刀があ

る。囲碁の碁石は、

メキシコの貝や黒

い石でできてい

る。 

 

・なぜ、戦争のあと、

四谷にできたの

か。 

・「直接会いたい気持

ちもあったけど返

事が来たらうれし

いな。」 

・なぜ戦争のあと、四

谷にできたんです

か。 

・学習の計画を全体で話

し合ったことは児童が

学習の見通しをもつの

に有効だった。 

・「知っていること」から

「伝えたいこと」を選ん

でいくと、児童が活動し

や少なると感じた。（本

時は混ざってしまい児

童が混乱してしまっ

た。） 

・児童の発言を、商品、お

店の中、人、歴史に分類

して板書したことは、ま

だ知らないことがある

という児童の気づきを

引き出すために有効だ

った。 

 

3

時 

○今までの経験を想

起し、手紙を書くと

・「『ありがとうござい

ます。』が書けると

・「～ですか。みたい

に丁寧な言葉を使

・前時までに「どうやって

調べたいか」話し合った
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きのコツを出し合

う。 

〇手紙に書く内容に

ついて見通しをも

つ。 

◆手紙に何を書こう

かな。 

◆友達の下書きの良

いところはどこか

な。 

〇手紙を書くときは、

相手のことを思い

浮かべて、書くとよ

かったことを振り

返る。 

〇手紙でやりたいこ

とを振り返りにを

書く。 

【思考】 

いいよ。」 

・友達の意見に耳を傾

けている。 

・ナカ薬局さんへ 

 アレルギーの薬は

あるんですか。薬の

種類がたくさん知

りたいです。 

・ワークシートにメモ

を取りながら、友達

の意見に耳を傾け

ている。 

・ほかの人の知ってい

ることとかも、少し

質問して知りたい。 

うといいね。 

・前時のワークシー

トを振り返ってい

る。 

・大久保碁盤店さん

へ 

お店のことをいろ

いろ教えてくれて

ありがとうござい

ます。大久保碁盤

店は戦争で燃えた

後、なぜ四ツ谷に

できたんですか。 

・いろいろ質問を書

きたい。 

ことで、それぞれの伝え

方の特徴を理解しなが

ら、手紙でどう表現する

かという思考に焦点化

できた。 

・前時の分類が、書く内容

（質問）を考えていくう

えで有効だった。板書に

投影できると、よりよか

った。 

・「何を伝えるか。」につい

て前時までに質問内容

を考えていたが、お礼を

言いたいという思いも

強く、質問が抜けてしま

う児童もいたため、次時

に「お店のすてきをより

よく伝えるためにわか

らないことを調べる。」

という手紙を書く目的

意識を再確認する必要

性を感じた。 

4

時 

○手紙の清書を書け

そうかどうか、理由

とともに意見を出

し合う。 

〇お家の人や先生に、

すてきを伝えると

いう学習目標を確

認する。 

◆発表を通してどん

な気持ちになって

もらいたいのかな。 

◆そのために、聞きた

いことは何かな。 

〇清書までにやりた

いことをグループ

の友達に話す。 

【思考】 

・「まだ書けるか不安。

何を聞きたいかま

だまだ考えきれて

ないから。」 

・（ああそうだった。）

と納得している様

子。 

・「ナカ薬局の人はす

てきだなって思っ

てほしい。」 

・資料②参照 

・「お家の人に３つく

らいお店クイズを

出してみようか

な。」 

 

・「書けると思う。だ

って聞きたいこと

が決まっているか

ら。」 

・友達の意見に耳を

傾けている。 

・「お店のすてきを伝

えた後に、大久保

碁盤店に一緒に行

って、将棋の駒を

買ってあげようか

なって思ってほし

い。」 

・資料②参照 

・「お母さんに大久保

碁盤店のどんなこ

と知っているか、

少し聞いてみよう

かな。」 

・A児の振り返りを取り上

げ、一人一人に思いを表

出させたことで、本時の

目当てが定まった。 

・単元目標と単元計画を

掲示していたことで、

「お店のすてきを伝え

たい。」そのために「もっ

と知りたいことを聞き

たい。」という手紙を書

く目的に立ち返ること

ができた。 

・お店ごとのグループで

話し合ったことで、自分

たちが知っていること

と知らないことを改め

て整理でき、質問したい

ことがまとまった。 

5

時 

○手紙を書くときの

ポイントを確認す

る。 

〇手紙を通して、お店

・友達の発言に耳を傾

ける。 

・「手紙をもらってよ

かったな、また来て

・「です。ます。が使

えるといいね。」 

・「質問に答えたい

な、教えたいなっ

・前時までのワークシー

トをタブレットで共有

したことで、スムーズに

活動に取り組めていた。 
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の人に伝えたい気

持ちを出し合う。 

◆相手が喜ぶ、質問が

伝わるお手紙を書

こう。 

〇これからやりたい

ことや楽しみなこ

とを振り返りに書

く。 

【知技】 

ほしいなって思っ

てほしい。」 

・手紙を書く。（資料参

照） 

・新しい薬を知ること

が楽しみです。ほか

の薬局さんも見て

みたいです。 

て思ってほしい。」 

・手紙を書く。（資料

参照） 

・僕は、大久保さんの

手紙のお返事が楽

しみです。 

・手紙を通して感謝の気

持ちと質問を伝えたい

ことを全体で確認した

ことで、一人一人が自分

の考えをもって活動で

きていた。 

・タブレットで互いの手

紙を見れるようにした

ことで、より良いものに

しようと活動する児童

もいた。 

6

時 

〇各グループの発表

から、調べたことを

発表し、もっとわか

りやすくするため

に必要なことを出

し合う。 

◆自分が伝えたいこ

とは、何かな。 

〇これからやりたい

ことや楽しみなこ

とを振り返りに書

く。 

【思考】 

・「ナカ薬局には、アレ

ルギーの薬もたく

さんあることが分

かったよ。」 

・薬の種類と題名をつ

け、自分が調べたこ

とを整理している。 

・伝えたいことは、決

まったから、絵や言

葉でまとめていく

のが楽しみ。 

・友達の意見に耳を

傾けている。 

・歴史や刀のことな

ど調べたことが多

岐にわたり、まと

め方に悩んでい

る。相談して「３つ

のひみつ」という

タイトル決まっ

た。 

・友達からもヒント

をもらって、分か

りやすくまとめた

い。 

・児童の発言を「伝えたい

ことの仲間分け」「伝え

る順番」「写真や絵」「話

し方」などに整理して板

書したことで、工夫すべ

き４つの視点が明確に

なった。 

・グループでまとめたも

のを全体の場で紹介し

合い、感想や質疑応答な

ども行えるようにした

ことで、次時への見通し

がもてた。 

7

時 

8

時 

◆わかりやすく伝え

るためには、どんな

方法がいいかな。 

〇調べてまとめたこ

とについて、伝える

準備をする。 

〇これからやりたい

ことを振り返りに

書く。 

【知技】 

・友達の意見に耳を傾

けている。 

・写真を見て思い出し

ながら、伝えたいこ

とを大きく絵にか

いている。その後、

セリフを紙に書い

て練習している。 

・ほかの人がどんなこ

とを言うのか知り

たいな。 

・「せっかく写真をと

ったから、オクリ

ンクを使いたい

な。」 

・使いたい写真を選

び、連続するスラ

イドとしてまと

め、セリフを紙に

書いて練習してい

る。 

・友達に伝えたり、友

達の発表を聞いた

りしたいな。 

・新聞やポスター、タブレ

ットを活用した伝え方

などを紹介し、その中か

ら児童が選択できるよ

うにしたことで、児童が

まとめ方の見通しをも

てた。 

・グループ間での交流の

時間や交流を基に工夫

する時間を交互に設け

たことで、児童の協働的

な学びにつながった。 

9

時 

○まとめたことを、他

クラスの児童や先

生と伝え合い、アド

バイスし合う。。 

◆自分の発表の良か

ったところや、もっ

とよくできそうな

・友達の発表に感想を

述べたり、自分への

アドバイスをメモ

したりしている。 

・「声がはっきり出て

いたことをほめら

れた。絵を指差して

・メモを取りながら、

友達の発表に耳を

傾けている。 

・「写真が分かりやす

かったと言われ

た。友達に手伝っ

てもらうといいよ

・発表するだけでなく、自

分も聞く立場を経験し

たことで、相手意識をも

った振り返りができた。 

・事前に先生方にも協力

をお願いしていたこと

で、発表の改善点も見つ
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ところはどこかな。 

〇これからやりたい

ことを振り返りに

書く。 

【知技】 

話すといいんだっ

て。」 

・次は言うことを覚え

て、写真を見せて話

せるようにしたい。 

とアドバイスをも

らったよ。」 

・次は、友達と協力し

て、もっと伝わり

やすい発表にした

い。 

かった。 

・「資料の見せ方」「話し

方」「グループの役わり

分担」に視点を整理した

ことで、良い点と改善点

が視覚的に理解しやす

かった。 

10

時 

〇よりよく伝えるた

めの視点を共有する。 

◆より良い発表にす

るには、どうしたら

よいかな。 

〇これからやりたい

ことや楽しみなこ

とを振り返りに書

く。 

【思考】 

・友達の意見に耳を傾

けている。 

・紙芝居のように写真

の裏にセリフを書

いた紙をつけたり、

何度も読んで覚え

ようとしたりして

いる。 

・次はいよいよ発表で

す。お家の人も喜ん

でくれるといいな。 

・「僕は、資料の見せ

方で友達に持って

もらうといいこと

が分かったよ。」 

・グループの友達と

役割分担をし、繰

り返し練習してい

る。 

・本番はドキドキす

るけど、友達とた

くさん練習したか

ら楽しみです。 

・前時の発表の様子を動

画に収めておき、必要に

応じて児童が振り返れ

るようにしたことで、繰

り返し発表を見直した

り、新しく録音して比べ

たりする児童の姿が見

られた。 

・前時にアドバイスし合

う活動をしていたこと

で、本時でも互いの発表

を見合う姿も見られ、お

おいに価値づけた。 

11

時 

◆お家の人に町のす

てきを伝えよう。 

〇発表してよかった

ことや、これからや

りたいことを振り

返りに書く。 

【態度】 

・家でも練習してきた

こともあり、言うこ

とを暗記して発表

し、質問にも答えて

いる。 

・お家の人から、「知ら

なかった。」と言わ

れてうれしくなり

ました。妹にも教え

てあげたいし、ナカ

薬局にお礼に行き

たいです。 

・少し緊張しながら

も、堂々と発表し

ている。友達との

役割分担もうまく

いき、満足げな様

子。 

・発表がうまくいっ

てよかったです。

今度はお家の人と

一緒に大久保碁盤

店に行って、将棋

の駒を買ってもら

いたいです。 

・発表後に感想や質問を

受ける時間をもっと十

分に確保する必要があ

った。 

・振り返りでは発表を終

えた児童の充実感に寄

り添ったことで、今後を

進んで交流していこう

という意欲を引き出す

ことにつながった。 

12

時 

◆お店の人にありが

とうの気持ちを伝

えよう。 

〇お世話になった地

域の人に、お礼の手

紙を書き、自分が見

つけた地域の良さ

を伝える。 

【思考】 

 

・発表ができたのは、

お店の人が優しく

してくれたおかげ

だから、お礼がした

いな。 

・発表している自分の

姿を絵に描き、お礼

の言葉を添えてい

る。 

・友達の意見に耳を

傾けている。 

・僕は、大久保碁盤店

の３つのひみつを

お家の人に教えま

した。たくさん教

えてくれてありが

とうございまし

た。今度はお母さ

んと行きます。 

・前時の発表の充実感を

振り返り、町探検からた

くさん関わったお店の

人への感謝の気持ちを

引き出す。 

・数種類の便せんを用意

したことで、児童が思い

思いの表現で感謝の気

持ちを伝えることがき

た。 

13

時 

◆四谷のすてきをも

っと伝えたい人は

・「遠くに住んでいる、

いとこにも伝えた

・友達の意見に耳を

傾けている。 

・ビデオレターや手紙と

いう形で児童一人ひと
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いないかな。 

○メッセージカード

を書いたり、ビデオ

を撮影したりする。 

【態度】 

いな。」 

・友達と協力してビデ

オレターを撮影し、

短い手紙を書いて

いる。 

・遠くの友達や家族

に伝えたいという

思いの基、小さな

手紙をたくさん書

いている。 

りの多様な思いや願い

を実現できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前単元「どきどきわくわくまちたんけん」での探検の様子 

ナカ薬局                       大久保碁盤店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

・低学年では「社会とのつながりを実感し、生活を豊かにしようとする子」を目指す児童像としてい

る。低学年の児童にとっての社会とは、「家族」「学校」「地域」である。B 児は、手紙を通して、

「大久保さんの手紙のお返事が楽しみです。」「たくさん教えてくれてありがとうございました。今

度はお母さんと行きます。」と大久保碁盤店の人との関わりを実感していた。また、単元を通して、

アドバイスを求めたり協力して練習したりするなど友達や先生、家族と自分から関わり、関わる良

さを実感しながら自信を高めている姿も見られた。さらに、家族への発表を終えた後に、「今度は

お家の人と一緒に大久保碁盤店に行って、将棋の駒を買ってもらいたいです。」と記述し、授業外

でも自分から思いや願いをもってお店や家族という身近な人々と関わろうとしていることから、学

習を基にこれからの生活を豊かにしようとしていると判断した。 

・目指す児童像の実現の背景にある指導は以下のポイントである。 

 ①「どうやって調べたいか」や「何を伝えるか」について話し合ったことで、手紙や電話、メール

などそれぞれの伝え方の良さを知ることができたとともに、お店の人に自分の思いを分かりやす

く伝えたいという思いを引き出し、手紙を通して身近な人々と関わることの良さに気付くことに

つながった。 

 ②児童の気付きを言語化や視覚化をして価値づけたことで、関わる相手を意識した表現をする児童

の姿が増えたことから、「学校（友達や先生）」「地域（お店の人）」「家族」などの児童にとって身

近な社会とのつながりを実感することにつながった。 

 ③活動と検証の時間を繰り返し、伝え方や関わり方をよりよくするための工夫を考えたり、振り返

りに書いた思いや願いを可能な範囲で実現したりしたことで、思いや願いをもって身近な人々と

関わるというサイクルが生まれ、単元の終末ではさらにかかわりを広げようとしたり、「お家の

人をお店に連れていきたい。」「一緒に買い物をしたい。」など、これからの生活を豊かにしよう

と考えることにつながった。 
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前単元「どきどきわくわくまちたんけん」の町のすてきカード 

A児                        B児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３時の手紙の下書き 

A児                        B児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５時 実際にお店に送った手紙 

A児                        B児 
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【低学年分科会の成果と課題】 

目指す児童像   社会とのつながりを実感し、生活を豊かにしようとする子供 

研

究

内

容 

 

①主体的に学ぶ問いを 

追究する工夫 

 
〇対象に直接働きかける活動を重
視する。 
（見る、聞く、触れる、作る、
探す、育てる、遊ぶなど） 

〇活動の楽しさや気付きなどを多
様な方法によって表現する場を
設定する。 
（言葉、絵、動作、劇化など） 

 

②見方・考え方を生かす 

学習活動の工夫 

 

〇視点（身近な生活における

人々、社会及び自然などの対象

と自分がどのように関わってい

るのか）に着目して考える学習

活動を工夫する。 

（様々な関わり、気付きの共有） 

 

③学びを確かにする 

評価の工夫 

 
〇自分自身の成長を実感できる振
り返り活動を繰り返し設定す
る。 
（できることや活動の範囲の広
がりの実感） 

 

 

〇

成

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇対象に直接働きかける活動を重

視することで、児童は「もっと～

したい」という思いや願いをもつ

ことができた。 

〇活動の楽しさを様々な方法で表

現するための場を設定し、場に応

じて図や手紙のワークシートを

用意することで、児童は分かりや

すく伝えることができるように

なった。 

〇「友達に伝えたい」や「お礼も言

いたいし、もっと話もしたい」な

どの主体的に学ぼうとする姿が

生まれ、社会とのつながりを意識

させることができた。 

 

 

 

 

 

〇児童の思いや願いに合わせたグ

ループ分けを行うことで、自然

（水）や身近な人々と社会（店と

店に携わる人）などについて自

分との関わりでとらえることが

できた。 

〇児童の気付きの言語化、視覚化

による価値付けや振り返りの内

容を紹介することで、視点を意

識して取り組めるようになっ

た。 

〇「スマイルクラブにお世話にな

った」→〈ものだけでなく人に着

目したことによる学びの広が

り〉や「相手の気もちがよくなる

ように」→〈自分の気持ちだけで

なく相手の気持ちにも着目した

ことによる学びの広がり〉など、

生活を豊かにしようとする意識

を醸成することができた。 

〇活動と振り返りの時間を繰り返

し、よりよくするための工夫を考

えたり、次にやってみたいことな

どを振り返ったりすることによ

り、児童は自身の成長を実感し、

次単元への期待をもつことがで

きた。 

〇発達段階に応じて、振り返りカー

ドの内容を検討、設定することに

より、児童はできることや活動の

範囲の広がりをより明確に実感

することができた。 

〇自分自身の成長の確かな実感に

より、身近な人やもの、自然など

に思いを巡らせ、学びを実生活に

生かし、よりよい生活を創造して

いこうとする態度の育成を図る

ことができた。 

 

●

課

題 

 

●主体的に学ぶための学習対象と

の関わりについて、より質の高い

気付きが生まれるよう、活動によ

って整理していく必要がある。 

●見方・考え方を生かしている児

童の具体的な姿を単元別に具体

化し、年間を通して系統的な活

動を積み重ねていく必要があ

る。 

●自分自身の変容の記述について

は、発達段階に関係なく個人差が

あるため、概ね満足できるように

する手立てについて考える必要

がある。 

 

43



 

 

 
 
 

第３学年 社会科学習指導案 
 

令和３年１１月２６日 

３年２組４１名 

       授業者 松木 貫太 

１ 単元名 「新宿区の移り変わり」（１６時間） 

 

２ 単元の目標 

新宿区の移り変わりについて、交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期による違いに着目して問

いを見出し、聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして年表などにまとめ、比較したり関連付けたりして

変化の傾向を考え、適切に表現することを通して、新宿区や人々の様子は、時間の経過に伴い、移り変わってきたこ

とを理解できるようにするとともに、新宿区の移り変わりについて、主体的に学習問題を解決しようとし、区民の一

人として新宿区の発展を考えようとする態度を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①交通や公共施設、土地利用や人口、
生活の道具などの時期による違いに
ついて、聞き取り調査をしたり、地
図などの資料で調べたりして情報を
集め、読み取り、区や人々の生活の
移り変わりの様子について理解して
いる。 

 
②調べたことを年表にまとめ、区や
人々の生活の様子は、時間の経過に
伴い、移り変わってきたことを理解
している。 

①駅周辺による違いに着目して、問
いを見い出し、交通や公共施設、土
地利用や人口、生活の道具などの
時期による違いに着目して、区の
移り変わりや人々の生活の移り変
わりの様子について考え、表現し
ている。 

②調べたことを相互に関連付けた
り、区の様子の変化と人々の生活
の様子の変化を結び付けたりして
区全体の変化の傾向を考えたり、
学習したことを基に、区の発展を
考えたりして、表現している。 

①区の移り変わりについて、予
想や学習計画を立て、振り返
ったり見直したりして、主体
的に学習問題を追究し、解決
しようとしている。 

 
②新宿区や人々の様子の移り変
わりについて学んだことを基
に、区民の一人として区の発
展について考えようとしてい
る。 

 

４ 単元について 

（１）学習指導要領上の位置付け 

 本単元は、学習指導要領に第３学年の内容（４）に基づいて設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材について 

 本単元では、社会科の歴史的な内容を扱う最初の学習である。交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具な

どの時期による違いなどの視点から具体的に区や人々の生活の様子の変化（移り変わり）を捉えさせたい。その上で

区全体の変化の傾向を考え、表現することを通して、区や人々の生活の様子は、時間の経過に伴い、移り変わってき

たことを理解することが大切である。そのために、第１単元で学習した区の様子を基に、時間の経過により変化して

現在の区の様子につながっていることを捉えることが有効である。時期の区分では、昭和などの元号も用い、公共施

設を取り上げる際には、租税の役割についても触れるようにしたい。 

単元の導入では、第１単元で学んだことを生かせるように構成する。現在の新宿駅周辺は昔と今では違っているこ

とが捉えられるようにする。さらに、様子が変わっているのは、新宿駅周辺だけなのか、他の地域はどうなのかなど

児童から疑問が生まれるようにしていく。調べる段階では、副読本を中心に、違いを比較する視点ごとに移り変わり

を調べるとともに、人々の生活の様子も変わってきたことに気付くことができるよう、当時の様子を地域の人に聞き

取り調査したり、新宿歴史博物館に見学に行き、調べる活動も取り入れたりする。まとめる段階では、区や人々の生

（４）市の様子の移り変わりについて、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるように指導する。 

アの(ｱ)市や人々の生活の様子は，時間の経過に伴い，移り変わってきたことを理解すること。 

アの(ｲ)聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして，年表などにまとめること。  

イの(ｱ)交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違いに着目して，市や人々の生 

活の様子を捉え，それらの変化を考え，表現すること。 

Ⅱ－② 中学年分科会の実践 
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活の様子の変化を関連付けて年表にまとめる。学んだことを生かしながら、区民の一員として、区の発展や未来を

考える活動を設定し、将来を担う区民の一人としての自覚と愛情をもてるようにする。 

５ 単元構想 

【本単元につながる児童の学習経験】 

前小単元「地域の生産の仕事」では、働く人へのインタビューやグラフや資料の読み取りなど、地域の生産の仕

事について調べていく中で、社会的事象についての調査方法を学んできた。また、本単元のつかむ過程では、第一

単元「新宿区の様子」で学んできた様子や調べる視点や作成した新宿区地図を活用して、時間の経過とともに変わ

ってきた区の様子や人々の生活に着目できるようにしたいと考える。 

【研究内容１】 
主体的に問いを追究する工夫 

 

 

子供の主体的な問題解決の側面から 

過

程 
想定される「問い」 

子供に働かせたい 

見方・考え方 

＜もんだいいしき＞ 

・新宿区ができたころと東京オリンピ

ックがあったころと現在の新宿駅

前や人々の様子を比べて気付いた

ことを話し合うことを通して、問題

意識を高めるようにする。 

 

 

＜みとおす＞ 

・予想から調べることを整理して、学

習計画を立て学習計画ボードを常

時掲示する。その際、第１単元「新

宿区の様子」で学んだことを活か

し、予想や調べたいことを明確にし

て見通しを立てる。 

 

＜えらぶ＞ 

・歴史博物館の見学を設定し、児童が

一人一台タブレットを活用して、必

要な情報を選んで写真や動画を資

料ボックスに入れて紹介し合う。 

・これからの新宿区について、区長や

区民の願いを基に、考えた未来の新

宿区の姿を選択し「新宿区未来プロ

ジェクト」として、地域協働学校の

Ｏ議員さんに伝える。 

 

＜まなびあう＞ 

・タブレットで撮った写真を送り合っ

たり、全体の前で共有したりして、

追究意欲を高められるようにする。 

・自分たちが新宿区の未来に向けて考

え、話し合い、考えたことを発信し

て、自分の考えを高められるように

する。 

  

 

つ

か

む 

＜学習問題をつかむ問いの例＞ 

新宿駅あたりはどのようにかわったの 

だろう。   

 

← 

 

← 

 

駅前の様子や 

地域の様子の

違いに着目し

て 

 

 

→ 

 

 

→ 

＜学習問題をつかむ問いの例＞ 

新宿区の他の地域の様子はどうなのだ 

ろう。 

学習 

問題 
私たちの住んでいる新宿区の様子は、 

 

し

ら

べ

る 

＜しらべる問い＞ 

交通はどのように変わってきたのだろう。 

土地の使われ方はどのように変わってき

たのだろう。 

公共施設の場所や数はどのように変わっ

てきたのだろう。 

新宿区に住んでいる人の数はどのように変わ

ってきたのだろう。 

← 

 

← 

 

→ 

 

 

← 

← 

 

 

← 

交通や土地

の使われ方

や公共施設や

人口の違いに

着目して 

 

→ 

 

→ 

 

→ 

 

 

→ 

→ 

 

 

→ 

＜特色や意味を考える問い＞ 

３つの時期の区の様子は、それぞれどのような様子なのだろう。      

事象を相互に関

連付けて考えて 

＜しらべる問い＞ 

人々のくらしはどのように変わってきた

のだろう。 

洗濯板はどのように使うのだろう。   

生活の道具はどのように変わってきたの

だろう。 

人々の生活や道具

の使い方と家事の違いや 

生活の道具の違い

に着目して 

ま

と

め

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

３つの時期の人々のくらしの様子は、それぞれ

どのような様子なのだろう。 

わたしたちが生活する新宿区の様子や人々のく

らしは、どのように変わってきたのだろう｡                                  

生活の様子

の変化を区

の様子の変

化と関連付

けて考えて 

 

→ 

 

 

つ

な

が

る 

＜社会に見られる課題をつかむ問い＞ 

新宿区への願いは今と昔ではどのように変わ

ったのだろう。 

区長や区民

の願いに着

目して比較

して考えて 

 

→ 

 

 

→ 

 

＜発展や関わり方を考える問い＞ 

これからの新宿区は、どのように変わっていくのだ

ろう。 

子供が自分の学びを振り返り、次の学びに生かす評価 
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社会生活の確かな理解の側面から  【研究内容２】 
社会的事象の見方・考え方が働く
学習活動の工夫 

見方・考え方を働かせ

る資料 
子供が獲得できるようにしたい知識 

・新宿駅周辺の３つの時期の写

真・交通の写真（昭和22年） 

新宿駅周辺は時間の経過とともに合わせま

ちの様子（交通、建物）が変わってきた。 

 【経過で見る】 

・駅前や交通、公共施設、人口の様子の

違いに着目できるよう３つの時期の写

真を地図、グラフなどを比べて気付い

たことを話し合う活動を行う。 

・人々の生活の違いに着目できるよう、

生活の再現動画や博物館の人へのイン

タビューで調べる活動を行う。 

・生活の道具の違いに着目できるよう、

年表に整理し、過去の道具をタブレッ

トで写真を撮って、道具の移り変わり

を視覚化する活動を行う。 

・交通の違いや公共施設の違いに着目で

きるように、３つの時期の交通網の地

図や小中学校分布の地図や写真からど

こに着目したかが分かるように丸印を

書き込んだり数を比べたりする活動を

行う。 

 

【つながりで見る】 

・３つの時期の区の移り変わりを年表に

まとめ比較することで、くらしの移り

変わりにもつながっていることを視覚

的に捉えられるようにする。 

 

【比較・分類・関連・総合して考える】 

・３つの時期の違いを区の様子の変化と

生活の様子の変化の違いを比較して考

え、関連付けて年表にまとめる。 

・全体の区の様子の変化と生活の変化を

話し合い、関連付けて年表に付け加え

る。 

・区長や区民の願いを調べ、比較し、話

し合う活動を行う。 

・戸塚・落合地区の変化の写真 

・昔の生活の再現映像 

他の地域のまちの様子も変わってきた。 

どのように変わってきたのだろう。 

・３つの時期の交通網の地図､ 

・３つの時期の四谷新宿通りの写

真・米世さんの話（動画） 

路面電車がなくなり、地下鉄や電車、道路が作られて、

交通の様子も変わり、まちの様子も変わってきた。 

・３つの時期の土地利用の地図 

・３つの時期の土地利用の写真 

工場が減ったり、住宅地や商業地になったりして土地の使われ方が変

わり、まちの様子も変わってきた。 

・３つの時期の小中学校分布地図 

・２つの時期の区役所と四谷小学

校の写真 

土地の使われ方や交通の様子の変化にともなって、区役所が税金を使

って、学校などの公共施設が作られた。そして､まちの様子も変わって

きた。 

・新宿区の人口変化のグラフ、 
・外国人人口変化のグラフ 

人口は、オリンピックのころまでに急増して、その後も増えている。
特に外国人の人口も増えた。人が増えると、住宅地、学校が増え、ま
ちの様子も変わってきた。 

・新宿区の年表（ワークシート） 新宿区の様子は、交通網が広がり、人口が増えて住む人が増えた。だ
から学校や公共施設も増えた。最近では、外国人も増えている。 

・歴史博物館展示の写真、再現映
像、絵、学芸員の話 

新宿区ができたころから電化製品が広まってきた。今は、インターネ
ットも広まり、さらに便利になってきている。 

・洗濯板、たらい、洗濯板の使い
方（資料） 

洗濯板は人の力で汚れを落とす。昔の人の知恵による。しかし、力も
時間も必要である。昔の家事は今と比べて時間がかかった。 

・照明器具や洗濯の道具の変化の
写真、くらしの様子の絵 

生活の道具は、電気の力を使って、人の力も少なく、楽に、便利にな
ってきた。 

新宿区は、交通網が広がり、住宅がふえて、新宿駅の前は人でにぎ

わい、最近は外国人もふえました。それに合わせて道具や区民のく

らしも変わってきました。この７０年くらいで、みんなが住みやす

く、くらしやすい世の中に大きく変わってきました。 

・「新宿区ができた当時の区 

民や区長の願い」（文章）「大新

宿区の歌」（歌詞）、新宿区総合

計画と区役所の人の話 

これからの新宿区はもっと外国人が増え、にぎ
やかになっていくと思います。日本人も外国人
もみんながなかよく笑顔でくらせるような新宿
区になってほしいです。 

・新宿区の移り変わり年表、「大
新宿区の歌」（歌詞） 

みんなの願いがつながってきて新宿区が発展したのだと
思いました。新宿区がどのように変わるか楽しみです。 

指導と評価の一体化を図る（教師が指導に生かす）評価 

・ノートの振り返りの記述から毎時知識の獲得状況を見取り、学び方カードによる振り返りの記述から主体的に

学習を進めていこうとする態度を見取る。 

・最後に年表を教師が作り、変化についての理解状況を具体化することで、概念的知識の獲得状況を評価する。 

【研究内容３】 

子供の学びを確か

にする評価の工夫 

〇1 時間ごとの問いについて分かったことや考えたこと、次の学習に向けて必要な
ことを振り返る。 

〇学び方カードを活用し、主体的に追究する姿に照らして自身の学び方を振り返り、学
習段階ごとに振り返る機会を設け、次の段階への見通しをもち、学習を進める。 

【本単元で目指す子供像】 

○見学したり、資料で調べたりして、新宿区や人々の生活の様子は、時間の経過に伴い、移り変わってきたことを

理解している子供。 

○事象を相互に関連付けて時代ごとの区の様子を考えたり、分区の様子の変化と人々の生活の様子の変化を関連

付て、時期ごとの様子を比較して、区全体の変化の傾向を考えたりしている子供。 

○学んだことを基に、区民の一人として区の発展について考えようとする子供。 
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６ 単元の指導計画（全１６時間） 

過

程 

ねらい 主な学習活動（〇） 評価につながる学習活動（●）  

問い（◆） 予想される児童の反応（・） 

◎資料  【評価】 

□指導上の留意点 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

① 新宿区ができたころ
と東京オリンピック
があったころと現在
の新宿駅前の様子を
比べて気付いたこと
を話し合うことを通
して、新宿駅前の様
子が変わってきたこ
とを理解する。① 

（本時）            

〇現在の新宿駅の写真から「区の様子」の学習を振り返る。 
◆新宿駅あたりはどのようにかわったのだろう。 
〇現在、区ができたころ、東京オリンピックのころの新宿駅
周辺の写真を比べて気付いたことを話し合う。 

・新宿駅あたりは、どんどん建物が増えて高層ビルが建った。
様子が変わってきた。 

●疑問や知りたいことをノートに書く。 
・70年でこんなに変わったなんてびっくりした。ほかの場
所はどうなのだろう。 

◎新宿駅周辺の３つの時期の写真（昭和 22
年、昭和39年、現在）、 

□1学期に行った「新宿区の様子」の学習を
振り返る。現在と比べてどうかから考え
始め、どの時期と比べてどうなのかが分
かるよう板書する。 

【知技①】駅前の建物や人の様子について
調べ、新宿駅周辺の変化の様子について
理解している。（ノート） 

ほかの地域の様子や

人々のくらしの変化

に気付き、疑問に思

ったことをもとに学

習問題を設定する。

②   

 

 

 

        

◆新宿区の他の地域の様子や人々のくらしはどうだろう。 
 
〇他の地域の様子や人々のくらしの変化について調べる。 
・新宿区に畑があるとは思わなかった。 
・子供の遊びや服装や家の様子もちがう。 
●疑問をノートに書き、学習問題を設定する。 
 
 
 
・ほかにも区の様子が今とちがう場所はあるのかな。 
・くらしの様子は変わったのだろうか。 

◎戸塚・落合地区の写真（昭和33年と現在）、
昭和33年頃がわかる再現映像、新宿区の
地図、遊ぶ子供たちの写真 

□児童の疑問を分類してキーワードを出し
て学習問題をつくるようにする。 

 
 
 

 
【思考①】駅周辺の様子の時期による違い
に着目して、区や人の移り変わりについ
て問いを見出している。（ノート） 

第一単元で区の様子
をまとめた地図を基
に学習問題について
予想するとともに、
予想を分類して何を
調べたらよいかを考
え、学習計画を立て
る。③ 

 

○区の様子で学習したことを生かして予想する。 
・家や店が多くなったのでは。【土地利用】 
・学校も増えたのではないか。【公共施設】 
・地下鉄や電車が増えたはず。【交通】 
〇予想を分類し、何を調べたらよいかを考え、学習計画を立
てる。 

●つかむ段階の学習を振り返りカードに記入する。 
・くらしがどう変わったか、おばあちゃんに聞いてみたい。
また、歴史博物館で調べたい。 

◎現在の新宿区の写真と地図 
□前時に作成した疑問や学習問題はカード
化して、予想に生かせるようにしておく。 

 
【態度①】学習問題について予想や学習計
画を立て、解決の見通しをもっている。
（学び方カード） 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

新宿区内の主な鉄道
や道路の時期による
違いについて地図な
ど資料を使って調
べ、交通の様子の変
化について理解す
る。④ 

 

◆交通はどのように変わってきたのだろう。 

〇新宿区内の交通の変化について調べる 

・昭和22年は道路に線路があった。（都電） 

・地下鉄など線路が増えた。 

●交通の変化についてのまとめをノートに書く。 

・電車や道路が作られて交通の様子も変わり、みんなが使う

ようになってまちの様子も変わってきた。 

◎３つの時期の交通網の地図 
◎３つの時期の四谷通りの写真 
□３つの時期の交通網の地図や新宿駅の写
真には、どこに着目したかが分かるよう
に丸印などの書き込みをさせるようにす
る。 

【知技①】交通の時期による違いについ 
て地図などの資料から情報を集め読取 
って、新宿区の交通の移り変わりの様 
子を理解している。（ノート） 

新宿区内の土地利用
について地図など資
料を使って調べ、土
地利用の様子の変化
について理解する。
⑤ 

◆土地の使われ方はどのように変わってきたのだろう。 
〇新宿区内の土地利用について調べる。 
・昭和22年に比べて駅の周りには店が増えた。 
・昭和39年に比べて駅の周りに建物が増え交通網が広がっ
た。 

●土地利用の変化についてのまとめをノートに書く。 
・工場が減ったり、住宅地や店が多い地域に変わったりして
土地の使われ方が変わり、まちの様子も変わってきた。 

◎３つの時期の土地利用の地図や写真 
□地図や写真に気付いたことを書き込みな
がら、３つの時期を比べて変化を捉える
ようにする。 

【知技①】土地利用の時期による違いにつ
いて地図などの資料から情報を集め読み
取って、新宿区の土地利用の移り変わり
の様子を理解している。（ノート） 

区内の公共施設につ
いて地図など資料を
使って調べ、新宿区
の公共施設の分布の
変化について理解す
る。⑥ 

◆公共施設はどのように変わってきたのだろう。 

〇主な公共施設の分布や数の変化について調べる。 
・昭和22年は学校が少なかったけれど、昭和４１年には増
えている。そして、また少し減っている。 

●公共施設の変化についてのまとめをノートに書く。 

・学校などの公共施設はだんだん増えていき、平成から数が

減った。区役所では住みやすいように税金によって賄われ

ている。 

◎３つの時期の小中学校分布の地図 
区役所と四谷小学校の今と昔の写真 

□地図から小中学校の数を比べて、分布の
傾向を捉えるようにする。 

【知技①】公共施設の分布の時期による違
いについて地図などの資料から情報を読
み取って、公共施設の分布の移り変わり
の様子を理解している｡(ノート) 

新宿区の人口の変化

について棒グラフな

どの資料を使って調

べ、人口の移り変わ

りの傾向を理解す

る。⑦ 

 

◆新宿区に住んでいる人の数はどのように変わってきたのだ 
ろう。 

〇新宿区の人口や外国人人口の変化について調べる。 
・オリンピックのころが一番多い。 
●人口の変化についてのまとめをノートに書く。 
・人口は、オリンピックの頃に急に増えて一度減ったけれど
また増えている。外国人も増えてきた。 

◎新宿区の人口の棒グラフ 
◎外国人人口のグラフ 
□グラフに矢印や丸印を書き込み、人口の
増減や一番多い時期などを捉えるように
する。 

【知技①】人口の時期による違いについて
グラフなどの資料から情報を読み取り、
人口の移り変わりの様子を理解してい
る。（ノート） 

わたしたちの住んでいる新宿区の様子は、どのように変わってきたのだろう。 
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調べたことを年表に

まとめ、時期ごとの

新宿区の様子相互に

関連付けて移り変わ

りを考える。⑧   

◆３つの時期の区の様子は、それぞれどのような様子な 
のだろう。           

○３つの時期ごとの区の様子について、交通、土地利用、 
公共施設、人口について、分かったことを年表に整理す
る。 

〇年表を振り返って、他にも変わったことはないか考える。 
・使っている道具やくらしも変わっていそう。 
●同じ時期の出来事を関連付けてその時期の様子を考える。 

◎新宿区の年表（ワークシート） 
□これまでの学んだことをもとに年表（ワ
ークシート）にまとめる。 

【思考①】時期ごとの様子を比較し、時期ご
との新宿区の様子の特徴を考え、新宿区
が移り変わってきたことを考えている。
（年表・ノート） 

人々の生活について

写真や再現映像など

で調べ、生活の様子

の変化を捉える。 
⑨⑩ 

◆人々のくらしはどのように変わってきたのだろう。 
○くらしの変化の様子について歴史博物館の方の話を聞いた
り、資料を使ったりして調べ、くらしの変化について話し
合う。 

●人々のくらしはどのように変わったかをノートに書く。 
・オリンピックのころに電化製品が広まったころで、み 
んなが使い、便利になり始めた時期だと分かった。 

・学習計画を見直している。 

◎当時を再現した映像や写真、現在のくら

しの絵、歴史博物館の方の話（ＧＴ） 

□歴史博物館の見学を行う。古い道具の観

察や学芸員の方へ質問により調べる。 

【知技①】生活の様子の違いについて写真 

などから情報を集め読み取り、人々の生  

活の移り変わりの様子について理解して 

いる。（ノート） 
洗濯板を使う体験を
通して、気付いたこ
とを話し合い、くら
しの変化について調
べる計画を立てる。
⑪ 

◆洗濯板（古い道具）はどのように使うのだろう。 

○洗濯板を使ってみて、気付いたことを話し合う。 

・ギザギザのところがすごい。今はやっぱり楽だ。 

●道具の変化はどのように調べられそうかを考え、学習問題

を見直す。 

・おばあちゃんに聞いてみたら使っていたときの様子がもっ

とわかりそうです。 

◎洗濯板、洗濯板の使い方カード 

□体験したことも生かし、道具の変化をど

のように調べたら解決できそうかを学級

全体で話し合う。 
【態度①】道具の変化について学習を振り
返ったり、学習問題を見直したりしてい
る。（ノート） 

生活の道具の移り変
わりについて資料や
聞き取り調査をもと
に調べ、生活の道具
の変化を理解する⑫ 
 

◆生活の道具はどのように変わってきたのだろう。 

〇いくつかの古い道具の変化について資料をもとに調べ、く

らしの変化について話し合う。 

●生活の道具がどのように変わったかを年表に整理する｡ 

・昔の道具はかなり人の力が必要だった。今は、ご飯を炊く

のも、洗濯も自動。電気の力も大きい。 

◎道具年表、道具の変化の写真（明かり、

洗濯機）、古い道具の実物 

□昔と比べて今の時代に合ったよさがある

かを考えるようにする。 
【知技①】生活の道具の違いについて資料 
や聞き取り調査から情報を集め、生活の
道具の変化を理解している。（ノート） 

 

ま

と

め

る 

 

 

時期ごとの道具と生

活の変化を年表で比

較することで、道具

と生活の様子の変化

について考える。⑬ 

◆３つの時期の人々のくらしのは、それぞれどのような 
様子なのだろう。 

〇区の変化や人々のくらしの変化の様子について調べたこと
を年表にまとめる。 

●年表にまとめたことから人々の生活の移り変わりについて
分かったことをノートに書く。 

□生活の様子の変化を区の様子の年表に合

わせて、道具の移り変わりを位置付け関

連付けるようにする。 

【思考①】年表の時期ごとの様子を比べ、道

具やくらしの変化を考える。（年表・ノー

ト） 

まとめた年表をもと

に、学習問題に対し

て自分の考えをまと

める。⑭ 

◆わたしたちが生活する新宿区の様子や人々のくらしは、ど

のように変わってきたのだろう。 

〇まとめた年表をもとにしながら、学習問題について自分の

考えをまとめ、話し合う。  
●新宿区や人々のくらしがどのように変わってきたかをノー
トに書く。 

・新宿区のまちの様子や人々のくらしは、この70年くら 
いで大きく変わった｡みんなが住みやすく､くらしやすい 
世の中に変わってきた。 

◎新宿区や人々の生活の年表、写真、「大 
新宿区の歌」（歌詞） 

□これまで調べた変化の様子をまちの様
子や人々のくらしと関連付けたり比較
したりして考えるようにする。 

【思考②】区の変化と道具の変化を様子を
関連付けて変化の傾向を考え、表現して 

 いる。(ノート） 
【知技②】区や人々の生活の様子は、時間の
経過に伴い、大都市へと移り変わってき
たことを理解している。（ノート） 

 

 

つ

な

げ

る 

 

区ができた頃の区民

や区長の願いと現在

の区が目指すまちの

姿を比較し区の発展

を考えることができ

る。⑮ 

 

◆新宿区への願いは今と昔ではどのように変わったのだろ
う。 

○｢大新宿区の歌｣や総合計画に込められた願いを考える。 
・昔も今も区をよりよくしていきたいという願いがある。 
〇人口の変化や国際化、区の施策などから新宿区がどのよう
に変わっていきそうかを話し合う。 

・今後も新宿区に住む外国人は増えるから国際化する｡ 
●区がどのようになってほしいか､自分の考えをまとめる。 
 
 

◎「新宿区ができた当時の区民、区長の願
い」（文章資料）、「大新宿区の歌」（歌詞） 

◎新宿区総合計画、区役所の人の話 
□区の施策を知り、これまでの学んだこと
を生かして、これからの新宿区の様子を
考えるようにする。 

【思考②】学んだことを基に、区の発展を考
え、表現しようとしている。（ノート） 

「大新宿区の歌」の
５番を考えることを
通して、区の発展に
ついて区民の一人と
して願いをもち、協
力していこうとする
ことを話し合い、区
議会議員Ｏさんに伝
える。⑯ 

◆これからの新宿区は、どのように変わっていくのだろう。 
○「大新宿区の歌」の続きを考え、発表し合う。 
・「世界」や「にぎやか」という歌詞は入れたい。なぜなら外
国人の人口も今後も増えていくだろうから。 

〇考えたことを区議会議員Oさんに伝える。 
●学び方カードに単元の振り返りを記入する。 
・新宿区はみんなの願いによってつながってきたのだと思い
ました。新宿区がどのように変わるか楽しみです。 

 

◎新宿区の移り変わり年表、 
◎「大新宿区の歌」（歌詞） 
□区歌の続きとして「キーワード」を考える
ようにする。考える際には、なぜそれを選
んだかを説明できるようにする。 

【態度②】学んだことを基に、区民の一人と
して区の発展を考えようとしている。（ノ
ート・学び方カード） 

調
べ
る 

これからの新宿区はもっと外国人が増え、にぎやかになっていくと思います。日本人も外国人もみん
ながなかよく笑顔でくらせるような新宿区になってほしいです。 
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７ 本時の学習 （１／１６時）     

（１）本時のねらい 

新宿区ができたころと東京オリンピックがあったころと現在の新宿駅前の様子を比べて気付いたことを話し合

うことを通して、新宿駅前の様子が変わってきたことを理解する。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・児童の予想される反応  ◎資料 【評価】 □教師の手立て 

導
入
（
５
） 

 

〇現在の新宿駅の写真から「区の様子」の学習を振り返る。 
・ビルや建物がたくさんある。 
・人がたくさん集まる。→ギネス世界一の乗車駅 
・電車やバスがとても多い。 
・今と昔では、町の様子が違うかもしれない。 

◎現在の新宿区の写真 
□1学期に行った「新宿区の様子」の学習
を振り返るために、建物や交通の様子が
分かる資料を提示する。 

 
□今と昔の町の様子がちがうことに関心
をもたせるために、区ができたころの資
料を提示する。 

自
分
タ
イ
ム
（
１０
） 

〇現在の新宿駅周辺と区ができたころの新宿駅周辺の写真を
比べて気付いたことをノートに書く。 

・大きなビルや建物が今と比べて少ない。 
・道路がなく、車も通っていない。 
・電車は、路面電車で今よりも電車に乗る人が少ない。 

◎新宿駅周辺の２つの時期の写真（昭和22
年、現在） 

□２つの時期の変化を捉えるために、昭和
２２年の写真と現在の写真を比べるよ
うに伝える。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

（

１０
） 

 〇現在の新宿駅周辺と区ができたころの新宿駅周辺の写真を
比べて気付いたことを発表する。 

・ビルや建物が少ない。 
・電車が今よりも少なく、路面に電車が走っていた。 
・２つの時期の間にも何か変化がありそう。 

◎新宿駅周辺の２つの時期の写真（昭和22
年、現在） 

□写真のどこを見て考えたのか全員が理
解できるように写真を投影する。 

□２つの時期の変化が分かるように板書
する。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

（
１５
） 

 〇東京オリンピックのころの写真と区ができたころや、現在
の新宿駅周辺の写真を比べて気付いたことを発表する。 

・高いビルができはじめている。 
・道路ができて、車が多く走っている。 
・高いビルやマンションが多くなった。 
・電車が増えて、便利になったことで人も増えた。 

◎新宿駅周辺の３つの時期の写真（昭和22
年、昭和３９年、現在） 

□ここでは、①②と順番に比較する。 
□写真のどこを見て考えたのか全員が理
解できるように写真を投影する。 

□３つの時期の変化が分かるように板書
する。 

ふ
り
か
え
り
タ
イ
ム
（
５
） 

〇新宿駅周辺の変化の様子のまとめについてノートにまと
め、さらに疑問や知りたいことを書く。 

 
 
 
・学校は昔よりも増えていると思う。 
・外国の人をまちで見かけるから、人口も増えていると思
う。 

【知技①】３つの時期の新宿駅周辺の建物
や人の様子について調べ、新宿駅周辺の
変化の様子について理解している。（ノ
ート） 

 

（３）本時の板書計画 

 

             昭和２２年      昭和３９年       令和元年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７４年間 

新宿駅あたりは、どのように変わってきたのだろう 

新宿駅あたりは、どの

ように変わったのだろ

う。 

新宿駅あたりは、ビル

や建物がだんだんふ

えてきた。また、道路

や電車などもふえた。 

写真 写真 写真 

交通の写真 

工場は昔よりも減

っていそう。 

学校は昔よりも増

えていると思う。 

人口も増えている

と思う。 

疑問や知りたいこと 

建物が今とくらべ

て少ない。 

電車や車がない。 

道路がない。 

町の様子から人も

少ない。 

 

高い建物ができて

いる。 

住宅がふえている。 

道路ができて、車が

走るようになって

いる。 

 

高い建物がた

くさんできた。 

電車が増えて、

人も多くなっ

た。 

 

 

高いビルやマンション

が多い。 

電車が多い。 

人が多く、新宿駅は世

界一位の利用者数。 

 

問い 

まとめ 

ふりかえりタイム 

① ② 

新宿駅あたりは、ビルや建物がだんだんふえてきた。ま

た、道路や電車などもふえた。 
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８ 参考資料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【第１時資料】３つの時期の写真 

【第１３時の年表】３つの時期の道具と生活の変化を比べて年表にまとめる 

昭和 22年（1947年） 

新宿区ができたころ 

 

昭和 39年（1969年）ごろ 

東京オリンピック 

現在（令和元年・2019年） 

 

 【第４時資料】新宿区の交通の様子の変化の資料 

昭和 22年（1947年）新宿区ができたころ 

 

昭和 39年（1969年）ごろ東京オリンピック 

【第８時の年表】３つの時期を比べて新宿区の移り変わりの様子を年表にまとめる 
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９ 学習の実際 下線部は目指す児童像に迫る記述 

 ○主な学習活動 

◆問い 【】評価規準 

観察対象児童の学習過程 教師による考察 

Ａ児 Ｂ児 

1時 ○今の新宿区周辺と昭

和２２年の写真を比

べる。 

◆新宿駅のまわりは、

今と昔でどのように

ちがうのだろう。 

〇昭和３９年、現在の新

宿区西口の駅の移り

変わりの写真を比べ

る。 

〇まとめと振り返りを

書く。 

【知技①】 

・「昭和２２年と令和

元年はぜんぜんち

がう。」 

・「大きなビルや建物

ができた」。 

・新宿駅のまわりは、

昔は、たて物が少な

かったけど、今は大

きなビルやたて物

がとても多くなっ

た。 

・「令和元年は建物が敷

き詰められているけ

ど、昭和２２年は、建

物と建物の間に隙間

がある。 

・「交通がすごく少な

い。」 

・新宿駅のまわりは大

きな建物ができた。 

  

・資料を３つの時期の写真

に絞り、１枚ずつ比較し

たことで、児童が考えや

すく、様々な考えを児童

が記述することができ

た。 

・タブレットで資料を配布

したことで、３つの時期

を並べることができ、左

右に新宿駅前の様子の

移り変わりを動かしや

すいので、資料が比較し

やすくなった。 

2時 ◆ほかの地いきの様子

は、今と昔でどのよ

うにちがうのだろ

う。 

〇四谷地域、落合地域、

牛込地域の様子をそ

れぞれ比べて資料か

ら読み取り調べ、ノー

トに書く。 

〇調べたことを基に、話

し合い、学習問題をつ

くる。 

【思考①】 

・今の四ツ谷駅には電

車がたくさん通っ

てるけど、昭和２２

年は、路面電車があ

った。 

・学習問題をつくる際

に、「今と昔のちが

い」と発言。 

・学校や公共施設が昔

よりもふえている

と思う。 

・「落合地域は、今と比

べて、田んぼや緑がた

くさんあった。」 

・人が多くなったと思

う。 

・前時の新宿駅のまわり   

 の学習から、「ほかにも

かわったことがありそ

う」「変わったのは新宿

駅のまわりだけではな

さそう」という児童の発

言から本時の学習に入

ることができた。 

・副読本の資料の他の地域

（四谷、落合、牛込）の

移り変わりを調べる学

習は、児童の疑問だけで

は補完できない観点を

出すためにとても有効

であった。 

3時 ◆学習問題について予

想してみよう。 

〇区の様子で学習した

ことを生かして予想

する。 

〇予想を分類し、何を調

べたらよいかを考え、

学習計画を立てる。 

〇つかむ段階の学習を

振り返りカードに記

入する。 

【態度①】 

・「建物や大きなビル

が増えたから、人も

とても多くなった

んじゃないかな。」 

・新宿区は今と昔で街

の様子が変わって

いることが分かっ

た。もっとくわしく

調べてみたい。 

・「大きなビルだけでは

なく、お店が増えたと

思う」 

・今と昔でまちの様子   

がぜんぜんちがった。 

・第１時で、他にも変わっ

たことはないか、記述し

ていたため、児童は学習

問題に対する予想をた

くさん書くことができ

ていた。 

・オクリンクで過去の資料

を容易に振り返ること

ができるため、タブレッ

トでの新宿区の移り変

わりの資料配布はとて

も有効であった。 

4時 ◆新宿区の交通は、今

と昔でどう変わった

のだろう。 

〇新宿区内の交通の変

化について調べる 

〇交通の変化について

のまとめをノートに

・「昭和２２年は、地下

鉄はなかったけど、

昭和３９年には地

下鉄の駅ができ

た。」 

・新宿区の交通はどん

どん進化している。

・「今は、車や電車がた

くさん走っているけ

ど、昭和２２年は車や

電車はとても少なか

った。 

・高速道路が増え、地下

鉄が追加された。 

・授業の最初に、現在の新

宿区の交通について振

り返ることで、昔の電

車、バス、道路、車など

の様子を調べる必要性

がでて、交通の変化に着

目することができた。 
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書く。 

【知技①】 

例えば、バスや車が

多くなったことで

高速道路ができた

ことです。 

 

5時 ◆新宿区の土地の使わ

れ方は、今と昔でど

う変わったのだろ

う。 

〇新宿区内の土地利用

について調べる。 

〇土地利用の変化につ

いてのまとめをノー

トに書く。 

【知技①】 

・「昭和２２年よりも

昭和３９年は、たて

物やアパートが増

えた。」 

・新宿区の土地の使わ

れ方は、何かが増え

たり減ったりして

いる。例えば、昭和

２２年には、建物が

少なかったけど、昭

和３９年には、多く

なってるし工場が

多くなったのが少

なくなってたりす

るから、ずっと新し

いものができてい

るわけではない。 

・「お店が新宿駅のまわ

りにかたまってい

る。」 

・「工場が昔は散らばっ

ていたけど、だんだん

まとまってきた。」 

・新宿区は、昔は広がっ

ていた工場が今はま

とまった。 

・授業の最初に、現在の新

宿区の土地の使われ方

について、副読本の地図

を使って確認すること

で、昔のお店・住宅・公

園・工場などの様子につ

いて調べることができ

た。 

・第１単元「新宿区の様子」

の学習で、落合地域や牛

込地域に工場が多いこ

とを学習していたため、

昔の地図でも２つの地

域の工場の分布につい

て重点的に見ている児

童が多かった。 

6時 ◆新宿区の公きょうし

せつは、今と昔でど

う変わったのだろ

う。 

〇主な公共施設の分布

や数の変化について

調べる。 

〇公共施設の変化につ

いてのまとめをノー

トに書く。 

【知技①】公共施設の分

布の時期による違い

について地図などの

資料から情報を読み

取って、公共施設の分

布の移り変わりの様

子を理解している｡

(ノート) 

・「学校の数は、昭和４

１年には、増えて現

在は減っている。」 

・公共施設（学校）は

増えたり減ったり

している。 

 

・「学校の数は今は減っ

ている。」 

・昭和４１年に学校が

増えて、令和元年に

は、学校が減った。 

・３つの時期の学校の数を

数える活動があること

で、公共施設の違いを把

握しやすくなった。 

・児童が学校の増減につい

て理解を深められたこ

とで、「人の数が関係あ

りそう」という発言をし

た児童がおり、人口の学

習の必要性を生み出す

ことができた。 

7時 ◆新宿区の人口は、今

と昔でどう変わった

のだろう。 

〇主な公共施設の分布

や数の変化について

調べる。 

〇公共施設の変化につ

いてのまとめをノー

トに書く。 

【知技①】 

・「新宿区の人口が増

え始めたのと同時

に、外国人の人口も

増えてきている。」 

・新宿区の人口は、外

国人の人口とちが

って、増えたり減っ

たりしている。 

・「新宿区の人口は昭和

４０年が一番多い。」 

・新宿区の人口は、増え

たり減ったりしてい

る。 

・公共施設の学習で、人口

についても触れていた

ため、児童は人口の増減

から人口の移り変わり

の傾向を、理解がしやす

かったように感じた。 

8時 ◆３つの時期の区の様 ・仕事などで、いろい ・昭和から令和まで、交 ・３つの時期ごとの区の様
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子は、それぞれどの

ような様子なのだろ

う。 

〇３つの時期ごとの区

の様子について、交

通、土地利用、公共施

設、人口を関連付けて

考え、分かったことを

年表に整理する。 

〇年表を振り返って、他

にも変わったことは

ないか考える。 

【思考①】 

ろな場所に行った

りして、高速道路や

駅もたくさんでき

た。 

通、土地、公共しせつが

たくさんふえて、はって

んした。 

子についてまとめる際

に、同じ年表を投影し

て、年表の見方を指導し

たことで、ほとんどの児

童はまとめをスムーズ

に書くことができてい

るように感じた。 

・いくつかの視点を関連付

けてまとめを書くこと

が初めてだったので、個

別に指導が必要である

と感じた。 

９
・
１０
時 

◆人々のくらしはどの

ように変わってきた

のだろう。 

○人々の生活について、

写真や再現映像など

で調べ、生活の様子の

変化を捉える。 

〇人々のくらしはどの

ように変わったかを

ノートに書く。 

【知技①】 

・昔の文字は複雑。荷

物を運ぶときは、馬

で運んでいた。畑は

昔のほうが断然多

い。 昔はちえをは

たらかせて道具を

作っている。 

・昔の家は小さくてた

たみがひいてある。電

車には、今と同じでつ

りかわがある。キッチ

ンが玄関の近くにあ

って、今よりもせまか

った。 

・歴史博物館で、実際に道

具を見たり、体験した

り、当時の資料を見たり

する機会はとても重要

であると感じた。見学前

に、見学の視点を伝える

ことで、今と昔の違いに

注目して見学できて、生

活の様子と道具の変化

を捉えることができた。 

11時 〇歴史博物館の見学 

12時 ◆生活の道具はどのよ

うに変わってきたの

だろう。 

〇いくつかの古い道具

の変化について資料

をもとに調べ、くらし

の変化について話し

合う。 

〇生活の道具がどのよ

うに変わったかを年

表に整理する｡ 

【思考①】 

・「ランプよりも LED

ライトは明るくて、

長持ちするから便

利。」 

・「どの道具も今と昔

では便利さが違う。

今がすごく便利。」 

・生活の道具を今と昔

で比べるととても

便利になっている。 

・「歴史博物館で見た手

回し洗濯機よりも、今

の洗濯機の方が早く

乾くし便利。」 

・道具はとても便利に

なっている。例えば、

黒電話がスマートフ

ォンになったり、手回

し洗濯機が洗濯機に

なったりしている。 

  

・前時の学習で、歴史博物

館で見た道具以外にも

今と昔で違う道具はな

いか考える児童がいた

ので、その発言から問い

を作ることができた。 

・今と昔の道具を比べる際

には、便利さについて考

えている児童がとても

多かった。 

13時 ◆３つの時期の人々の

くらしのは、それぞ

れどのような様子な

のだろう。 

〇区の変化や人々のく

らしの変化の様子に

ついて調べたことを

年表にまとめる。 

●年表にまとめたこと

から人々の生活の移

り変わりについて分

かったことをノート

に書く。 

・今ある物のほとんど

は、昔にあった物よ

り使いやすくした

ものだから、今便利

に使っている物は、

昔の人がさいしょ

に発明してくれた

からだと思うと、昔

の人はすごいと思

う。 

・今と昔では、すごく変

わっている。今は、便

利なものが多くて、昔

は便利なものが少な

い。 

・年表の見方を区の移り変

わりの様子で学習して

いたので、まとめを書く

ことがとてもスムーズ

だった。 

・歴史博物館で実際に道具

を見ていたので、今と昔

の道具の違いをとても

よくまとめられていた。 
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【思考②】【知技②】 

14時 ◆わたしたちが生活す

る新宿区の様子や

人々のくらしは、ど

のように変わってき

たのだろう。 

〇まとめた年表をもと

にしながら、学習問題

について自分の考え

をまとめ、話し合う。  

〇新宿区や人々のくら

しがどのように変わ

ってきたかをノート

に書く。 

・「まちの様子もくら

しも今と昔ではぜ

んぜんちがった。」 

・新宿区は今と昔で比

べて、高いビルや建

物が増えたり、電車

がとてもたくさん

走るようになった。

道具もすごく変わ

っていて、とても便

利になった。 

・「高いビルとかがすご

くできて、まちが栄え

た。」 

・昔は建物が少なかっ

たけど、今は高いビル

やお店がすごく多く

て、栄えてきた。道具

も今と昔で全然違っ

て、今のくらしはとて

も便利だと思った。 

・まちの様子の年表やくら

しの変化の年表が、今ま

での学習を振り返るの

に、とても有効であった

と感じた。 

・その一方で、年表の記述

量が多く、情報を整理す

るのが難しく感じてい

た児童もいた。 

15時 ◆新宿区への願いは今

と昔ではどのように

変わったのだろう。 

○｢大新宿区の歌｣や総

合計画に込められた

願いを考える。 

〇人口の変化や国際化、

区の施策などから新

宿区がどのように変

わっていきそうかを

話し合う。 

〇区がどのようになっ

てほしいか､自分の考

えをまとめる。 

【思考②】 

・歌や計画には、新宿

区がこうなってほ

しい気持ちが書か

れている。 

・願いが似ているか

ら、（私も）新宿区を

大切にしていきた

い。 

・たぶんこれは（大新宿

区の歌や総合計画の

こと）新宿に対する願

いとか思いだと思う。 

・人のくらしがもっと

よくなるように、公共

しせつがたくさんで

きたらいいなと思い

ました。 

・大新宿区の歌や総合計画

には、新宿区の特徴や願

いが込められているこ

とに気付かせるために、

文章を丁寧に読み取る

ことがとても有効であ

った。 

16時 ◆これからの新宿区

は、どのように変わ

っていくのだろう。 

○「大新宿区の歌」の続

きを考え、発表し合

う。 

●学び方カードに単元

の振り返りを記入す

る。 

【態度②】 

・「東京の大きさを海

に例えてる？」 

・山より広き武蔵野の

国のみやこの中心

に大新宿区わらい

の町、電車は２分に

１本必ず来る、駅の

まわりは高いビル、

戦争なく、だれでも

安心新宿区。 

・空より広き武蔵野   

 の、国の中心に大新宿

区、安心さ駅や道路集

めてここに、いつも楽

しい大新宿区。 

・歌を考えることが苦手な

児童がとても多く感じ

たので、今まで学習し

た、新宿区の特徴や自分

の願いなど、考える視点

を与えることで、区の発

展についてに書くこと

ができる児童が増えた

ように感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54



 

 

 

 

 

 

 

考察 

・中学年では「地域とかかわり、共に考える子」を目指す児童像としている。A児は、（昔と今の）新宿区の移り変

わりや生活の様子の移り変わりだけでなく、昔や今の願いを比較し話し合う中で、「昔と今は願いが似ているか

ら、（私も）新宿区を大切にしていきたい」と区の未来を昔の区長、今の区長や自分と重ねて考える姿が見られ

た。B児は、新宿区の未来を友達と話し合ったあとで「人のくらしがもっとよくなるように、公共施設がもっとで

きたらいいなと思った。」と記述し、区の発展に目を向け、地域協働学校委員Ｏさんの考えに共感して、自分も区

民の一員として共に考える姿が見られた。 

・目指す児童像の実際の背景にある指導は以下のポイントである。 

①歴史博物館へ行き、実際に見学、体験したことが、自分の住む地域における生活の様子の移り変わりを実感的

に理解し、新宿区への愛着をもつことにつながった。 

②年表に調べたことを関連付けて考えたことが、区や道具の変化への理解を確かにし、地域への関心を高めるこ

とにつながった。 

③大新宿区の歌の続きを考えることで新宿区の未来に目を向けることができ、地域協働学校委員の Oさんに考え

を発信することで、区長や地域の人の願いに共感しながら新宿区のよりよい発展を考えることにつながった。 

【１時（本時）の板書】 

【資料をタブレットで配布】 

 

【資料から気付いたことを発表】 
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第３学年 社会科学習指導案 
令和４年３月９日 

３年１組４０名 

       授業者 香取 桜子 

１ 小単元名 「火事から地域を守る」（８時間）  

 

２ 小単元の目標 

地域の安全を守る働きについて、施設・設備などの配置、緊急時への備えや対応などに着目して、見学・調査した

り地図などの資料で調べたりしてまとめ、関係機関や地域の人々の諸活動を捉え、相互の関連や従事する人々の働き

を考え、表現することを通して、消防署などの関係機関は、地域の安全を守るために、相互に関連して緊急時に対処

する体制をとっていることや、関係機関が地域の人々と協力して火災などの防止に努めていることを理解できるよう

にするとともに、主体的に学習問題を追究・解決し、地域の安全を守る働きについて学んだことをもとにして、地域

や自分自身の安全を守るために自分たちにできることなどを考えようとする態度を養う。 

 

３ 小単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 消防施設・消防設備などの配置・

緊急時への備えや対応などにつ
いて見学・調査したり地図など
の資料で調べたりして、必要な
情報を集め、読み取り、関係機関
や地域の人々の諸活動を理解し
ている。 

② 調べたことを関係図や文にまと
め関係機関は相互に連携して緊
急時に対処する体制をとってい
ることや、関係機関が地域の
人々と協力して火災の防止に努
めていることを理解している。 

① 消防施設・消防設備などの配
置、緊急時への備えや対応な
どに着目して、問いを見出し、
関係機関や地域の人々の諸活
動について考え、表現してい
る。 

② 連携・協力している関係機関の働
きを比較・分類したり、結び付け
たりして、関係機関の相互の関連
や従事する人々の働きを考えた
り、学習したことを基に地域や自
分自身の安全を守るために自分
たちにできることなどを考えた
り、選択・判断したりして、表現
している。 

①火災から地域の安全を守るた
めの働きについて、予想や学
習計画を立てたり、学習を振
り返ったりして、学習問題を
追究し、解決しようとしてい
る。 

②学習した事を基に、火災から
地域の安全を守るために自分
たちにできることなどを考え
ようとしている。 

 

４ 教材について 

大単元「地域の安全を守る」では、２つの小単元「事故や事件から地域を守る」「火事から地域を守る」の単元構

成になっている。軽重のつけ方として、先に警察単元を重点的に扱い、その後の消防の単元に転移・応用できるよう

に授業デザインを考えた。前小単元の警察で学んだ「もの」や「ひと」に着目して予想を整理し、学習計画を立てる

ことができると考えた。また、大単元の中で軽重つけながらも同じ流れで学習することで、既習事項をいかすことが

できる単元構想を考えた。 

本小単元を通しての子供の姿は「地域の消防団に共感し、これからの地域の安全を考える」である。本小単元で中

心となる教材は、消防署と消防団など、様々な人々の協力による緊急時に対処する体制である。消防署が、24時間

いつでも、緊急時に対処する体制をとっていることや火災防止に努めていることを消防署見学に行けない場合でも、

ゲストティーチャーとして来て頂き、話を聞いたり、質問したり、見たりして主体的に追究できるようにする。地域

住民が、消防団として、地域を火事から守るための取組として、休日にまで訓練したり、避難所開設訓練で簡易トイ

レや炊き出しなどを教えに来たりして、自分たちの力で地域を守っていることや消防署と協力して消火することに焦

点化して教材化する。様々な人たちが協力して、火事から守る取組を関係図にまとめ、そこに自分を位置付けて、諸

活動と地域の生活を関連付けてそこの意味を考えられるようにしたい。 

さらに、消防団の人数の変化の事実や消防団長のＫさんが今でも消防団を続けている話を通して、未来に目を向け

て、自分たちにも協力できることを考えることができるようにさせたい。その際に、消防団の人達が、休日に訓練に

取り組んだり、少年消防団の活動を支えていたりしている姿を通して、地域の安全を守り続ける意味を、地域の一員

として共に考えさせるようにしたいと考える。最後に、四谷消防団団長の Kさんをゲストティーチャーとして再度招

き、自分たちにも協力できることを考えたことを発信することで、学習してきたことを基に、消防署や消防団の思い

に共感しながら、地域のこれからの安全を考えることにつなげていく。 
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５ 小単元構想 

【本小単元につながる児童の学習経験】 

前単元「新宿区の移り変わり」では、第一単元「新宿区の様子」での既習内容を活かして、予想や学習計画を立

てることができた。また、人口のグラフの読み取りや時間の経過とともに変わってきた区の様子や人々の生活に着

目し調べ、資料を読み取る力を身に付けてきている。年表に比較・関連付けて考え整理することも学んできた。本

単元では、警察署や消防署、地域、関係機関との人々の働きを把握するために、関係図に整理しまとめていく。 

【研究内容１】 
主体的に問いを追究する工夫 

 

 

子供の主体的な問題解決の側面から 

過

程 
想定される「問い」 

子供に働かせたい 

見方・考え方 

＜もんだいいしき＞ 

・新宿区内の発生件数が 180 件なの

に、全焼２件の事象のズレから、火

事を防ぐことへの問題意識を高め

る。 

 

＜みとおす＞ 

・小単元「事故や事件から地域を守る」

で学習したことを生かして、予想や

調べたいことを整理し、明確にし

て、追究の見通しを立てる。 

 

＜えらぶ＞ 

・消防署の方や地域の消防団の方へ質

問して、消防署や消防団が協力して

どのような取組をしているのかを

調べる。（ゲストティーチャーによ

る交流） 

・地域の施設や設備を一人一台端末で

調べ紹介して、学級全体に伝える。 

 （家庭学習） 

 

＜まなびあい＞ 

・学習したことを振り返りながら関係

図にまとめ、関係図から気付いたこ

とを学級全体で話し合い、自分の考

えをまとめる。 

・防火について、自分たちができるこ

とを考えて、地域の消防団 Kさんに

伝える。（ゲストティーチャー） 

 

 つ

か

む 

＜社会的事象と出合う問い＞ 

新宿区では、どれくらい火事が起こっ 

ているのだろう。 

＜学習問題をつかむ問い＞ 

なぜ、新宿区の全焼件数は２件なのだ 

ろうか。 

 

← 

 

 

← 

 

緊急時の対

応、関わって

いる人の働

きに目して 

 

→ 

 

 

← 

 

学習 

問題 
火事から地域を守るために、だれが 

 

し

ら

べ

る 

 

 

 

 

 

＜しらべる問い＞ 

消防署では、どのようなことをしてい

るのだろう。 

 

← 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

← 

 

 

← 

 

 

緊急時の備えや

対応に着目して 

 

関係機関の働き

に着目して 

 

 

施設・設備の配

置に着目して 

 

協力関係に着目

して 

 

→ 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

→ 

＜しらべる問い＞ 

どうして、たくさんの人がすばやくか

けつけられるのか。 

＜しらべる問い＞ 

学校や地域にはどのような設備がある

のだろう。 

＜しらべる問い＞ 

地域では、火事を防ぐために、どのよ

うなことをしているのだろう。 

ま

と

め

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

消防団をＫさんは、なぜ、４０年近く

続けているのだろう。 

                                 

関係機関の

働きを比較・

分類して 

人々の活動

と生活と関

連付けて考

えて 

 

→ 

 

つ

な

ぐ 

＜選択・判断を考える問い＞ 

これからもまちを火事から守るため

に、自分たちは何ができるだろう。 

防火と自分

の生活を関

連付けて 

 

→ 

 

【研究内容３】 

子供の学びを確か

にする評価の工夫 

子供が学びを振り返り、次の学びにいかす 

前単元と比較して、自分の学び方カードを振り返り、本単元を通してできるようにな
りたい項目にチェックし最後に振り返る。「つかむ」段階後、「まとめ」段階後、「つ
なぐ」段階後に、学び方カードに段階ごとに自分の学びを振り返り、問題解決的な学習
の進め方を自覚する。単元を通して、社会について分かったことや考えたこと、学び方
で頑張ったこと、できるようになったこと、次の単元でも生かせるようなことを振り返
り記述し、評価する。 
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社会生活の確かな理解の側面から  【研究内容２】 
社会的事象の見方・考え方が働く
学習活動の工夫 

見方・考え方を働かせ

る資料 
子供が獲得できるようにしたい知識 

・新宿区の火災発生件

数と全焼件数のグラ

フ 

・火事の動画 

火災は、恐ろしい災害である。新宿区の

火災は、この１０年間で減ってきてい

る。 

 【広がりでみる】 

・学校内や地域の消防施設や設備の配置

に着目できるように、校内や地域の施

設や設備をタブレットで写真を撮って

施設や設備を地図に位置付けて視覚化

する活動を設定する。 

 

【時間で見る】 

・新宿区の火災の発生件数と全焼件数の

違いに着目できるように、グラフを読

み取る活動を設定する。 

・消防署がどのように迅速に駆け付ける

のか着目できるように、新宿区内の消

防署の位置が分かる地図を読み取る活

動を設定する。 

 

【つながりで見る】 

・消防士だけでなく人々が協力して着目

できる様、様々な関連機関や地域の人

が協力して対処に取り組んでいること

が分かる資料を読み取る活動を設定す

る。 

・１１９番通報から関係機関に連絡が伝

わる仕組みに着目できるように、絵図

や映像から読み取る活動を設定する。 

 

【比較・分類・関連・総合して考える】 

・消防署と警察署の働きを関係機関、地

域の人たちの働きと比較し分類したり

する。火災への対処を関連付けて関係

図にまとめて、消防の緊急時に対処す

る体制や未然の防止について考える。 

防火に対して自分たちができることに

ついて考え、話し合う。 

どのようなことをしているのだろう。 

・区内の消防署の位置

が分かる地図 

・消防署で働く人の様

子（副読本） 

・消防署の話（G・T） 

消防署で働く人は、火災の時にすぐに出ら

れるように訓練をして備えていたり、24時

間交代で出勤できるようにしていたりす

る。 

・消防署の人がかけつ

けるまでの仕組 

・災害救急情報センタ

ーの文章 

１１９番に電話をかけると災害救急情報

センターにつながる。災害情報センターの

人は消防署や警察署など他の機関とつな

げている。 

・学校内外の消防施

設・設備の配置地図 

・設備の写真 

・防災倉庫の写真 

学校の中には、消火器や消火栓などが多く

あって、すぐに火を消すことができる。避

難訓練も行われている。地域にも消防設備

がある。決まりに合わせて設置している。 

・消防団 Kさんの話
（GT） 

・区報「しんじゅく」 
 文章と写真資料 

地域の消防団は、消防士と協力して、消火
する。日頃は、訓練したり地域の人に教え
たりしている。 

地域の安全を守るため、消防士だけでなく、色々な関係機関とつな

がって火を消すしくみがあり、火事が起きないように地域の人達と

も協力していることが分かりました。自分たちができることは、火

を使ったら、目を離さずに見ていて、終わったらすぐに消すように

したいです。 

・関係図、これまで調
べてきたノート 

・消防団Ｋさんの話 
・消防団の人数の変化
（グラフ） 

防火をよびかけるポスターを作って、花
いっぱい運動でお世話になっているお店
や地域の人に配る。 
訓練に参加して、家族に呼び掛ける。 
Kさんの話を聞いて、自分たちが関わっ
ていなかったから、家族に伝えて、こ
れからは消防団のくんれんに参加し
て、安全な町にしたい。 

指導と評価の一体化を図る（教師が指導に生かす）評価 

・消防署や関係機関の人々の働きを把握するために、関係図を作り教師がゴールの子供の姿の具体化を図り、思考
や理解状況を見取り、個別の支援に生かしていく。 

・段階ごとの終末の振り返りでは、学習の進め方を振り返り、記述させ、児童の理解状況を把握し、個別の支援に
生かしていく。 

・防火の為にできることを、話し合いを通じて選択・判断しながら自分たちができることを考える。 

【本小単元で目指す子供像】 

本小単元における「社会とつながり未来を創る子供」とは、消防団の人達が、休日に訓練に取り組んだり、少年

消防団の活動を支えていたりしていることを知り、地域の安全を守り続ける取組の意味を、地域の一員として共に

考え、自分たちにも何か協力すべきだけど、できることは何かを葛藤しながら考え、消防署や消防団の安全への思

いに共感しながら、地域のこれからの安全を考えようとする子供である。 
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６ 小単元の指導計画（全８時間） 

過

程 

ねらい 主な学習活動（〇） 評価につながる学習活動（●）  

問い（◆） 予想される児童の反応（・） 

◎資料  【評価】 

□指導上の留意点 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

① 火事から安全を守
ることについて問
題意識をもち、学
習問題をつくり、
予想を分類して何
を調べたらよいか
を考え、学習計画
を立てる。① 
         
   
 
 
 
        

〇火事現場の動画を見て、火事が起きた時の様子につ
いて話し合う。 

・燃え広がると、こんなに恐ろしいんだ。 
◆新宿区では、どれくらい火事が起こっているのだろ
う。 

〇新宿区の火災発生件数１８０件のグラフを読み取
り、全焼した件数を予想し、全焼した件数が２件で
あることを知る。 

◆なぜ、新宿区の全焼件数は２件なのだろうか。 
●疑問や予想をノートに書き、学習問題を設定する。 
・火事の現場では、どのようなことをしているのか。 
・火を消すのに誰がいるのだろうか。 
 
 
 
〇予想を分類し、何を調べたらよいかを考え、学習計
画を立てる。 

・消防士が火を消している。【消防署】 
・消防士はどうやって来るのか【連絡の仕組み】 
・火を消すための道具がある。【施設・設備】 
・地域の人が呼び掛けているはず。 

【消防団・ＰＴＡなど】 
●つかむ段階の学習を振り返りカードに記入する。 
・火を消す以外にどんなことをしているか調べたい。
消防署見学に行って、インタビューしたい。 

◎火災現場の動画 
◎新宿区内の火災発生件数と全焼件数 
□「警察」の学習を振り返り、地域の安
全を守るには、様々な人の働きがあ
ることを想起させる。 

□新宿区の火災の発生件数と全焼した
件数をプレゼンにして、子供の意識
のズレを引き出せるように工夫す
る。 

【思考①】緊急時の対応に着目して、関
係機関や地域の人々の諸活動につい
て問いを見出している。（ノート） 

 
 
 
◎大単元「地域の安全を守るはたらき」
（教科書のイラスト） 

◎警察の学習の掲示物 
□警察の学習した事を生かして予想で
きるように掲示しておく。 

 
 
【態度①】学習問題の予想や学習計画
を立て、解決の見通しをもっている。
（学び方カード） 

消防署の方の話し
を基に、迅速に消
火するための方法
や日頃の活動につ
いて調べ、消防署
の活動について理
解している。②③ 

 

◆消防署では、どのようなことをしているのだろう。 
〇学校が火事になった場合に、消防署がどのようにし
て迅速に駆け付けるのか考え、予想する。 

・一番近い道を通るから、裏道を使うと思う。 
・消防車が通れる道を選んでいく。 
・サイレンを鳴らして、信号は無視していく。 
〇実際に学校に駆け付けるまでの時間を予想し、確か
める。 

・消防車で向かうのに使う時間は 3分間。 
・連絡が入って 1分で出動している。 
〇消防署の方の話から、実際に聞いて考え、全体で発
表して、情報をまとめる。 

・緊急時にはできるだけ早く出動できるように、 
24時間交代で働いている。 

・普段は、訓練、施設、設備の点検などの活動を行って 
 いる。 
〇小学校で煙体験をさせたり、消防写生会のために来
てくれたりするのか理由を話し合う。 

・命を守る大切さを教えるため。 
・火事を考えるため。 
●消防署の働きや活動についてまとめを書く。 
・消防署で働く人は、火災の時にすぐに出られるよう
に訓練をして備えていたり、24時間交代で出勤でき
るようにしていたりする。 

◎区内の消防署の位置が分かる地図 
□消防署の位置が分かる地図で学校の
位置から消防署までのルートを予想
し根拠をもって考えさせる。 

 
◎消防署で働く人の様子（副読本） 
□消防署の方に、予想を基に調べたい
ことを明確にして質問を考える。 

◎消防署の方の話（G・T） 
□消防署の方へ事前に質問を送ってお
く。 

 「大切にしていることは何か」 
「消防団と協力していることについ
て」も最後の話の際に触れて貰う。 

 
 
【知技①】消防署などの関係機関は、緊
急時に対処する体制をとっているこ
とや火災防止に努めていることを理
解している。（ノート） 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

 

 

 

関係機関は、地域
の安全を守るため
に相互に連携して
緊急時に対処する
体制をとっている
ことや校内や校外
にある消防施設・
設備を調べ、火事
が起きた時に備え
ていることを理解
している。④ 

◆どうして、たくさんの人がすばやくかけつけられる
のか。 

〇火災の時に消防署に連絡する方法と内容について予
想する。 

・火事の時に警察の人が居たので、警察署にも連絡が
いくのでは。 

〇災害救急情報通信センターが連絡する機関について
調べ、発表する。 

◆学校や地域にはどのような設備があるのだろう。 
〇学校の近くにある消防設備の写真や地図を見て分か
ったことを話し合う。（家庭学習で撮った写真を紹
介し合う。） 

◎消防署の人がかけつけるまでの仕組 
 み 
◎災害救急情報センターの文章 
□火事の現場の場所を、正確に伝える
大切さを押さえる。 

□火事が起きた時の絵図に着目するこ
とで、関係機関の協力体制について
考えられるようにする。 

【思考①】消防署をはじめ、災害情報
センターや様々な機関が連携して緊
急に対処する体制をとっていること
で火災の防止に努めていることを理
解している。（ノート） 

火事から地域を守るために、誰が、どのようなことをしているのだろう。 
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ま

と

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ

な

ぐ 

・火事を大きくしないためにも、町にも消火器や消火
栓がある。 

●学校の中には、消火器や消火栓などが多くあって、
すぐに火を消すことができる。避難訓練も行われて
いる。地域にも消防設備がある。決まりに合わせて
設置している。 

●緊急時に対処する連携についてまとめを書く。 
・１１９番に電話をかけると災害情報センターにつな
がる。災害情報センターの人は消防署や警察署など
他の機関とつなげて協力している。 

◎学校内外の消防施設・設備の配置 
 地図 
◎防災倉庫の写真 
□消防設備を写真で提示することで視
覚的に捉えさせる。 

□事前に地域の施設や設備について
は、家庭学習としてタブレットで写
真を撮り、紹介し合う時間を取る。 

 
【知技①】学校や地域には、火災が発
生した時に活用される施設・設備な
どがあり、火事への対策がとられて
いることについて理解している。
（ノート） 

家庭学習 地域の施設や設備の写真を撮る。 【態度①】（施設や設備の写真） 
消防団や地域の取
組について調べ、
地域の人たちの日
常的な防火活動に
ついて理解してい
る。⑤ 

◆地域では、火事を防ぐために、どのようなことをし
ているのだろう。 

〇消防団の役割や学校や町会の取組について調べ、話
し合う。 

・消防団も消防士と同じように訓練している。 
・町会でも学校と同じように防災訓練している。 
・防災訓練は、子どもも参加できる。 
 
●消防団員 Kさんの話から、取組についてまとめる。 
・地域の消防団は、消防士と協力して、消火する。 
・日頃は、訓練したり地域の人に教えたりしている。 
●調べる段階の学習を振り返りカードに記入する。 

◎消防団 Kさんの話（G・T） 
◎区報「しんじゅく」文章と写真資料 
□区報の写真や文章を提示すること
で、消防団（地域）が様々な機関と
協力して、消防士を助けて素早く消
火活動していることが視覚的に捉え
られるようにする。 

 
【知技①】緊急時への備えや対応など
について資料で調べたりして、必要
な情報を集め、読み取り、関係機関
や地域の人々の諸活動を理解してい
る。（ノート） 

学習した事を整理
し、学習問題に対
する自分の考えを
関係図にまとめ
る。⑥⑦ 

〇調べたことを関係図に整理して、考えたことを話し
合う。 

・消防を中心にいろいろな機関がつながっている。 
 
●まとめた関係図をもとにしながら、学習問題につい
て自分の考えをまとめる。  

・地域の安全を守るため、火を消すのは、消防士だけ
でなく、色々な関係機関とつながって対処するしく
みがあり、地域の人達とも協力して、火災が起きな
いようにしていることが分かりました。自分ができ
ることは、消防団の訓練に参加してみたいです。 

●関係図を基に、消防団の役割について話し合う。 
・自分の仕事があるのに、訓練にも参加している。 
・地域の安全を自分たちで、守っていこうとしている
から。 

 

◎今までのノート 
◎関係図 ◎Ｋさんの資料 
□消防、区、地域の人々、消防団などの 
 配置は、固定したワークシートを活
用する。様々な機関が協力している
ことを捉えさせるために、関係図に
矢印を書き込ませて、消防署と地域
の人の両方と協力している消防団の
役割に着目させる。 

【知技②】関係機関に地域の人と連携
して、火災の防止に努めていること
を理解しているかを評価する。 

（ノート） 
【思考②】消防署や関係機関、地域の人
たちの働きについて比較したり結び
つけたりして、相互の関連や従事す
る人々の働きを考え、表現している
かを評価する。（ノート） 

地域の安全を守る
学習したことを基
に、地域や自分自
身の安全を守るた
めの行動や、自分
たちにできる火災
への対処にについ
て協力できること
を考え、四谷消防
団長のＫさんに発
信する。⑧ 
<本時> 

◆消防団をＫさんは、なぜ、４０年近く続けているの
だろう。 

〇消防団の数の変化や地域の消防団の話を聞き、感じ 
たことを話し合う。 

◆これからもまちを火事から守るために、自分たちは
何ができるだろう。 

〇防火のために行動できることをクロスチャートに分
類して、そこに分類した理由とともに、発表する。 

【自分ですぐできること】防火をよびかけるポスター
を作って、花いっぱい運動でお世話になっているお
店や地域の人に配る。 

【時間をかけてみんなでできること】 
・訓練に参加する人が増えるように、家族や友達に呼
びかける。 

●消防団団長のＫさんから話し合いの感想を聞き、単
元の学習を振り返り、学び方カードに記述する。 

◎消防団Ｋさんの話 
◎消防団の人数の変化（グラフ） 
□消防団の数が減っているという事実
や K さんが今でも消防団を続けてい
る話を基に、Ｋさんに共感させ、地域
の安全の未来に目を向けさせる。 

□自分たちが行動するのか、学習した
ことを根拠にして理由を説明させ
る。 

【態度②】学習した事を基に、地域の
安全を守るために自分たちにでき
ることなどを考えようとしてい
る。（カード） 

【態度②】学習したことを基に、これ
からのまちの安全を守ることへの
関わり方を考えようとしている。 

（学び方カード） 
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７ 本時の学習 （８／８時）     

（１）本時のねらい 

学習したことを基に、地域や自分自身の安全を守るための行動や、自分たちにできる火災への対処にについて

協力できることを考え、四谷消防団長のＫさんに発信する。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・児童の予想される反応  ◎資料 【評価】 □教師の手立て 

導
入
（
１
０
） 

 

〇消防団団長Ｋさんが４０年も消防団を続けている理由 

 を予想し合う。 

○消防団の人数の変化やＫさんの話を聞き、わかったこ 

とや感じたことを話し合う。 

・消防団の人数が減っているから、心配だ。 

・Kさんだけでなく、私たちも協力すべきだ。 

 

 

◎消防団Ｋさんの話 
◎消防団の人数の変化（グラフ） 
□消防団の数が減っているという事実やK
さんが今でも消防団を続けている話を
基に、Ｋさんに共感させ、地域の安全の
未来に目を向けさせる。 

自
分
タ
イ
ム
（
５
） 

〇ノートや関係図を基に、自分たちができることを考え、

理由も一緒にカードに書く。 

・防火をよびかけるポスターを作る。理由は、花いっぱい運

動でお世話になっているお店や地域の人に配る。 

・消火器や消火栓がどこにあるかを知る。理由は、色々な場所

にあったので、みんなに知ってもらう。 

・訓練に参加する人が増えるように家族や友達に呼びかける。 
 

□家庭学習のインタビューを基に、自分

たちにできる火災への対処を考えて、

カードに書く。 

□そのことが大切と考えたのか理由も

明確に記述するように助言する。 

【態度②】学習した事を基に、地域の安

全を守るために自分たちにできるこ

となどを考えようとしている。 

（カード） 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

（
１
５
） 

 

〇自分たちができることを発表し、クロスチャートに、分

類して学級全体で確かめ合う。 

・防火をよびかけるポスターを作って、花いっぱい運動でお

世話になっているお店や地域の人に配る。 

・消防団の訓練に自分も参加して、みんなで参加できるよう

に呼び掛ける。 

・消火器や消火栓がどこにあるかを知り、みんなに広める。 

□板書の際、カテゴライズごとに、他に

考えがないか問うようにする。 

□クロスチャートに「すぐに」「時間をか

けて」「一人で」「みんなで」とカテゴ

ライズ毎に分類しながら共有し合う。 

□理由についても共有し、その行動の意

味について考えを深めていく。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

（
１
０
） 

 

〇消防団長の Kさんから、学級の話し合いを聞いた感想を

聞き、感じたことを話し合う。 

・これからも火事をへらすためには１人で行動するのでは

なく、協力することが大切だと分かった。 

・訓練に参加して自分も参加していうＫさんの気持ちが分

かって自分も協力したい。 

□クロスチャートで出てきた考えにつ

いて価値づけて頂き、消防団長 Kさん

の今から未来への気持ちや大事にし

ている事をについて話を聞く。 

□大事な話やキーワードを板書に整理

する。 

振
り
返
り
（
５
） 

〇単元全体の学習についての振り返りを学び方カード 

について振り返りをする。 

・Kさんの話を聞いて、自分たちが関わっていなかったか

ら、家族に伝えて、これからは消防団のくんれんに参

加して、安全な町にしたい。 

□単元を通して、前単元で自分がチェック

した項目も振りかえられるようにする。 

【態度②】学習したことを基に、これか

らのまちの安全を守ることへの関わ

り方を考えようとしている。 

（学び方カード） 

（３）本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

これからもまちを火事から守るために、自分たちは何ができるだろう。 【Ｋさんの話から】 

・自分たちの地域 

→自分たちで守る気持ち 

・連携が大切、訓練に参加、 

→訓練を続けることが、未来にもつ

ながる。落ち着いて行動できる。 

 できる。 

すぐ 

みんなで 

1人でも 

時間をかけて 
消防団の数の変化（資料） 

・消防団の人数が減っている。 

・高齢化しているし、自分たちが関

わらないと。 

これからもまちを火事から守るために、自分たちは何ができるだろう。 

振り返り ・これから私は・・・ 
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【自分たちができることを付箋に書く児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゲストティーチャーの活用場面】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロスチャートに分類して、学級全体で確かめ合う】 
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第４学年 社会科学習指導案 

令和３年１１月５日 

４年３組 ３３名 

授業者 舟山 貴博 

 

１ 単元名 「地震から人々のくらしを守る」（１０時間） 

 

２ 単元の目標 

自然災害から人々を守る活動について、過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、聞 

き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして表にまとめ、災害から人々を守る活動やその働きを考

え、表現することを通して、地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、

今後想定される自然災害に対し、様々な備えをしていることを理解できるようにするとともに、学習問題を主体

的に追究・解決しようとする態度を養い、学んだことを基に、地域社会の一員として関係機関の取組や地域の人々

が守る活動に協力しようとする態度を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①過去に発生した地域の自然災害や関係機関

の協力などについて、聞き取り調査をした

り地図や年表などの資料で調べたりして、

必要な情報を集め、読み取り、災害から人々

を守る活動について理解している。 

②調べたことを、関係図や文にまとめ、地域

の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々

な協力をして対処してきたことや、今後想

定される災害に対し、様々な備えをしてい

ることについて理解している。 

①過去に発生した地域の自然
災害、関係機関の協力など
に着目して、問いを見いだ
し、災害から人々を守る活
動について表現している。 

 
②調べたことを比較・関連付
け、総合して、自然災害によ
る被害を減らすための対策
や人々の生活について考え
たり、自分の関わり方を選
択・判断したりして、適切に
表現している。 

①地震から人々を守る活動につ
いて、予想や学習計画を立て
たり振り返ったりして、主体
的に学習問題を追究し、解決
しようとしている。 

 
②過去の自然災害や人々の安全
を守る取組について学んだこ
とを基に、地域社会の一員と
して、関係機関の取組や地域
の人々を守る活動に協力しよ
うとしている。 

４ 単元について 

（１）学習指導要領上の位置付け 

 本単元は、学習指導要領に第４学年の内容（３）に基づいて設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材について 

本単元は、過去の自然災害の歴史を知り、地域にはどのような自然災害が起こり、人々の安全を守るためにどのよ

うな対策が考えられ、どのような備えをしているのかを理解する単元である。単元の終末では、学んだことを使っ

て、自分たちはどのようなことができるかを選択・判断する単元でもある。 

自然災害を取り上げるにあたっては、今回は地震を取り上げる。これまで関東大震災、東日本大震災など大きな地

震による被害があり、今後も首都直下地震が３０年以内に起こると想定されている中で、新宿区、東京都、国におい

てどのような対策がとられ、実際に起こったときにどのような対処がされるのかをホームページやパンフレットをも

とにその協力関係を調べる。また、本校で行われる防災デーや、地域住民による避難所開設訓練などの防災意識を高

める取組が行われている。今回は、首都直下地震の想定映像や「東日本大震災の釜石市の小中学生の避難の様子や取

組」の資料をもとに、自分たちが減災をするために何ができるかを考えられるよう教材開発を行った。 

 

 

 

学習指導要領 第４学年内容（３） 

アの(ア)：地域の関係機関や人々は、自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定され

る災害に対し、様々な備えをしていることを理解すること。  

アの(イ)：聞き取り調査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして、まとめること。 

イの(ア)：過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目して、災害から人々を守る活動を捉え、

その働きを考え、表現すること。 
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５ 単元構想 

【本単元につながる児童の学習経験】 

第３学年「火事から地域を守る」では、四谷消防署の見学、消防団長 Kさんへの聞き取り調査などにより調べ、火

事が起こった際の対処を中心に学習した。「事故から地域を守る」では、四谷警察署の見学、地域の人々の取組を調

べることを通して、事故や事件の予防を中心に学習してきた。また、総合的な学習の時間「安全マップを作ろう」

では、地域の Tさんから花いっぱい運動もあいさつ運動もまちの安全につながることを教わっている。 

【研究内容１】 
主体的に問いを追究する工夫 

 

 

子供の主体的な問題解決の側面から 

過

程 
想定される「問い」 

子供に働かせたい 

見方・考え方 

＜もんだいいしき＞ 

・東京都で過去に発生した自然災害の

写真や年表から、どのような災害が

起こってきたかや首都直下地震の

シミレーション映像からどんなこ

とが起こるかを話し合い、自分たち

が助かるための取組は行われてい

るのだろうかと問題意識が高める

ようにする。 

＜みとおす＞ 

・第３学年「安全なくらし」で学んだ

ことを生かし、予想や何を調べると

よいかを考えられるようにする。 

・予想から調べることを整理して、学

習計画を立てるとともに学習計画

ボードを常時掲示する。 

＜えらぶ＞ 

・共通して使用する資料に加えて、個

に応じてが情報端末や資料などを

選んで調べるようにする。 

・各自が自主的に地域の取組について

家庭学習で調べられるようにする。 

・一人一人が設問を選んで、新宿区の

危機管理課の方に聞き取り調査が

できるようにする。 

＜ふりかえる＞ 

・学習計画ボードの内容を確認し、調

べたことをその都度表に整理する

ことで、学習計画の進捗状況を視覚

的に確かめやすくする。 

＜まなびあう＞ 

・自分たちができることについて考

えを伝え合い。考えの変化や考え

を高め合っていることを感じれら

れるようにする。 

  

 

つ

か

む 

＜社会的事象に出合う問い＞ 

東京都でこれまでどのような自然災害 

がおきていたのだろう。 

 

← 

 

 

← 

過去に発生

した自然災

害や分布に

着目して 

地震の被害

に着目して 

 

→ 

 

 

→ 

＜学習問題をつかむ問い＞ 

関東大震災ではどのような被害があった

のだろう。 

学習 

問題 

地震からわたしたちのくらしを守るために、だれがどのような 

 

し

ら

べ

る 

＜しらべる問い＞ 

関東大震災のあと、国や東京都はどのよ

うなまちづくりをしたのだろう。 

← 

 

 

 

 

← 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

 

← 

対策に着目

して 

 

 

備えや関係

機関の協力

に着目して 

 

備えや関係

機関の協力

に着目して 

 

備えや関係

機関の協力

に着目して 

→ 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

＜しらべる問い＞ 

国や東京都は、どのような取組をしてい

るのだろう。 

＜しらべる問い＞ 

新宿区は、どのような取組をしているの

だろう。 

＜しらべる問い＞ 

地域の人々は、どのような取組をしてい

るのだろう。 

→ 

ま

と

め

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

だれがどのような取組をしていたの

かをまとめた表から、どのようなこ

とがわかるのだろう。                         

 

関連付けて

考えて 

 

→ 

 

 

つ

な

が

る 

＜社会に見られる課題をつかむ問い＞ 

東日本大震災後、被災地の人々は被害をで

きるだけ減らすためにどのような取組をし

てきたのだろう。 

持続可能性

に着目して 

 

 

 

選択・判断し

て 

 

→ 

 

 

→ 

 

＜発展や関わり方を考える問い＞ 

地震の被害をへらすために、自分たちは

どのようなことをすべきだろう。 

【研究内容３】 

子供の学びを確か

にする評価の工夫 

子供が学びを振り返り、次の学びにいかす 

・学び方カードに、「つかむ」「しらべる」「まとめ」「つながる」段階ごとに、自分
の学習の進め方を振り返り、問題解決な学習の進め方を自覚できるようにする。 

・分かったことは表にまとめ、考えたことや疑問はノートに書き次の学習につなげる。 
・単元を通して学んだことを振り返り、総合的な学習の時間「防災マップにつなげる。 
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社会生活の確かな理解の側面から  【研究内容２】 
社会的事象の見方・考え方が働く
学習活動の工夫 

見方・考え方を働かせ

る資料 
子供が獲得できるようにしたい知識 

・自然災害の年表 

・自然災害発生の地図 

や写真 

東京都では、これまでに地震、雪害、噴

火、水害、土砂災害などさまざまな自然災

害が起こってきた。 

 【経過で見る】 

・過去の自然災害の時期に着目できるよ

う、年表を読み取り、繰り返し自然災

害が発生し、これからも起こりうるこ

とに気付く活動を設定する。 

【広がりでみる】 

・過去の自然災害の発生分布に着目でき

るよう、自然災害地形図を読み取り、

東京都のあちこちで災害が発生し、地

形が自然災害と関係していることに気

付く活動を設定する。 

【つながりで見る】 

・人々の協力関係に着目できるよう、新

宿区役所の危機管理課の方から都や地

域と連携した取組について話を聞く活

動を設定する。 

・人々の協力関係に着目できるよう、消

防団長の話（文章資料）から、地域の

人が関係機関と協力して様々な訓練を

読み取る活動を設定する。 

・人々の協力関係に着目できるよう、整

理した表をもとに、協力により成立す

ることを話し合う活動を設定する。 

【比較・分類・関連・総合して考える】 

・まとめた表の取組を関連付けて、協力

関係について考える活動を設定する。 

・「自然災害はなくすことはできない

が、減らすことはできる」という減災

の考え（国土交通省「一日前プロジェ

クト」HP）をもとに、自分ができるこ

とやできることを増やす活動を考え伝

え合うことで、有効性や実現性につい

て検討する活動を設定する。 

・関東大震災の写真 

・首都直下型地震シミ

レーション映像 

東京都では、これまで関東大震災、東日本

大震災など大きな地震が何度か起こってい

て、今後も起こると想定されている。 

取組をしていくとよいのだろう。 

・関東大震災後の写真 

 （復興小学校、復興

橋、復興道路など） 

・防災ノート 

関東大震災後に、大地震にそなえて、復興道

路や復興橋、復興小学校などが作り、被害を

減らす災害に強い東京都のまちづくりがす

すめられた。 

・東京都HP  

・国土交通省HP 

・自衛隊の活動の写真 

東京都や国もホームページなどで日頃の備

えを呼び掛けなど減災のための取組を呼び

掛けている。実際に起こったときは、区、都、

国が連絡を取り合い協力している。 

・防災パンフレット 

・新宿区HP 

・危機管理課の方の話

（文章資料） 

新宿区では、地域住民に危険個所や避難所を

知らせるためホームページやパンフレット

を作り、災害時の対策も取り組んでいる。 

・避難所開設訓練の写

真 

・消防団長Ｋさんの話 

・危機管理課の方の話 

（文章資料） 

地域住民は、消防団や町会などを中心に地域
の防災訓練を行い、日頃からの備えを呼びか
け、いざというときにどのように動けるかを
確認している。自分たちも参加できる。 

・児童がまとめた表 地域を地震の被害から守るために、日頃か

ら東京都や新宿区、地域住民が協力して対

策を考え、取り組んでいる。自然災害は防

ぎきれないけれど、減災はできる。 

・一日前プロジェク

ト（HP） 

・災害用伝言ダイヤル

の体験 

・防災ノート 

 

自然災害は防げないが、一人一人が事前に
想定して準備すれば、減災はできる。 

自分たちは、減災のために家庭での取組や、地

域の人と協力した取組を日頃から行うべきであ

る。実際に起こったときには、自分たちが率先

して助ける人にもなることができる。 

指導と評価の一体化を図る（教師が指導に生かす）評価 

・毎時間の学習を随時、表にまとめていく活動を設定することで、学習計画に即して児童が知識を獲得すること

ができているかを評価し、個別の支援に生かしていく。 

・調べたことを関連付けながら、考えたことを表現したり、自分たちにできることを出張し合ったりすることを

通して、考えの深まりを評価し、さらに考えを深める学び合いの活動に生かしていく。 

 

【本単元で目指す子供像】 

〇資料で調べたり、危機管理課や地域の人に聞いたりして、東京都や新宿区では、自然災害が起きときに、様々

な人が協力して対処したり減災に向けた備えをしていることを理解している子供 

〇自然災害の被害と備えを関連付けたり、対処や備えをしている人々の取組を相互に関連付けたりして、自然災

害から私たちの生活を守る人々の働きや活動の大切さを考える子供 

〇東京都や新宿区の備えや地域の取組を知り、地域住民の一人として自分たちにできること考えようとする子供 
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６ 単元の指導計画（全１０時間） 

過

程 

ねらい 主な学習活動（〇） 評価につながる学習活動（●） 

問い（◆） 予想される児童の反応（・） 

◎資料  【評価】 

□指導上の留意点 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

① 東京都でこれまでに

起こった自然災害に

ついて調べ、東京都

各地で繰り返し様々

な自然災害が発生し

ていることを理解す

る。 

② ① 

◆東京都では、どこでどのような自然災害がおき

ているのだろう。 

〇東京都内でこれまでに発生した自然災害の種

類と被害の様子について年表と写真で調べる。 

・東京都内ではいろいろな自然災害が地形や天候

に応じて繰り返し起きている。 

・東京都のあちこちで自然災害が起きている。 

●年表と地図を見て気付いたことや、知りたいこ

と、疑問に思ったことをノートに書く。 

・東京都で起こる自然災害は思ったより多い。 

◎私たちの東京都「東京都で起きた自

然災害」（写真・地図・年表） 

□写真や地図、年表などから東京都の

様々な所で地震、洪水、土砂崩れな

どの自然災害が繰り返し発生して

いることに気付くよう資料を読む。 

【知技①】年表や地図から読み取って

調べ、これまで東京都で発生した自

然災害の種類や発生場所、経過につ

いて理解している。（ノート） 

関東大震災による被

害について調べ、今

後も大きな地震が起

こることを想定して

生まれた疑問をもと

に、学習問題と学習

計画をたてる。 

②③ 

◆関東大震災ではどのような被害があったのだ

ろう。 

〇関東大震災被害の様子を調べる。 

・火災で被害が広がった。地割れがすごい。 

・１０万人もの人が亡くなった 

〇首都直下型地震が発生したときの被害につい

て考えたことを話し合う。 

・建物が倒れてしまう。わたしたちは大丈夫か。 

〇被害を防ぐことができるか話し合う。 

 

 

●学習問題に対して予想し、学習計画を立てる。 

・国や都や新宿区が対策を立てていると思う。 

・地域の人が区の方針に合わせて対策している。 

◎防災ノートの関東大震災（写真） 

◎自然災害伝承碑（写真・地図） 

◎首都直下型地震シミレーション 

□首都直下型シミレーションの映像

を見て互いに感想を交流できるよ

うにする。 

□今後予想される大地震による被害

を防ぐ取組に目を向けさせる。 

【思考①】東京都で発生した地震によ

る被害や対策に着目し、問いを見い

だしてしている。（ノート） 

【態度①】予想をもとに学習計画をた

て、学習問題の解決に向けた見通し

をもとうとしている。（ノート） 

 

調 

 

べ 

 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東大震災後の対処

について調べ、地震

に対して強いまちづ

くりを進めてきたこ

とを理解する。 

④ 

◆関東大震災のあと、国や東京都はどのようなま

ちづくりをすすめたのだろう。 

○関東大震災後の写真を見て関東大震災からど

のように変わったかを話し合う。 

・建物の倒壊や火災の発生により、まち全部がな

くなったけど、まちがよみがえっている。 

〇どのような復旧や復興の対策が取られたかを

調べ、その目的について話し合う。 

・直後は、人々の救援物資や避難所などを設けて、

助けようとしていた。 

・国や都の人が時間とお金をかけて協力して建物

や道路、橋などまちを地震から守ろうとした。 

●関東大震災後の対処についてまとめる。 

◎復興小学校、復興橋、復興道路な

どの写真（防災ノート） 

◎復興に関わった人の話（文章） 

□人々が安心して生活できるよう、地

震直後の対処だけでなく、国や都が

協力して地震に備えたまちづくり

を進めてきたことに気付かせる。 

 

 

 

【知技①】資料を読み取って調べ、

関東大震災の対処や様子について

理解している。（ノート） 

東京都や国では地震

に対してどのような

備えをしているかを

調べ、東京都は区や

国と協力しながら対

策や備えをしている

ことを理解する。⑤ 

◆国や東京都はどのように備えているのだろ

う。 
〇東京都、国の地震への備えについて調べる。 
 
 
 
 
 
 
 

〇国と都と区が協力して行う総合防災訓練につ

◎東京都 HP ◎東京防災 

◎東京都耐震ポータルサイト 

◎東京都防災担当の方の話（文章） 

□東京都の防災動画を各自視聴する

時間を確保する。 

□東京都防災担当の方の話から国と

都と区が協力してそれぞれの役割

を果たしていることに気付くよう

にする。 

地震からわたしたちのくらしを守るために、だれがどのような取組し

ていくとよいのだろう。 

東京都 

・無電柱化、耐震化 

・帰宅困難者対策 

・東京防災、 

・災ノート 

     国 

・交通・輸送の確保 

（道路・鉄道） 

・国民への呼びかけ 

（ホームページ、動画） 
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 いて調べる。 

・消防署、警察署、水道局など関係機関が協力し

て復旧対策をすることがわかった。被害が大き

いと自衛隊なども活動する。 

●都や国の地震への備えについて表にまとめる 

□公助・共助・自助について用語を

確認する。 

【知技①】資料を読み取って調べ、

地震に対する東京都の備えについ

て理解している。（表・ノート） 

新宿区の地震に対し

て備えを調べ、都と

協力して地域住民の

ために対策や備えを

進めていることを理

解する。⑥ 

◆新宿区はどのように備えているのだろう。 

〇新宿区の地震の備えについて調べる。 

・防災無線システムで情報を伝える。 

・各地域に備蓄倉庫をつくり訓練もしている。 

〇危機管理課の人の話から新宿区の対策を調べ

分かったことや考えたことを話し合う。 

・区の人が助けてくれると思っていたが、間に合

わないと地域でやるしかないと初めて知った。 

●新宿区の地震への備えを表にまとめる。 

・区民が自分で対処できるよう備えをしている。 

要配慮者防災行動マニュアル 

◎新宿区防災ハンドブック 

◎危機管理課の人の話（文章） 

□「危機管理課の人の話」から、区

の対策は、地域住民がその備えを

使いこなせなければうまくいかな

いことに気付くようにする、 

【知技①】資料を読み取って調べ、

新宿区の地震への備えについて理

解している。（表・ノート） 

地域が行っている地

震へ備えを調べ、地

域が地震に備えて

様々な取組をしてい

ることを理解する。

⑦（本時） 

 

 

◆地域の人々はどのように備えているのだろう。 

〇地域の人々がどのように地震に備えているの

かを調べ、話し合う。 

・防災訓練ではいろいろな立場の人が訓練をし、

大人も子どもも防災の体験をしている。 

○地域の人々が何を大切にしていったらいいの

か話し合う。 

・地域の人々が協力し合うことが大切。 

●地域の地震への備えについて表にまとめる。 

◎避難所開設訓練の様子の写真 

◎区の危機管理課の方の話（文書） 

□地域の対策を知るだけでなく、ど

のようなことが大切かを考えるよ

うにする。 

 

【知技①】資料を読み取って調べ、

地震に対する地域の備えについて

理解している。（表・ノート） 

ま

と

め

る 

まとめた表をもと

に、それぞれの立場

の人の取組を関連付

けたり、自分の生活

と関連付けたりして

考え、たくさんの人

が協力して様々な備

えをしていることに

ついて理解してい

る。⑧ 

◆調べたことをまとめた表から、どのようなこと

が分かるのだろう。 

○新宿区、東京都、国、地域の取組を確かめ、そ

れぞれのつながりについて話し合う。 

○新宿区、東京都、国、地域の取組と自分の生活

の安全とのつながりについて話し合う。 

●学習問題への自分の考えをまとめる。 

・自分のまちは自分で守れるように区や都や国は

備えをして、それぞれがつながっている。また、

国・都・区・地域の取組はみんな自分とつなが

っていて、協力して行動することが大切だ。 

◎児童が作成した地震の表 

【思考②】調べたことを関連付けて、

関係機関の協力関係について考え

たり、自分たちの生活の安全と関連

付けて、対策や備えの意味を考えた

りして、表現している。（ノート） 

【知技②】調べたことをまとめた表か

ら、今後想定される災害に対し、

様々な備えをしていることについ

て理解している。（ノート） 

つ

な

が

る 

 

東日本大震災のとき
の小中学生の取組や
四谷少年消防団の取
組を調べ、社会の一
員として何ができそ
うかを考える。⑨ 

〇東日本大震災の小中学生の取組を動画や資料

で調べて考えたことを話し合う。 

・年下の子を誘って避難することはできそう。 

○少年消防団の役割や活動紹介のスライドを見

て、子供にもできることを話し合う。 

・子供にもできる備えがある。正しく行動するこ

とが他の人に迷惑をかけないことになる。 

●自分たちがすべきこと、自分たちにも協力でき

そうなことを表に追記する。 

◎新宿区危機管理課の人の話（文書） 

◎釜石市の小中学生の取組（映像） 

◎少年消防団の役割と取組（ｽﾗｲﾄﾞ） 

□被災地での子供の取組や四谷少年

消防団の活躍などから、子供にでき

ることがあることに気付かせる。 

【思考②】都や区や地域の備えと関連

付けて、子供にも協力できることを

考えている。（ノート） 

被害を減らすためや
みんなのために自分
たちがすべきことを
話し合い、地域社会
に一員として防災へ
の協力の仕方に関心
をもつ。⑩ 

◆地震の被害をへらすために、自分たちはどのよ

うなことしていくべきなのだろう。 

〇地震が起こる前と後で自分たちがすべきこと、

自分たちにできそうなことについて話し合う。 

●学んだことをもとに、地震前と後の行動を考

え、文章にまとめる。 

□自分が何をすべきかを一人一人が

意見を表明できるようにする。 

【態度②】学んだことを基に、自分に

できることを選択・判断して、地震

の前後の行動をしようとしている。 

（ノート・学び方カード） 
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７ 本時の学習 （７／１０時）      

（１）本時のねらい 

地震に対する地域の取組を調べることを通して、地域の人々は関係機関とも協力をして様々な地震への備えをし

ていることを理解できる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・児童の予想される反応  ◎資料 【評価】 □教師の手立て 

導
入
（
５
） 

 

○前時までの学習の振り返りをする。 

・前回までの学習では新宿区や東京都、国は地震が起きた時

にどのような取り組みをしているのか調べた。 

・国、都、区は連絡を取り合って協力しているが、地震が起

きた直後は自分たちのまちは自分たちで守るしかない。 

・地域ではどのように備えているのかな。 

 

 

◎作成している表 

□作成している表やノートから前時に学

習したことを振り返る。 

□表を用いて国、都、区の備えと地域の

取組には関連性があることに着目させ

る。 

自
分
タ
イ
ム
（
１
５
） 

○地域の地震への備えについて調べる。 

・地域防災訓練を行い、救助訓練や消火訓練、起震車体験訓練

を行っている。 

・避難所開設訓練では、避難所の開設、炊き出し訓練などを行

っている。 

◎四谷地区の小学校の防災訓練の様子 

◎新宿区パンフレット（大地震に備えて） 

□防災ノートの関連ページをピックアッ

プしたり、地域の防災訓練の資料を読み

取ったりして調べるようにする。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

（
１
０
） 

○地域の地震への備えについて調べたことを発表する。 

・防災ノートを見ると防災訓練を行うと書いてあった。 

・防災訓練では、起震車体験や消火訓練などにみんなが参加

して身近な人を助けていた。 

・四谷小を含めどの小学校でも避難所開設訓練を行っている。 

・避難所開設訓練では、避難所の開設を協力してできるよう

に役割を分けて訓練していた。 

□どのようなことが分かるのか資料と理

由を繋げて考えさせる。 

□地域の取組は「自分たちのまちは自分た

ちで」という考えに基づいていることに

気付くようにする。 

 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

（
１
０
） 

○地域の人々は何を大切にしていったらいいのか話し合う。 

・地域防災訓練に参加する。 

・自分たちも地域の人と協力して身近な人の手助けをする。 

・普段の生活から地域に住んでいる人と話したり、関わった

りして地域の結びつきを強くする。 

◎区役所危機管理課の人の話（文章資料） 

□文章資料から地域の人々の中に自分た

ちも含まれていることを確認する。 

□地域の人と協力して行うことが共助と

して大切だという点に着目させる。 

ま
と
め
る
（
５
） 

○地域の備えに対して分かったことや考えをまとめる。 

 

◎取組の一覧表（ワークシート） 

◎まなび方カード 

□問いに対して分かった表に記入し、考え

たことや疑問をノートに記入する。 

【知技①】資料を読み取って調べ、地震に

対する地域の備えについて理解してい

る。（ノート） 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の人々は地震に対してどのように備えているのだろう 

地域では防災訓練を通して地震の被害を減らしたり、安

心して暮らしたりできるように備えている。実際に地震

が起きた時に地域の皆で協力して自分たちも皆も助かる

ようにしている。地域の人との関係づくりや区などが出

している情報を知ることが大切だと分かった。 

 
地域の人々は地震に対してどのように備えているのだろう。 

〇煙体験（子ども園） 〇避難所の開設（町内会） 

〇起震車（四谷小）  〇炊き出し訓練（四谷中） 

〇救護訓練（職員）    〇仮設トイレ訓練（職員） 

〇通報訓練（自分たち） 

地域の人々はこれから何を大切に

していけばいいのだろう。 

・協力すること→地域の人との関係づくり 

・区などが出している情報を知る 

地域では防災訓練を通して地震の被害を減ら

したり、安心して暮らしたりできるように備え

ている。実際に地震が起きた時に地域の皆で協

力して自分たちも皆も助かるようにしている。

地域の人との関係づくりや区などが出してい

る情報を知ることが大切だと分かった。 

 

四谷の 

・町会の人 

・四谷小 

・自分たち 

起こった時 起こった後 

ひがいをへらすため 

 

 

生活に困らないため 

 

 

表 
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８ 参考資料 

①新宿区の過去の自然災害（関東大震災）の様子や自然災害伝承碑の教材化（第２・４時に使用） 

 
【新宿区牛込地区の被害の様子】           【新宿御苑にできた避難所】 

    

【東京都の自然災害碑の分布図】              【新宿区の自然災害伝承碑】 

②首都直下型地震のシュミレーション動画を見る児童の様子 

 
③地域の避難所開設訓練の教材化（第７時）～地域のみんなといっしょにできることを考える教材として～ 

 

   【応急処置訓練】            【起震車体験】       【通報訓練（四谷小 5年生の参加）】 

つかむ段階（学習問題を設定する際）には、首

都直下型地震シュミレーション動画（内閣府）

を各自のタブレットで見た。 

この活動は、２，３人で見たことがよかった。

一緒に見たことで、「えっ！」とか、「やばいよ。」

などのつぶやきや会話が自然と見られた。 
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９ 学習の実際 下線部は目指す児童像に迫る記述 

 ○主な学習活動 

◆問い【】評価規準 

観察対象児童の学習記録 教師による考察 

Ａ児 Ｂ児 

1

時 

○東京都の自然災害

の発生マップを見て

考える 

◆東京都ではどのよ

うな自然災害があ

ったのだろう。 

○都内で自然災害が

発生した場所や災

害の種類を調べ、色

分けをする。 

○年表と発生した自

然災害の地図から

関係を見出す。 

【知技①】 

・東京都のなかでもい

ろいろな自然災害が

起きていると反応 

・東京都の山地の方で

土砂災害が起きてい

る。 

・東京都のいろいろな

所で自然災害が起こ

る可能性があること

が分かったと記述。 

・どんな被害がでたの

か調べてみたい。 

・東京都のいろいろなと

ころでいろいろな種類

の自然災害が起きてい

る。 

・場所によって起きてい

る自然災害に違いがあ

る。山地は土砂災害、

都心は交通が多いから

雪に弱い。火山の噴火

は火山のある島で起こ

っている。 

・年表を見ると繰り返し

起こっている自然災害

がある。その中でも地

震が一番被害が多いこ

とが分かった。 

「わたしたちの東京都」の自然

災害発生マップを使うことに

よって東京都の地形と起きて

いる自然災害の関係に着目さ

せることができた。 

 

・「わたしたちの東京都」の自然

災害発生マップと年表に色分

けして塗らせて考えさせるこ

とによって発生した年代と場

所や複数回起きている自然災

害について知ることができて

いた。 

 

2

時 

○最近あった地震の

新聞の記事を見る。 

○「関東大震災が一番

被害が大きそうだ

った」という振り返

りを取り上げる。 

◆関東大震災ではど

のような被害があ

ったのだろう。 

○関東大震災の写真

や映像からわかっ

たことや気づいた

ことをノートに書

く。 

【思考①】 

・実際に揺れた時すご

く怖かったと発言 

・関東大震災の写真を

見ると地面が割れて

いたり、家が崩れて

しまっていたりす

る。 

・こんなに火事で燃え

てしまったら、たく

さんの人が亡くなっ

たと思う。多くの人

が住む場所がなくな

ってしまってすごく

困ったと思う。 

・関東大震災の時は昨日

の地震よりももっと揺

れたと思うからすごい

被害だったのではない

かと予想。 

・関東大震災の被害の様

子がすごく怖かった。

家がたくさん崩れてし

まっていたり、火事が

起きていたりしてい

た。ほとんどの家が木

造だったから？ここか

らどうやって元に戻っ

たのだろう。 

・地震はいつ来るかわか

らないから怖い。 

・関東大震災の写真や映像を見

ることで地震だけでなく、そ

の後の火災で被害が広まった

ことに気付くことができた。 

 

・関東大震災での被害が甚大だ

ったことを学級全体で共有す

ることでどのように復興した

のか、被害を少なくするため

にどのようなまちづくりを進

めたのかという問いが生まれ

た。また、B児の発言により、

学級全体でなぜ被害が大きく

なったのか詳しく考えること

ができた。 

3

時 

◆首都直下型地震が

来たらどのような

被害になるのだろ

う。 

○首都直下型地震の

シュミレーション

映像を見て気づい

たことをノートに

書く。 

○調べたことを基に、

話し合い、学習問題

を作る。 

○児童に自分が助か

るのかどうか問い

かける。 

・大きな地震が来た時

にどんなことが起き

るのか想像できな

い。 

・首都直下型地震が来

たら東京のいろいろ

な所で被害が出ると

思う。誰が助けてく

れるんだろう。 

・きっと消防の人やレ

スキューの人が助け

てくれたり、どうし

たらいいのか教えて

くれたりすると思

う。 

・実際に大きな地震が来

たときに関東大震災み

たいにはならないと思

うけど、もっと違うこ

とが起きそう。 

・首都直下型地震のシュ

ミレーション映像を見

たり、死者が約２万人

と聞いたりしてどうや

って助かればいいのか

疑問に思った。地震が

起きた時にどんな人が

助けてくれるんだろ

う。 

・近所の人とか、消防の

・首都直下型シュミレーション

（内閣府）の映像を見ること

で、首都直下型地震が来た時

に自分たちはどうすべきなの

かと児童が切実感をもって考

えることに繋がった。 

 

・自分や身近な人が助かるため

には誰がどのように行動する

べきかを予想させることは、

地震に対してどのような備え

があるのか予想させるために

有効だった。A 児の発言から

も誰が助けてくれるのか考え

るきっかけとなっている。 
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○学習問題に対する

予想をたてる。 

【態度①】 

 人、警察の人が助けて

くれると思うけどその

人たちがいなかったら

自分たちでどうにかす

るしかないと思う。 

 

 

4

時 

◆関東大震災のあと

国や都はどのよう

な街づくりをした

のだろう。 

○防災ノートから関

東大震災の後どの

ようなことが変わ

ったのかを読みと

り、調べ、ノートに

書く。 

○調べたことを基に、

なぜこのような対

策が取られたのか

を話し合う。 

【知技①】 

・関東大震災が起こっ

たとき、被害が大き

かったからどうやっ

てもとにもどしたの

か気になる。 

・関東大震災の映像を

見た時に人がたくさ

んいて逃げられない

人もいたから道を大

きくして作ったこと

が分かった。 

・関東大震災後の街づ

くりは関東大震災の

経験を生かして街づ

くりをしていた。 

・関東大震災のときはほ

とんど火事で燃えてし

まったから火事に強く

なるようにしたと思

う。 

・火事で燃えてしまった

り、地震で崩れてしま

ったりしないように街

づくりをしたことが分

かった。また大地震が

起こっても大丈夫なよ

うに頑丈な街づくりを

していた。 

・関東大震災の経験が備

えにもつながっている

と思う。 

・関東大震災後の復興年表（防

災ノート）を活用したことで、

関東大震災の被害と復興後の

建物の様子の変化に気付き、

A 児も B 児も地震に備えた街

づくりを進めてきたことに気

付いた。 

 

・「なぜ鉄筋コンクリートのよ

うな建物のつくりにしたの

か」を児童に発問したことに

より、関東大震災の被害と復

興後のまちづくりが繋がって

いることに A児 B児ともに気

付くことができた。 

5

時 

◆現在の国や都は地

震に対してどのよ

うな備えをしてい

るのだろうか 

○「首都直下地震に対

する備え」（国土交

通省 HP）の資料を

読み取り、国の備え

についてノートに

書く。 

○東京防災や提示資

料から東京都の地

震に対する備えを

見つけてノートに

書く。 

○調べたことを基に

国や都の備えにつ

いて話し合い、表に

まとめる。【知技①】 

・国や東京都は首都直

下型地震のシュミレ

ーション映像を作っ

ていたからきっと何

か備えをしていると

思う。 

・国は大きな地震が来

てもみんなの生活が

止まらないようにす

る計画を立てている

ことが分かった。 

・東京都は都民の人た

ちが地震が来ても困

らないように防災訓

練や防災学習をして

いることが分かっ

た。 

・地震が起きた時に自衛

隊の人達や消防の人た

ちが動けるように準備

しているのではない

か。 

・国ではすぐに復興でき

るように計画を立てて

いることが分かった。

情報や水道、電気など

生活に必要なものをす

ぐに使えるようにする

計画を立てて備えてい

ることが分かった。 

・東京都では国と協力し

て防災訓練を開催した

り、地域の人たちに呼

び掛けたり、協力して

備えていることが分か

った。 

・国土交通省のHPの資料は４年

生にとっては高度な資料だっ

たため A児 B児両名とも内容

の理解が難しいと反応してい

た。内容を精査して簡単にし

た資料を児童に提示する必要

がある。 

 

・東京防災の中から東京の防災

に対する取組を調べることや

東京都の備えについてハード

面やソフト面で別れた資料を

扱うことで、B 児は国との連

携や、都で行っている備えに

ついて理解することができ

た。 

6

時 

◆新宿区では地震に

対してどのような

備えをしているの

だろうか。 

○新宿区で配布して

いるパンフレット

「いざ地震に備え

て」や危機管理課の

人の話から地震の

時に区がどのよう

・新宿区からいろいろ

なパンフレットや手

紙をもらったことが

ある。 

・新宿区では、防災無線

を使ったり、防災訓

練をしたりして地震

に備えていることが

分かった。 

・自分の家の近くの公

・国と東京都は協力して

地震に備えていたけ

ど、新宿区はどうなの

かと発表した。 

・防災無線の呼びかけ

や、備蓄倉庫の点検、

防災訓練は区の人がい

ざというときに備えて

行っているということ

が分かった。 

・新宿区で出されているパンフ

レットを資料として扱うこと

で、自分たちが住んでいる区

ではどのような備えがされて

いるのか A児 B児共に身近に

考えることができていた。 

 

・危機管理課の人の話を資料と

して扱うことによって、地震

に対する区の備えを行ってい
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な備えをしている

のか調べ、ノートに

書きだす 

○調べたことを基に

新宿区ではどのよ

うな備えをしてい

るのか話し合う。

【知技①】 

園にも備蓄倉庫があ

る。 

・新宿区の職員の人た

ちが新宿区に住んで

いる人たちに呼び掛

けていることが分か

った。 

・危機管理課の人の話を

聞いて、いざというと

きに区の人たちが間に

合わなかったら自分た

ちでどうにかしなけれ

ばいけないのでは。 

る人がいることに A児も B児

も着目して考えることができ

た。 

7

時 

◆地域の人々は地震

に対してどのよう

な備えをしている

のだろうか。 

○避難所開設訓練の

様子の資料を見て

分かったことや気

づいたことをノー

トにまとめる。 

○調べたことを基に

地域の人々が地震

に対してどのよう

に備えているのか

話し合う。 

○地域の人々がどん

なことを大切に過

ごしていけばいい

のか話し合う。 

【知技①】 

・地域の人たちは協力

しあって助け合うと

思う。 

・避難所開設訓練では、

地震が起きる前の備

えや起きた時の備

え、起きた後の備え

をして被害を減らそ

うとしていることが

分かった。 

・地域の人たちが避難

所のなかで協力して

仕事に取り組んでい

ることが分かった。 

・地域の人たちはもっ

といろんな人に訓練

のことや呼びかけが

あることを知っても

らうことが大切だと

思う。 

・国や都、区は協力し合

って備えているけど、

いざというときには自

分たちで動くしかな

い。 

・避難所開設訓練の資料

を見て、避難してきた

人たちが困らないよう

にしたり、被害を減ら

したりするためにいろ

いろな種類の訓練をし

ていることが分かっ

た。地域の人たちが協

力し合って避難所の開

設をしていることが分

かった。 

・いざというときに地域

の人たちみんなで協力

し合って助け合うこと

が大切だとわかった。 

・避難所開設訓練の写真を資料

として提示したが、どんなこ

とをしているのか理解できて

いる児童が少なかったため写

真の種類や説明、写真の配置

などをさらに精選する必要が

ある。 

 

・避難所開設訓練を取り上げる

ことで、地域の取組として教

材化したことによって、A児

B児共に自分と身近なことと

して捉え、考えることができ

た。 

 

 

8

時 

◆地震からくらしを

守るために、誰が

どのような取り組

みをすべきなのだ

ろう。 

○これまで調べてき

たことを関連図に

まとめる。 

○まとめた関連図を

基に分かったこと

を話し合う。 

【知技②】 

・調べてきたことをま

とめると国と都と区

と地域がみんな一緒

になって協力してい

ることが分かった。 

・地域の人たちが自分

たちで避難所開設を

していたけど、地域

の人たちがいなかっ

たら自分たちがやら

なければいけない。 

・国や都や区、地域の

人々が協力し合って被

害を減らす計画を立て

ていることが分かっ

た。 

・地域の人たちの中に自

分たちも入っていると

思う。 

・自分たちにも何かでき

ることがあるのではな

いか。 

・国や都、区、地域の取り組み

についてまとめることで関係

機関の協力関係に A児 B児共

に気付いていた。地震への関

係機関の備えを理解すること

ができる児童が多かった。 

・関連図にまとめることで国、

都、区、地域の繋がりを視覚

的に捉えることができてい

た。その反面、構造が理解で

きなかった児童もいたため、

簡易的にする必要がある。 

9

時 

◆東日本大震災後、

被災地の人々は被

害をできるだけ減

らすためにどのよ

うな取組をしたの

だろう。 

○東日本大震災の小

中学生の取り組み

を資料を使って調

べ、考えたことを話

・東日本大震災の時の

写真を見ると自分た

ちでできることはあ

まりないのではない

かと思う。 

 

・東日本大震災後の小

中学生の取り組みの

資料を見て、大きな

地震が来た時に自分

・東日本大震災の映像は

見たことあったけど、

地震の学習をした後だ

と地震が起きた後にど

うしたらいいのか考え

られる。 

・自分たちより年下の子

たちやお年寄りの人た

ちを手伝うことができ

そう。 

・東日本大震災の映像や東日本

大震災後の小中学生の取組の

資料から地震がいつ来るかわ

からないから少しでも対策や

備えを日ごろからすることが

大切だと A児 B児共に気付い

ていた。 

・東日本大震災後の小中学生の

取組の資料を扱うことによっ

て、自分たちにも何かできる

72



し合う。 

○首都直下地震が来

た時に自分たちが

すべきことやでき

そうなことについ

て考え、ノートに書

く。【思考②】 

たちができることは

どんなことがあるの

か考えたい。 

・避難所開設の時に来て

いる人に声をかけたり

することはできそう。 

ことがあるのではないかと A

児が発言した。 

10

時 

◆地震の被害をへら

すために、自分た

ちはどのようなこ

とをすべきだろ

う。 

○前時に考えた自分

たちがすべきこと

やできることにつ

いて話し合う。 

○自分たちがすべき

こと、話し合いから

考えたことについ

て記述する。 

【態度②】 

・地震が起きたら自分

たちができることを

一生懸命にやりたい

と思います。例えば、

年下の子の面倒をみ

ることやお年寄りの

方のお手伝いなどが

できるかなと思いま

した。 

・ほかの人の話を聞い

て自分ができること

を率先してやるべき

だと分かった。 

・地震が起きた時に自分

の命は自分で守ること

に気を付けて行きたい

と思った。自分に余裕

ができたらほかの人の

手伝いや困っている人

の手助けをしたいと思

っている。 

・友達の話を聞いて自分

が考えていなかったこ

とが分かった。年下の

子の面倒をみてあげる

ことも他の人の助けに

なる事が分かった。 

・地震の被害を減らすために自

分たちがどのようなことをす

べきか話し合わせることによ

って今までにない考えを他の

児童から獲得したり、自分が

できることをやればいいと気

づく児童が増えたり、A児B児

共に自助の考えが深まった。 

・話し合いから気付いたことを

記述させる事によって、児童

の思考を整理させることがで

き、防災への協力の仕方に関

心が高まった。 

 

考察 

・中学年では「地域とかかわり、共に考える子」を目指す児童としている。A児は地震に対する国や都や区、地域

の備えについて学習し、実際に自分が被災した時にどのようなことができるのか話し合う中で、「自分たちがで

きることを一生懸命にやりたいと思う。例えば年下の子の面倒を見ることやお年寄りの方のお手伝いなどがで

きるかなと思う。」と地域でできることに取り組む必要性を考えていた。B児は「自分に余裕ができたら他の人

の手伝いや困っている人の手助けをしたいと思う」と地域の一員として共に行動しようとする姿が見られた。 

・目指す児童像の実際の背景にある指導のポイントは以下の通りであるである。 

①地域の災害の歴史や関東大震災の映像、首都直下型地震のシュミレーション映像を実際に見せて視覚化したこ

とで被害の大きな地震が来た時に自分たちが何かできないのか考え、問題意識を高めることにつながった。 

②地域の取組として実際に児童も参加する避難所解説訓練を教材化したことによって自分と身近なこととして捉

え、考えることができた。 

③東日本大震災の小中学生の取組を取り入れることによって、自分たちが地域に対して何かできることはないか

を考えるきっかけとなった。 

提示した資料から地域の備えについて考えている 気付いたことを話し合っている 

【第７時の学習の様子】 
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【中学年分科会の成果と課題】 

目指す児童像        地域とかかわり、共に考える子供 

研

究

内

容 

 

①主体的に問いを 

追究する工夫 

〇児童の問いをうむ資料の選定や吟味

をする。 

〇児童が自ら調べるための学習計画の

見通しを工夫する。 

（教師側が児童のゴールをイメージし

ておく） 

②見方・考え方が働く 

学習活動の工夫 

〇地域の人から学び、調べる学習

活動の工夫をする。 

〇自分の考えを伝え、友達と共に

考えを伝えるみんなタイムの充

実を図る。 

③子供の学びを確かにする 

評価の工夫 

〇多様な表現活動に取り組み、

学びにつながる評価の工夫を

する。 

〇学び方カードをもとに学習計

画を振り返ったり、自分の学

びを振り返ったりする。 

〇

成

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○時代を比較し、その変化を読み取る

ことができる資料（新宿駅の３つの

時期の写真）を用いたことにより、

時代の変化を捉え、児童の問いを生

むことにつながった。（３年） 

○児童の感情を揺さぶる資料（関東大

震災の写真や映像、首都直下型地震

のシミュレーション映像）を選定し

たことにより被害の様子を知り、児

童が切実感をもって考え、問いを生

むことにつながった。（４年） 

○「つかむ段階」で予想に基づく学習

計画を丁寧に行ったことで、児童が

見通しをもって追究することができ

た。何を調べればよいか、児童自身

が考えていた。（それは、学び方カ

ードの記述にも表れている。） 

○「つかむ段階」での問題意識の高ま

りは、家庭での聞き取り、地域での

自発的な調査など、主体的に学ぶ姿

につながった。 

○実社会の人から学ぶ活動や、地

域の見学・調査を積み重ねたこ

とで、児童が実感的、共感的に

理解することにつながった。 

 

○学んだことを使う場面を意識し

て単元を構成してきた。 

 

 

 

 

○調べたことの発表だけにとどま

らないよう、みんなタイムⅡで

は、後半で考えさせたい発問を

工夫するようにした。社会的事

象の意味や特色を考える場面を

設定したことで、児童の思考が

広がったり深まったりする姿が

見られた。 

○評価の観点を明確にして、単

元のまとめをどのように表現

させるかを考えてきた。発達

段階に応じた多様な表現活動

を選定してきたことにより、

技能を高めながら、児童の学

びを確かにすることができ

た。 

 

○学習計画と連動させながら、

学び方カードを活用してき

た。一人一人が問題解決の進

み具合を確認しながら、学習

を振り返ることができた。指

導の効果により、児童の表現

が豊かになったのは継続して

きたことの成果である。 

 

 

 

●

課

題 

 

●教師がどの資料で、何を捉えさせた

いか、資料のねらいを明確にしてお

かないと児童の思考が拡散すること

がある。 

 

●資料と問いは親和性が高い点から

も、資料の選定、加工、難易、情報

量の多少など吟味し、その後も検討

していく必要がある。（教材開発し

た単元ほどその後の検討の余地は大

きい。） 

 

●１単位時間の後半の発問につい

ては、児童が考えやすい言葉を

選ぶ必要がある。思考を広げる

ための発問なのか、思考を深め

るための発問なのかを吟味して

選択する必要がある。そうしな

いと難しすぎることがあった。 

（例えば、「よさ」、「なぜ」、

「つまり」など考えて使ってい

く必要がある。） 

●単元のまとめとしての成果物

については、表現活動の手法

を含めて、年間指導計画と照

らし合わせながら、無理のな

いよう軽重をつけて検討した

ほうがよい。 

 

●学び方カードに記述させる際

は、これまでの学習を振り返

りや記述の視点を伝えるこ

と、適切な指導や記述時間の

確保が必要である。中学年で

は、無理なく計画的に積み重

ねたい。 
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Ⅱ－③ 高学年分科会の実践 

 
第５学年 社会科学習指導案 

令和３年１１月２６日 

５年２組３４名 

授業者 小松 里実 

１ 小単元名 「くらしと産業を変える情報通信技術」（７時間） 

 

２ 小単元の目標 

 我が国の産業と情報の関わりについて、情報の種類、情報の活用の仕方などに着目して、聞き取り調査をした

り映像などの資料で調べたりしてまとめたりして、産業における情報活用の現状を捉え、情報を生かして発展

する産業が国民生活に果たす役割を考え、表現することを通して、大量の情報や情報通信技術の活用は、様々な

産業を発展させ、国民生活を向上させていることを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究・

解決し、学習したことを基にして、産業と国民の立場から多角的に考えて、情報化の進展に伴う産業の発展や国

民生活の向上について考えようとする態度を養う。 

 

３ 小単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①情報の種類、情報の活用の仕方に

ついて聞き取り調査をしたり、映

像や新聞などの各種資料で調べ

たりして、必要な情報を集め、読

み取り、産業における情報活用の

現状について理解している。 

②調べたことを図表などにまとめ、

大量の情報や情報通信技術の活

用は、様々な産業を発展させ、国

民生活を向上させていることを

理解している。 

①情報の種類、情報の活用の仕方な

どに着目して、問いを見出し、産業

における情報活用の現状について

考え、表現している。 

②情報化の進展に伴う産業の変化や

発展と国民生活の向上を関連付け

て、情報を生かして発展する産業

が国民生活に果たす役割を考える

とともに、多角的に考え、表現して

いる。 

①我が国の産業と情報の関わ

りについて、予想や学習計

画を立てたり、学習を振り

返ったりして、学習問題を

追究し、解決しようとして

いる。 

②学習したことを基に、情報

化の進展に伴う産業の発展

や国民生活の向上について

考えようとしている。 

 

４ 単元について 

（１）学習指導要領上の位置付け 

 本小単元は、学習指導要領に第５学年の内容（４）に基づいて設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材について 

児童が「我が国の産業と情報との関わり」について理解できる事例として、大量の販売情報を収集・分析し

て顧客のニーズに合わせたサービスを提供したり、ITを活用して発展したりしている販売業を取り上げる。PO

Ｓレジ情報などの情報を活用しているコンビニエンスストアの事例から紹介し、ＡＩやＩＴを活用しているス

ーパーマーケットを中心事例として扱う。スマートショッピングカートやＡＩカメラによる情報収集の仕方

や、収集した情報の活用の仕方を調べることで、大量の情報や情報通信技術の活用によって産業が発展した

り、国民生活が向上したりしていることを理解できるようにする。 

また、スーパーマーケットの事例を学習した後、衣料品や地域の販売業などの情報活用の具体的様子を調べ

ていく。その際に、児童の興味・関心に応じて事例を選択して調べ、分かったことを共有することで、販売業

における情報活用の現状について理解を広げていけるようにする。 

（２）我が国の産業と情報との関りについて、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項 
を身に付けることができるよう指導する。 

アの(ｲ)：大量の情報や情報通信技術の活用は、様々な産業を発展させ、国民生活を向上させていることを 
理解すること。 

アの(ｳ)：聞き取り調査をしたり映像や新聞などの各種資料で調べたりして、まとめること。 
イの(ｲ)：情報の種類、情報活用の仕方などに着目して、産業における情報活用の現状を捉え、情報を生か 

して発展する産業が国民生活に果たす役割を考え、表現すること。 
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５ 小単元の構想図 

【研究内容１】 
主体的に問いを追究する工
夫に向けて 

 

 

子供の主体的な問題解決の側面から 

過

程 
想定される「問い」 

子供に働かせたい 

見方・考え方 

＜もんだいいしき＞ 

・地域のスクールコーディネータ

ーＴさんのコンビニエンスス

トアの事例を取り上げること

で、情報を活用する販売業への

関心を高める。 

・ＰＯＳレジ導入後に、おにぎり

廃棄数の大幅減少した事実か

ら、その背景にある情報活用へ

の問題意識を高める。 

・最新の情報技術を活用して販売

を進化させようとする人々の

思いや願いに共感させる。 

 

＜みとおす＞ 

・学習計画ボードを掲示し、学習

問題や学習計画を随時確認し、

見通しをもてるようにする。 

 

＜えらぶ＞ 

・スーパーマーケットの事例を学

習した後、さらに調べる事例を

児 童の興味・関心に合わせて

選択できるようにする。 

・調べ方も、教師が作成した資料、

児童による地域調査などから

児童が選択できるようにする。 

 

＜まなびあう＞ 

・事例を選択して調べた情報活用

のひみつを紹介し合うことで、

発見し合うことへの楽しさが

感じられるようにする。 

・未来の販売の様子を想定して、

自分とのつながりのあるテー

マを設定して討論し、情報化社

会の進展への関心を高める。 

  
 
つ
か
む 
 

＜学習問題をつかむ問い＞ 

・なぜおにぎりの売れ残りが減ったのだ

ろう。 

・POS システムはどこで使われている

のだろう。 

・情報を生かすことで、消費者にはどの

ようなよさがあるのだろう。 

 

 

← 

 

 

← 

 

 

情報機器や

販売の様子

の変化に着

目して 

情報機器の

広がりに着

目して 

 

 

→ 

 

 

→ 

 

学習 

問題 
Ｔスーパーマーケットなどの販売業では、 

 

 

 

 

し

ら

べ

る 

 

 

 

 

＜しらべる問い＞ 

・スーパーマーケットでは情報を生かし

どのようなサービスを行っているの

だろう。 

 

 

・スーパーマーケットでは、情報を生か

してどのように商品を管理している

のだろう。 

 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

← 

 

 

  

 

 

情報の種類

に着目して 

 

情報活用の

仕方の進展

に着目して 

 

情報による

つながりに

着目して 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

 

 

 

＜しらべる問い＞ 

・地域の販売店ではどのように情報を活

用しているのだろう。 

ま

と

め

る 

・

つ

な

が

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

・販売業は情報をどのように生かして発

展しているのだろう。 

・販売業が情報を活用することで、人々

の暮らしはどのように変わったのだ

ろう。 

 

 

情報化の進

展に伴う産

業の変化と

国民生活の

向上を関連

付けて考え 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

＜発展やかかわり方を考える問い＞ 

・無人レジが増えていくことは、誰にと

ってもよいことなのだろうか。 

【研究内容３】 

子供の学びを確か

にする評価の工夫 

子供が学びを振り返り、次の学びにいかす 

調べたことを表にまとめて学習問題を振り返り、共通する情報の活用の仕方の理解 

を確かにする。また、学び方カードを活用して問題解決の過程を意識させる。特に、 

選択した事例や調べ方が有効だったか振り返り、次の学習に生かせるようにする。 

【本小単元につながる児童の学習経験】 

前小単元「情報を伝える人々とわたしたち」では、情報をもとに番組制作を行う放送局の人々の取り組みを

通して、放送、新聞などの産業は国民生活に大きな影響を及ぼしていることを理解した。本小単元では、前

小単元の情報と国民生活のつながりという視点を生かし、販売業が大量の情報や情報通信機器を活用し産業

を発展させたり、国民生活の利便性を向上させたりしていることを捉えさせたい。 
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【本小単元で目指す子供像】 

○資料を基に調べ、販売業では様々な情報や情報通信機器を活用し、人々の生活をよりよくしていることを

理解する子供。 

○情報や情報通信機器を活用している様々な販売業の共通点や、情報を生かして発展する産業が国民生活

に果たす役割について考える子供。 

○学習問題の解決の進め方を振り返って、粘り強く取り組み情報化社会の進展に関心をもとうとする子供。 

社会生活の確かな理解の側面から  【研究内容２】 
社会的事象の見方・考え方が働く
学習活動の工夫 

見方・考え方を働

かせる資料 
子供が獲得できるようにしたい知識 

・おにぎりの売

れ残りの変化 

・POSレジｔｐ

ホストＰＣの

写真 

・情報技術の進

展が分かる図

表 

・コンビニエンスストアは POS レジで、消

費者の購入履歴を集め、情報は本部で集

約されて販売に生かしていることで無駄

がない発注ができるようになった。 

・ＰＯＳシステムは様々な店に広がり、スー

パーマーケットなども情報を生かして、

少ない人数で効率よく仕事ができるよう

になった。 

 【経過で見る】 

・情報機器や販売の様子の変化に着

目できるよう、ＰＯＳシステム導

入前と後のおにぎりの売れ残り資

料や販売業の変化の様子を伝える

店の人の話などの資料の読み取り

を行う。 

・情報活用の仕方の進展や効果に着目

できるよう、ショッピングカードや

リテールＡＩなどの資料や映像から

情報を読み取りさせる。 

 

【広がりでみる】 

・ＰＯＳシステムの広がりに着目でき

るよう、コンビニエンスストアやス

ーパーマーケット、衣料品店など

様々な店で新しい情報技術が取り入

れられていることを事例に関する資

料から読み取りをさせる。 

 

【つながりで見る】 

・スーパーマーケットと配送センター

や生産工場とのつながりに着目でき

るよう、商品と情報の流れを図式化

することで相互の関係を視覚的に捉

えられるようにする。 

 

【比較・分類・関連・総合して考え

る】 

・コンビニエンスストアやスーパーマ

ーケット、地域で調べた店の情報活

用の仕方を比較して考え、類似点を

見いだす話し合い活動を設定する。 

・販売業の変化と国民生活の向上を関

連付けて、情報を生かして発展する

販売業が国民生活に果たす役割を考

え話し合う学習活動を設定する。 

どのように情報を活用しているのだろう。 

・スマートショッ

ピングカートの

写真 

・買い物の様子の

動画 

・スマートショッピングカートで、品物や金

額だけでなく、買った順序などの買い物

情報も集め、おすすめ商品を提示する。 

・レジ待ちがなく、キャッシュレスで支払い

ができるなど便利になってきている。 

・店舗運営の仕組

み 

・リテール AIカ

メラの写真 

・情報の流れ図 

・商品がなくなるとAIカメラが知らせる

ので、いつでも商品が棚に並んでいる状

態にできる。 

・消費者がどのように商品を選んでいるか

をみて、品ぞろえに反映させている。 

・衣料品店の情

報活用例 

・飲食的の情報

活用例 

・地域の店の情

報活用例 

・衣料品店では、大量の情報を生かして商品 

を開発して消費者の多様な好み合わせた 

り、ＩＣタグなどを活用して在庫を効率 

よく減らしたりしている。 

・地域の販売店では、たくさんの情報を集め

て、商品を無駄なく管理している。 

スーパーマーケットや衣料品などの販売業は、様々な情報やス
マートショッピングカートなどの機械を生かして、消費者のニ
ーズをつかんだり、消費者のニーズに応えたりして売り上げを
のばしている。また、情報機器を活用することで労働力不足を
補ったり、作業の効率化を図ったりしている。だから、消費者
は、商品の紹介を見たりすることで、より便利で自分のニーズ
に合ったサービスが受けられるようになった。 

有効に情報を活用することで産業が発展し、国民一人一人の暮

らしに合わせたサービスが受けられ、国民生活が便利になって

いく。でも、情報活用には不安もあるから、これからも慎重に

扱っていく必要がある。 

指導と評価の一体化を図る（教師が指導に生かす）評価 

個に応じたノート指導を行う。毎時の学習で分かったことや次の学習に向けて考えたことをノートに記述

させ、毎時間の児童の理解状況を把握し、その時間の児童への指導や次時の指導改善に導に生かす。 
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６ 小単元の指導計画（全７時間） 

過

程 

ねらい 主な学習活動（〇） 評価につながる学習活動（●） 

 問い（◆） 予想される児童の反応（・） 

◎資料  【評価】 

□指導上の留意点 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

① コンビニンススト

アの情報を生かし

て販売の様子が変

化したことを理解

するとともに、販

売業の情報活用に

ついて疑問をも

つ。① 

◆なぜおにぎりの売れ残りが減ったのだろう。 

〇ＰＯＳシステムの活用方法について調べる。 

・これまでの販売データを基に、より正確に売

れる数を予測して発注している。 

・無駄がなくなったから売り上げも伸びた。 

◆ＰＯＳレジはどこで使われているのだろう。 

・様々なお店でＰＯＳレジが使われている。 

◆情報を生かすことで消費者にどのようなよ

さがあるのだろう。 

〇お店にとってのよさと消費者のよさを話し

合って表に整理する。 

・無駄をなくせる。・いつでも商品がある。 

●調べて分かったことや販売業の情報活用に

ついての疑問をノートに書く。 

・POSレジで集めた情報はどこへ行くのか。 

・昔のレジはどうなっていたのか。 

◎POSレジ導入前後のおにぎりの

売れ残り量 

◎コンビニエンスストアの POSシ

ステムの仕組み図 

◎衣料販売店、ドラッグストア、

レストランの POSレジの写真 

◎コンビニエンスストア店長の話 

□情報機器や販売の様子の変化に

着目して疑問がもてるように資

料提示を工夫する。 

【知技①】情報機器とそれに伴う販

売の変化の様子について理解し

ている。（発言・ノート） 

【思考①】情報機器や販売の様子の

変化に着目して、問いを見出し、表

現している。（発言・ノート） 

スーパーマーケ

ットなどの販売

業の情報活用に

ついて学習問題

を設定し、予想を

考え、学習計画を

立てる。② 

②  

◆レジはどのように変わってきたのだろう。 

・レジで様々なことができることが増えた。 

・今よりさらにレジが進化するかもしれない。 

●Ｔスーパーマーケットの情報技術の発展が

分かる図から生まれた疑問を書く。 

〇疑問を発表し合い学習問題をつくる。 

・どのような新しい技術が生まれているのか。 

・集めた情報をどのように活用しているのか。 

 

 

 

●予想を書いて話し合い、学習計画を立てる。 

・情報や情報機器を活用してどのようなサービ

スをしているのだろう。 

・スーパーマーケット以外の販売業ではどのよ

うに情報を活用しているのだろう。 

◎情報技術の発展が分かる図 

◎スーパーマーケットの売り上げ

や店舗数の推移が分かるグラフ 

◎リテール AIレベル 

◎トライアル写真 

【思考①】情報機器や販売の様子の

変化に着目して、問いを見出し、表

現している。（発言・ノート） 

 

 

 

【態度①】販売業の変化や情報活用

の仕方について、予想や学習計画

を立て、学習問題を追究し、解決し

ようとしている。（発言・ノート） 

 

 

 

 

 

調 

 

 

べ 

 

 

る 

 

 

 

 

Ｔスーパーマ―

ケットが情報を

活用してすすめ

ている販売のサ

ービスの様子に

ついて理解する。 

（本時） 

 

 

◆スーパーマーケットでは情報を生かしどの

ようなサービスを行っているのだろう。 

・ＰＯＳレジやショッピングカートを活用し、

情報を集めたりサービスを行ったりしてい

るだろう。 

○スーパーマーケットの情報を活用したスマ

ートショッピングカートの様子について資

料から読み取り、気付いたことを話し合う。 

・タブレットをついていて、客にあったクーポ

ンやおすすめの商品を紹介している。 

・ゲートを通るだけで支払いが完了する。 

○情報や情報技術を活用することで、スーパー

マーケットと消費者には、それぞれどのよう

な良さがあるのだろうかを考え、話し合う。 

・スーパーマーケットは少ない人数で店を運営

できる。 

◎スマートショッピングカートの写

真と文書資料 

◎スマートショッピングカートで買

い物する動画 

 

□教師が用意した資料を調べ終わ

った児童は、自分のタブレットや

教室に設置している書籍などで、

さらに調べるよう伝える。 

 

□スマートショッピングカートの

各機能だけでなく、スマートショ

ッピングカート全体がどのよう

な役割を果たしているか考えさ

せる。 

 

Tスーパーマーケットなどの販売業では、どのように情報を活用しているのだろう。 
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・レジに並ばなくていいので、時間短縮できる。 

●本時の問いについてまとめをノートに書く。 

・Ｔスーパーマーケットでは、情報を生かす

スマートショッピングカートを導入してい

る。それにより、少ない人数で店が運営し

たり消費者の利便性を高めたりしている。 

□「リテール」（小売り）など難しい

言葉について適宜補足する。 

【知技①】必要な資料から読み取っ

て調べ、Ｔスーパーマーケットの

情報活用の現状について理解して

いる。（発言・ノート） 

Ｔスーパーマー

ケットの、情報を

活用した商品管

理や店舗運営の

様子やＴスーパ

ーマーケット広

報部長の願いに

ついて理解する。 

④ 

◆Ｔスーパーマーケットでは、情報を生かして

どのように商品管理をしているのだろう。 

〇Ｔスーパーマーケットの情報を活用した商

品管理の様子について資料から読み取り、気

付いたことを話し合う。 

・客の好みを把握し、商品を置いている。 

・商品がなくなるとバックヤードにアラートを

出し、欠品がないようにしている。 

〇Ｔスーパーマーケット広報部長に聞き取り

をして考えたことを話し合う。 

●Ｔスーパーマーケットの情報収集や情報活

用の様子について表にまとめる。 

・商品がなくなるとAIカメラが知らせるの

で、いつでも商品が棚に並んでいる状態に

できる。消費者がどのように商品を選んで

いるかをみて品ぞろえに反映させている。 

◎商品管理の仕組みの資料 
◎リテール AIカメラの写真 
◎情報と物の流れが分かる流れ図 
 
□情報や情報機器を活用した商品
管理の仕組みのメリットに着目
できるように資料提示を行う。 

 
□情報を活用して販売の工夫をす
すめてきた理由について電子メ
ールまたは動画中継により聞き
取り調査を行う。 

 
【知技①】必要な資料から読み取っ
て調べ、Ｔスーパーマーケットの
情報活用の現状やその目的につい
て理解している。（発言・ノート） 

Ｔスーパーマー

ケット以外の販

売店ではどのよ

うに情報を生か

しているか調べ、

様々な販売業の

情報活用につい

て理解する。⑤ 

（家庭学習含） 

◆Ｔスーパーマーケット以外の販売店では、ど

のように情報を生かしているのだろう。 

〇他の販売業の情報活用の様子について、見学

調査したり、資料を収集して調べたりしたこ

とを発表し合う。 

・衣料品の販売業では、ICタグを付けて商品の

管理を行っている。 

・飲食業では、情報を活用して客の人数や売り

上げを予想している。 

・地域の販売業では、過去の販売データを使っ

て無駄をなくしている。 

〇それぞれの販売店の情報活用の特長を見つ

け、話し合う。 

●分かったことを整理し、他の販売業の情報収

集・活用の様子について図に整理する。 

・情報を活用することで、客を待たせないよう

にしたり、無駄をなくしたりしている。 

◎衣料品販売業の情報活用 

◎伊勢市の飲食店の情報活用 

◎地域のコンビニエンスストアの

情報活用 

□家庭学習において、選択した販売

店の情報活用について調べ、Ｔス

ーパーマーケットの情報収集や

情報活用の様子をまとめた表に

分かったことを整理しておく。 

□写真やインタビューの言葉など

根拠を示しながら発表させ、それ

ぞれの販売店の情報活用の様子

を確かめ合う。 

【知技①】必要な資料を集めたり読

み取ったりして調べ、様々な販売

店における情報活用の現状やサー

ビスの向上について理解してい

る。（発言・ノート） 

ま 

 

 

と 

 

 

め 

 

 

る 

販売業で活用さ
れている情報や
情報機器につい
て整理した表を
基に、販売業に
共通する情報活
の仕方や情報を
どのように生か
した販売業の 
発展について考 
える。⑥ 
 

◆販売業は情報をどのように生かして発展し 
ているのだろう。 

〇販売店の情報活用の様子を整理した表の内

容を確かめ合い、共通点について話し合う。 

◆販売店が情報を活用することで、人々のくら
しはどのように変わったのだろう。 

・消費者のニーズにより合わせた販売ができる
ようになった。 

・働く人が少なく困っていたが、情報機器を活
用することで解消できた。 

・効率化や省人化がすすみ、お客さんへのサー
ビスに人の仕事を集中できるようになった。 

◎これまでに学習で活用してきた

様々な資料 

◎調べたことをまとめた表 

□整理した表を基に、販売店の情報

活用についての類似点を見つけ

合う。 

□情報機器の進展や情報活の仕方

と消費者のメリットを関連付け

て、販売業の発展について考え

る。 
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【思考②】情報化の進展に伴う産業

の変化や発展と国民生活の向上を

関連付けて、情報を生かして発展

する産業が国民生活に果たす役割

を考え、適切に表現している。（発

言・ノート・表） 

【知技②】調べたことをまとめ、大量

の情報や情報通信技術の活用は、

販売業を発展させ、国民生活を向

上させていることを理解してい

る。（発言・ノート・表） 

 

 

 

 

 

 

 

学習したことを
基に、無人コンビ
ニの賛否を考え
ることを通して、
これからの情報
活用について考
えたことを意見
文にまとめる。 
⑦ 
 
 
 
 
 

〇無人コンビニの様子や売り上げの推移を見
て気付いたことを話し合う。 

◆無人コンビニは社会に広まっていくのだろ
うか。 

〇根拠を示して話し合う。 
・レジ待ちがなく時間が節約できるので広まる 
・困った時に店員がいないと心配だから広まら
ない。 

●これからの社会でどのように情報を活用さ
れていくべきか考えて意見文を書く。 

・情報を活用することで、国民一人一人の暮ら
しに合わせたサービスが受けられるように
なってほしい。 

・情報を活用することで産業が発展し、国民生
活が便利になる一方で、情報活用に不安をも
つ人もいる。国民一人一人の意見を大切にし
ながら、情報を活用することが大切だ。 

◎無人コンビニの写真 
◎無人コンビニの売り上げの推移
や有人コンビニとの比較 

□自分の立場を明確にし、尺度図に
ネームプレートを位置付ける。 

□発言する際には、学習してきたこ
とや資料を根拠に理由を説明で
きるようにして討論を進める。 

□グループでミニ討論をしたあと
に、立場の変更を確認する。 

□学級全体で討論した後に、自分の
最終的な考えを意見文としてま
とめる。 

【態度②】学習したことを基に、情
報化の進展に伴う産業の発展や
国民生活の向上について考えよ
うとしている。（発言・ノート） 

スーパーマーケットや衣料品などの販売

業は、様々な情報やスマートショッピン

グカートなどの機械を生かして、消費者

のニーズをつかんだり、ニーズに応えた

りして売り上げをのばしている。また、

情報機器を活用することで労働力不足を

補ったり、作業の効率化を図ったりして

いる。消費者は、商品の紹介を見たりす

ることで、より便利で自分のニーズに合 

ったサービスが受けられるようになった。 
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７ 本時の学習 （３／７）      

（１）本時のねらい  

スーパーマーケットの情報や情報技術を活用したサービスの様子について理解する。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・児童の予想される反応  ◎資料 【評価】 □教師の手立て 

導
入
（
５
） 

 

 

 

 

○スーパーマーケットでは、情報を生かしどのようなサ

ービスを行っているか予想する。 

・POSレジを活用して、おすすめの商品を伝えている。 

・AIが店の案内をする。 

 

 

 

◎前時の学習の資料やノート 

□POSレジを想起させ、店や消費者の利

便性を高めるようサービスを行って

いることを予想させる。 

自
分
タ
イ
ム
（
１
５
） 

○スマートショッピングカートの機能について調べる。 

・タブレットが付いていて、客に合ったクーポンやおすす

めの商品を紹介する。 

・客がバーコードをスキャンさせると自動的に買った金額

が合計されていく。 

・スマートショッピングカートについているバーコードを

ゲートが読み取るので、ゲートを通るだけで支払いが完

了する。 

◎スマートショッピングカートの説明 

◎スマートショッピングカートを紹介し

た映像 

□教師が用意した資料を調べ終わった

児童は、自分のタブレットや教室に設

置している書籍などで、さらに調べる

よう伝える。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

（
１
０
） 

 

○スマートショッピングカートの機能について分かった

ことを伝え合う。 

・スマートショッピングカート自体がセルフレジになって

いる。 

・スーパーマーケットの売りたい商品が情報としてやり取

りされている。 

 

□根拠となる情報を示して話し合うよ

うにする。 

□スマートショッピングカートの機能

だけでなく、スマートショッピングカ

ート全体がどのような役割を果たし

ているか考えさせる。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ
（
１
０
） 

 

○情報や情報技術を活用することで、スーパーマーケット

と消費者にとってどのようなよさがあるか話し合う。 

・スーパーマーケットは少ない人数で店を運営できる。 

・消費者は自分に合った買い物ができる。 

・レジに並ばなくていいので、時間が短縮できる。 

□スマートショッピングカートの活用

が「効率化」「省人化」「多様なニーズ

にこたえる」「時間短縮」につながるこ

とを捉えさせる。 

ま
と
め
る
（
５
） 

○本時のまとめを書く。 

 

【知技①】スーパーマーケットの情報活

用の現状について、必要な資料から読み

取り、理解している。（発言・ノート） 

□本時のまとめを終えた児童から、次時

の学習に向けて考えたことをノート

に記入させる。 

（３）本時の板書計画 

 

 

 

【予想】   【自分タイム】【みんなタイム】 

  

 

 

 

 

問いスーパーマーケットでは、情報を生かしてどのようなサービスをしているのだろう。 

 

 

情報を活用したスマートショッピングカートを導入することで消費者の利便

性や、店側の効率性を高めたりしている。 

 
 

まとめ 

スーパーマーケットでは、情報を生かしてどのようなサービスをしているのだろう。 

スーパーマーケットでは、情報を生かしてスマート

ショッピングカートを導入している。それにより、

少ない人数で店が運営したり、消費者の利便性を高

めたりしている。 

・おすすめの商品 

・AIによる案内 

・無人レジ 

・タブレット活用 

・ポイントカード 

 

スマートショッピングカート 

 

写真 

カート自体がセ

ルフレジ タブレット 

・会計 

・クーポン ・通ると決済 

・レジ待ち無し 

スーパーマーケット 

・少ない店員で運営 

・客により合わせたサービス 

→ 売り上げ増加 

消費者 

・買い物時間の短縮 

・自分に合った商品を買う

ことができる 
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８ 参考資料 

第 7時 情報活用の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7時 社会の変化・課題 
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９ 学習の実際  下線部は目指す児童像に迫る記述 

 ○主な学習活動 

◆問い【】評価規準 

観察対象児童の学習記録 教師による考察 

Ａ児 Ｂ児 

1

時 

１ 

時 

◆なぜおにぎりの売

れ残りが減ったの

だろう。 

○店員の話で調べる。 

〇ＰＯＳシステムの

活用方法について

調べる。 

◆情報はどこに行く

のだろう。 

◆情報を何に使って

いるのだろう。 

◆ＰＯＳレジはどこ

で使われているの

だろう。 

〇振り返りを書く。 

【知技①】【態度①】 

 

・本部が集めたＰＯＳ

レジの情報を参考

に、店に合わせて仕

入れや残りの量を予

測して発注している

ことが分かった。 

 

・情報は年齢に合わせ

た品ぞろえや宣伝に

使われていることも

分かった。 

・ＰＯＳレジはスーパ

ー、本屋、薬局でも使

われている。 

・ＰＯＳレジの情報の

よさや情報の使われ

方、問題点をこれか

ら調べたい。 

・ＰＯＳレジの情報をも

とに発注の仕方を変

え、おにぎりの売れ残

りを減らしたことが分

かった。 

 

 

・情報は本部に集めら

れ、商品の売れ行きの

予測や発注に生かされ

ていることが分かっ

た。 

 

 

・ＰＯＳレジの情報が品

ぞろえや宣伝以外に何

に活用されているか知

りたい。 

・情報機器の進展と販売の様子

の変化との関係性を捉えるこ

とができた。ＰＯＳシステム

導入前後の比較は有効だっ

た。 

 

 

・ＰＯＳレジによって得られた

情報の活用が見えにくかった

ので、情報の流れを図で示し

補足した。 

・ＰＯＳレジで情報を集める利

点や具体的な情報の活用方法

を調べる見通しをもつことが

できた。 

 

 

 

２ 

時 

◆レジはどのように

変わってきたのだ

ろう。 

○レジの変化を調べ

る。 

◆売り上げを高める

ためにどのように

情報を活用してい

るのだろう。 

〇疑問を発表し合い

学習問題をつくる。 

Tスーパーマーケッ

トなどの販売業で

は、どのように情報

を活用しているのだ

ろう。 

○学習計画を立てる。 

・情報の活用 

① トライアル 

② 他のお店 

③ これからの社会 

【思考①】【態度①】 

・機械式→電子式→Ｐ

ＯＳレジ→ミニセル

フレジと変わってき

た。 

・ロボットやカメラを

使っているかもしれ

ない。 

・トライアルの今とこ

れからの情報活用の

仕方や昔から今にか

けての変化を調べた

い。 

・今日は周りの人と話

し合いながら学習計

画を立てたり順番を

決めたりすることが

できた。私は情報を

生かした産業をあま

り知らないので学習

計画の２つ目の問い

に興味があります。 

・機械式レジから電子式

レジ、POS レジなどに

なっていって手間が省

けてとても使いやすく

なった。セルフレジは、

店員さんの手間も省け

てさらに使いやすい。 

・郊外の店舗は自動車を

利用している人が多い

という情報をもとに駐

車場を広くしている。 

・この単元を学習する前

は、コンビニやネット

通販のことしか知らな

かったけれど、POS レ

ジなどを調べてたくさ

んの疑問が出たので、

学習問題を立てられま

した。たくさん予想も

できたので学習計画も

立てられた。 

・レジの歴史のイラスト資料や

セルフレジの模型を用意して

児童に使用させたことでレジ

の変化に着目し関心が高まっ

た。 

・情報活用に関する用語が難し

かったので、用語解説ボード

を掲示した。 

・資料からトライアルのAI活用

レベルを知り、現在や今後の

具体的な情報活用の仕方の進

展に着目した疑問をもてた。 

・トライアル以外のお店の情報

活用にも疑問が広がった。3年

生の地域の販売の学習経験が

つながっている。 

3

時 

 

３ 

時 

◆スーパーマーケッ

トではどのように

情報を活用してい

るのだろう。 

○動画や文章資料で

調べて話し合う。 

○情報を活用する良

・タブレットでスキャ

ンしてレジ待ちしな

いし、クーポンやお

すすめ商品が出る。

現金のかわりにカー

ドで買い物できる。 

・消費者はレジ待ちせ

・情報を活用すること

で、消費者は自分が買

った商品に関連する商

品の紹介を受けられ

る。経営者は人件費を

抑えたり、消費者一人

一人のニーズに合った

・動画を視聴したことで、スマ

ートショッピングカートの機

能を捉えることができた。本

単元では見えない情報の流れ

や情報活用の利点を理解する

のに動画が有効であった。経

営者と消費者の立場から目的

83



さを経営者と消費

者の立場から話し

合う。 

○振り返りを書く。 

【知技①】 

ずにかごと家に帰る

ことができる。レジ

の人がいないので人

件費の節約になる。 

・トライアルでは、AI

など最新技術を駆使

しながら、経営者に

とっても消費者にと

ってもよい点のある

システムを作って情

報を活用している。 

商品をすすめたりする

ことで売り上げを伸ば

すことができる 

・トライアルではスマー

トショッピングカート

などの最新の技術を導

入して人件費を抑えた

り、商品の売り上げを

伸ばしたりしている。 

や良さを確かめ合う活動は情

報機器の進展や情報活用の意

味を理解するうえで有効な手

立てであった。 

4

時 

 

４

時 

◆Ｔスーパーマーケ

ットでは、どのよう

に情報を活用して

いるのだろう。 

○動画や文章資料で

調べて話し合う。 

○情報を活用する良

さを経営者と消費

者の立場から話し

合う。 

○スーパーマーケッ

トの情報収集や情報

活用の様子を表にま

とめる。 

【知技①】 

・買うまでの行動や売

れ行きを分析し、欠

品や売れ残りを防

ぐ。 

・いつ欠品したか分析

し、従業員の負担を

軽くしている。 

・トライアルではスマ

ートショッピングカ

ートのほかにもリテ

ール AI カメラなど

様々なシステムを使

って、完全無人化店

舗に向けていろいろ

な情報を生かしてい

る。 

 

・来店客の動きの情報か

ら、客の好みやどのコ

ーナーに行ったのかを

つかむ。 

・情報は本社に送るが必

要なければ消すこと

で、個人情報の保護や

常に情報を最新のもの

にしている。 

・トライアルではAIなど

を活用して、お客さん

の顔や手に取った商品

などを記録して商品の

在庫情報の確認や万引

き防止につなげてい

る。また、AIを活用す

ることによって、店員

の負担や食品ロスを減

らしている。 

・動画を視聴したことで、リテ

ール AI カメラの機能を捉え

ることができた。 

・前時と授業展開が似ていたた

め、児童が活動にスムーズに

取り組めた。 

・動画視聴・タブレットによる

検索・本による調べ学習と児

童が自分に合った方法で追及

できるようにしたことで、自

ら進んで調べる姿がみられ

た。 

 

5

時 

 

５ 

時 

◆Ｔスーパーマーケ

ット以外の販売店

では、どのように

情報を生かしてい

るのだろう。 

〇他の販売業の情報

活用の様子につい

て、見学調査した

り、資料を収集して

調べたりしたこと

を発表し合う。 

〇それぞれの販売店

の情報活用の特長

を見つけ、話し合

う。 

○分かったことを整

理し、他の販売業の

情報収集・活用の様

子について図に整

理する。 

【知技①】 

・ユニクロや GUでは、

商品を置くだけで会

計できるようになっ

た。機械式レジから

POS レジまでのよう

にどんどん進化して

使いやすくなってい

った。 

・RFID タグを導入した

ことで時間を大幅に

短縮することがで

き、レジ待ちを減ら

せた。 

・トライアル以外の販

売業では、トライア

ルのように客情報な

どを活用して売り上

げを伸ばしたり、食

品ロスを削減したり

している。 

・ユニクロやGUでは商品

に RFID タグを使うこ

とで店員の在庫管理が

楽になった。 

・客にアプリに登録して

もらうい買った服の種

類や数の 

・トライアル等の情報や

機械を活用している販

売業では、客が過去に

買った商品の情報やど

んな物を好むか、客の

不満などの情報を商品

開発や買い物が便利に

なるように活用してい

る。しかし、機械をた

くさん活用しているの

で点検も必要で、故障

した時には莫大な費用

がかかる。 

・衣料品店、飲食店、小売店か  

 ら選んで調べることで児童の

追及の意欲を高めることがで

きた。また、販売業について

幅広く調べることで、集めて

いる情報の種類や情報活用の

仕方についての共通点が明確

になった。 

・それぞれの販売業について教

員が調べる資料を作成し、ま

ずその資料を調べるようにし

たことで発表の際に共通の資

料をもとに話し合うことがで

きた。 
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6

時 

 

６ 

時 

 

 

◆販売業は情報をど

のように生かして

発展しているのだ

ろう。 

〇販売店の情報活用

の様子を整理した

表の内容を確かめ

合い、共通点につい

て話し合う。 

◆販売店が情報を活

用することで、人々

のくらしはどのよ

うに変わったのだ

ろう。 

○学習問題に対する

自分の考えをまと

める。 

【思考②】 

・買い物が効率的にな

り、客が時間を有効

活用できるといった

共通点がある。 

・スーパーなどの販売

業ではアプリやカー

ドで客の動きや売れ

行きなどを集め、売

り上げ予測や食品ロ

スの削減に役立てて

いる。一方で、機械で

は緊急時に対応でき

ないなどの課題もた

くさん抱えている。

また、これによって

消費者側も買い物が

効率的になったなど

生活が変化してい

る。 

・販売業が情報を活用す

ることで、人同士の接

客が減ったり、店員の

仕事が減り給料も下が

ったりした。また、買

い物の時間短縮や手間

を省くことができるよ

うになった。 

・スーパーマーケットな

どの販売業では、情報

を人々の生活がより良

いものになるように工

夫して活用して、売り

上げや店舗数を伸ばす

だけでなく、店員の手

間や時間が省けるよう

になった。また、客の

生活がよりよいものに

なった。だが、店員の

給料が減り、情報活用

はいいことばかりでは

ない。 

・図に整理することで、様々な

販売業の情報収集や情報活用

の様子を比較しやすくなっ

た。 

・比較する視点（集めている情

報、情報活用の仕方、受けら

れるサービス、生活の変化、

課題）を明確にしたことで、

それぞれの視点で比較しやす

くなった。 

7

時 

 

７ 

時 

◆無人コンビニは社

会に広まっていく

のだろうか。 

●これからの社会で

どのように情報を

活用されていくべ

きか考えて意見文

を書く。 

【思考②】 

・二人で金額を半分ず

つ払うなどできない

ことも増えるので、

全て無人コンビニに

なるのは難しいと思

う。でも、現金の盗難

が無くなるなど良い

点もあるので有人と

無人が半々くらいに

なると思います。 

・機械や AIの長所を生

かし、短所は人間が

補っていくことで機

械と人間が協力し課

題を解決して最終的

には誰もが効率的に

利用できるように情

報を活用していくの

がいいと思う。 

・ガラケーが苦手な人、

現金が使えない、点検

が必要等のデメリット

が多いから社会に広ま

っていかないと思う。 

・お客さんなどの消費者

にはスマホや機械が得

意という人だけでな

く、スマホを持ってい

ないお年寄りや機械が

苦手な人もいるから情

報を活用するのもいい

けれどその時に誰もが

使えるようなシステム

にすればいいと思う。 

・無人コンビニの長所・短所に

ついて例示したことで、児童

がイメージをつかむことがで

き、自分の考えをもつうえで

有効であった。 

・ポジショニングの機能を使う

ことで、自分の立場をはっき

りさせることができた。また、

それぞれの児童のコメントも

見ることができ、考えを広げ

るために有効であった。 
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          [スーパーマーケットの情報活用が分かる映像を見る様子] 

考察 

 高学年では「社会とつながり未来を創ろうとする子供」を目指す児童像としている。 

B児は第６時で「スーパーマーケットなどの販売業では、情報を人々の生活がより良いものになるように工夫し

て活用して、売り上げや店舗数を伸ばすだけでなく、店員の手間や時間が省けるようになった。また、客の生活

がよりよいものになった。」と記述している。この記述より、販売業の情報活用の様子について調べたり、表に整

理したりすることを通して、販売業が情報を活用することで人々の生活をよくしていることを理解していると考

えられる。 

 A児は第６時で、「買い物が効率的になり、客が時間を有効活用できるといった共通点がある。」と記述してい

る。このことより、販売業の共通点に気が付いていると考えられる。また、「スーパーなどの販売業ではアプリや

カードで客の動きや売れ行きなどを集め、売り上げ予測や食品ロスの削減に役立てている。これによって消費者

側も買い物が効率的になったなど生活が変化している。」との記述から、情報を生かして発展する産業が国民生活

に果たす役割について自分なりに考えていると判断できる。 

 A児は第 3時で「今日は周りの人と話し合いながら学習計画を立てたり順番を決めたりすることができた。私は

情報を生かした産業をあまり知らないので学習計画の２つ目の問いに興味があります。」と記述している。この記

述より、学習問題の解決の進め方を振り返り、調べる見通しをもち情報化の進展に興味をもちながら学習を進め

ようとしていると考えられる。 

 

・目指す児童像の実現の背景にある指導のポイントが以下の 2点である。 

① 単元のねらいを達成するために教材開発を行い実社会の状況を踏まえた教材を提示することで、情報を活用し

て発展する産業について児童が意欲的に考えることにつながった。 

② 調べたことを整理した表を活用することで、児童が販売業における情報活用について比較・分析し、活用して

いる情報の種類や国民生活への影響について考える際の手立てとなった。 
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第６学年 社会科学習指導案 
令和３年６月１８日 

６年１組３２名 

授業者 坪田 真尚 

 

１ 小単元名 「大陸に学んだ国づくり」（７時間） 

 

２ 小単元の目標 

我が国の歴史的事象について、大陸文化の摂取、大化の改新、大仏造営を手掛かりに、世の中の様子、人物の働き

や代表的な文化遺産などに着目して、文化財や地図、年表などの資料で調べて関連付けたり、総合したりして、この

頃の世の中の様子について考え、表現することを通して、天皇を中心とした政治が確立されたことを理解できるよう

にするとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

 

３ 小単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 世の中の様子、人物の働きや代

表的な文化遺産などについて、

遺跡や文化財、地図や年表など

の資料で調べ、必要な情報を集

め、読み取り、大陸文化の摂取、

大化の改新、大仏造営の様子を

理解している。 

② 調べたことを関連図や文などに

まとめ、天皇を中心とした政治

が確立されたことを理解してい

る。 

① 世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目して、問いを

見いだし、大陸文化の摂取、大化の改

新、大仏造営の様子について考え、表

現している。 

② 大陸文化の摂取、大化の改新、大仏造

営の様子を関連付けたり総合したり

して、この頃の世の中の様子を考え、

適切に表現している。 

① 大陸文化の摂取、大化の改

新、大仏造営の様子につい

て、予想や学習計画を立て

たり、学習を振り返ったり

して、学習問題を追究し、解

決しようとしている。 

 

４ 小単元について 

（１）学習指導要領上の位置付け 

 本単元は、学習指導要領に第６学年の内容（２）に基づいて設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材について 

 当時の政治にかかわる人々が大陸文化を取り入れ、天皇中心の国づくりが進められたことを捉えることをねらいと

している小単元である。この教材には、苦労して大陸に渡る人々や、多くの偉業を成し遂げた歴史上の人物などが多

く登場する。そのため、人物の働きや努力などの事象や人々の相互関係に着目させることが重要になる。 

 本実践では、これらの見方に加え、大陸と日本の地図を活用した空間的な見方、何度も努力が繰り返されたことの

わかる年表を活用した時間的な見方を合わせ、関連させて考えることで「なぜこれほどまでの苦労をして大陸文化を

学ぶのか」「どのようなことを学びたいのか」そして「学んだことをどのように国づくりに生かしたいのか」という児

童の問いを見出せるようにし、児童が主体的に問いを追究することができるようにする。 

 また、聖徳太子が苦労して大陸文化を取り入れようとする姿、それを引き継ごうとする中大兄皇子と中臣鎌足、さ

らに力を全国に広める聖武天皇、それを支える小野妹子、鑑真、行基の働きに着目して調べることで、当時の人々に

は天皇中心の国づくりを進めたいという共通の願いがあることが捉えられる。それらの願いを実現するために多くの

人々が努力をする姿、成し遂げる姿に尊敬の念を抱いたり、共感したりしながら児童が学べるようにしたい。 

 

（２）我が国歴史上の主な事象について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。 

アの（イ）：大陸文化の摂取、大家の改新、大仏造営の様子を手掛かりに、天皇を中心とした政治が確立されたこ

とを理解すること 

アの（シ）：遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べ、まとめること 

アの（ア）：世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、我が国の歴史上の主な事象を捉え、

我が国の歴史の展開を考えるとともに、歴史を学ぶ意味を考え、表現すること 
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５ 単元構想 

【本単元につながる児童の学習経験】 

前小単元「国づくりへの歩み」では、想像図から人々の生活の様子、写真資料や地図から古墳の出現と広がりや大

和朝廷の支配の広がりなどを読み取る活動を行ってきた。縄文時代の様子と古墳時代の様子を比較し、大きく世の

中社会が変わったそして、調べたことを比較したり関連付けたりして、豪族による支配が広がり、人々の生活が変

化していったことを理解した。 

【研究内容１】 
主体的に問いを追究する工
夫 

 

 

子供の主体的な問題解決の側面から 

過

程 
想定される「問い」 

子供に働かせたい 

見方・考え方 

ア問題意識と追究意欲を高める。 

命を落しかねない厳しい中国に

向かう船上の遣唐使の気持ちを

想像させることで、遣唐使の使命

や目的について共感的に問題意

識を高める。 

イ追究の見通しがもてる 

人物の取組をまとめた年表や前

小単元の学び方カードを手掛か

りに学習問題の解決の見通しを

もてるようにする。 

ウ振り返りを次につなげる。 

一単位時間の終わりに、まとめに

加えて疑問や次時の予想などを

書かせることで連続性のある学

習にする。 

エ学習計画に照らして振り返る。 

学習問題や学習計画に照らし合

わせて追究結果や追究方法を振

り返ることで学習問題の解決に

向けて粘り強く取り組めるよう

にする。 

オ問題意識と追究意欲を高める。 

大仏の手の実物大の資料と児童

自身の手の大きさを比較する活

動を通して天皇の力の大きさへ

の追究意欲を高める。 

カ学習問題の解決を確かめ合う。 

調べる段階を振り返り、調べ足り

ないことはないか、どのようにま

とめるかについて集団の見通し

をもつ時間を設ける。 

キ単元での成長を自覚する。 

学び方カードの記入を通して身

につけた学び方や次の単元への

活用について意識させる。 

  
 
つ
か
む 
 

＜学習問題をつかむ問い＞ 

人々は何のために命がけで中国を目指し

たのだろうか。 

・政治や文化を学ぶためでは？ 

・大陸の文化や政治で国内を安定させる

ためでは？ 

 

← 

 

 

遣唐使の目

的に着目し

て 

 

→ 

 

学習 

問題 
大和朝廷は大陸からどのようなことを学び 

 

 

 

 

 

 

 

し

ら

べ

る 

 

 

 

 

＜しらべる問い＞ 

聖徳太子はどのような国づくりをしたの

だろうか。 

・天皇家の力を強くするための政治をし

たのでは？ 

・豪族を弱める政治をするのでは？ 

 

← 

 

 

 

 

← 

 

 

 

 

← 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

← 

聖徳太子の

働きに着目

して 

 

 

中大兄皇子

と中臣鎌足

の働きに着

目して 

 

聖武天皇の

働きに着目

して 

天皇の支配

の広がりに

着目して 

 

外国との関

わりに着目

して 

 

→ 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

 

→ 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

＜しらべる問い＞ 

二人はどのような国づくりをしたのだろ

うか。 

・太子の思いを引き継いだのでは？ 

・天皇を助ける政治をしたのでは？ 

＜しらべる問い＞ 

聖武天皇はどのような国づくりをしたの

だろうか。 

・三人の人物の思いを継いだのは？ 

・天皇の力をより強くしたのでは？ 

＜しらべる問い＞ 

大陸との交流をすることでどのようなも

のが伝わったのだろうか。 

・外国の道具が増えたのでは？ 

 

ま

と

め

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

この時代に活躍した人々はどのような国

づくりを目指していたのだろうか。 

・聖徳太子、中大兄皇子、中臣鎌足、聖武

天皇の願いは同じなのでは？ 

どのような時代に変わったのだろう。 

歴史的事象

を関連付け

て 

前の時代の

社会の様子

と比較して 

 

→ 

 

 

→ 

社会とつながり 

未来を創る子供 

天皇の力を強くするために、聖徳太子などの多くの人々が中国から学びさ

まざまな仕組みを作ってきた。その努力の結果、天皇中心の国づくりを進

めることができた。さらに、聖武天皇の大仏造営から天皇の力が全国へと 
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社会生活の確かな理解の側面から  【研究内容２】 
見方・考え方が働く学習活動の工
夫 

見方・考え方を

働かせる資料 
子供が獲得できるようにしたい知識 

・遣唐使派遣

の想像図 

・遣唐使の派

遣年表 

 

大変な苦労をしてこの頃の人々は遣唐使を唐

に派遣し、政治の仕組みなど大陸文化を積極的

に摂取しようとした。 

 ア遣唐使を時間的・空間的に捉える。 

地図から中国との位置関係や距離、年

表から 250年以上もの間に繰り返し遣

唐使が送られたことに着目して調べ

る。 

 

イ遣唐使の目的に着目する。 

遣唐使の気持ちを想像して吹き出しに

書き話し合う。 

 

ウ優先順位を比較して考える。 

学習問題の解決に必要な問いと理由に

ついて話し合い、優先順位を考えて学

級の学習計画を作成する。 

 

エ人物の働きに着目する。 

資料から必要な情報を読み取り、人物

の業績や願いについて調べる。 

 

オ天皇の力の広がりに着目する。 

都に運ばれた生産物や木簡などの税を

集める仕組みを資料から読み取る活動

や、大仏の材料の産出地の地図を活用

して調べる活動を工夫する。 

 

カ中国とのつながりに着目する。 

日本の政治や文化に大きな影響を与え

た唐（中国）とのつながりが捉えられ

るよう、大陸の文化が運ばれてきたシ

ルクロードの地図を読み取る 

 

キ歴史の展開を考える。 

人物の働きを関連付けて考えることが

できるよう関連を図式化する活動や、

前単元での世の中の様子と比較して考

える。 

どのように生かしたのだろうか。 

・冠位十二階 

・十七条の憲法 

聖徳太子は、仏教を重んじて法隆寺を建立した

り、小野妹子を遣隋使として中国に派遣したり

して大陸文化を積極的に摂取し、天皇中心の国

をつくるために、冠位十二階や十七条の憲法な

どの政治の仕組みを整えた。 

・平城京の写真 

・都に運ばれた

生産物と日数

の地図 

中大兄皇子と中臣鎌足は、大化の改新という政

治の改革を行い、土地や人民を天皇が治めたり、

税を集めたりする政治の仕組みを整え、天皇中

心の新しい国づくりを進めた。 

・聖武天皇の命

令 

・大仏の材料の

産出地地図 

聖武天皇は、行基らの協力により国家的な大事

業として東大寺の大仏や国分寺をつくり、仏教

の力をかりて国を守ろうとした。このころには

天皇中心の政治が都だけでなく広く全国に及ん

だ。 

・アジアの 

品々 

・日本と関あの

つながりを示

す地図 

聖武天皇は遣唐使を中国におくり、その願いに

より鑑真が来日して仏教の発展に大きな役割を

果たしたり、大陸の文化が渡ってきたりして、

当時の宝物は今でも正倉院で保管されている。 

有力な豪族が日本各地を治め、大和朝廷の力が地方まで及び始めて

いた世の中から、飛鳥時代から奈良時代にかけては、聖徳太子、中

大兄皇子、中臣鎌足、聖武天皇などの人物の働きにより、唐から政

治の仕組みや仏教などの文化を取り入れ、天皇中心の国づくりを進

め、聖武天皇の頃には天皇の力が全国に及ぶような世の中になっ

た。 

広がったことがわかった。そして、この頃天皇中心としてまとまった

日本が現在の日本につながっていることや、多くの人々が共通の願い

をもち、努力していることがすばらしいと感じた。 

社会とつながり 

未来を創る子供 

【研究内容３】子供の学びを確かにする評価の工夫 

ア学び方カードの活用 

主体的に追究する姿に照らして自身の学び方を振り返り、問題解決的な学習の進め方を自覚する。また、学習

段階ごとに自身の学び方を振り返る機会を設け、次の段階に進めるかを判断して学習を進める。 

イ教師が学習状況を見取り指導に生かす 

毎時間のノートのまとめや振り返りを見取り、変容を価値づけたり次の指導方法を改善したりする。 
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６ 小単元の指導計画（全７時間 ）  

過

程 

ねらい 

（数字は時数） 

主な学習活動（○）  問い（♦） 

予想される児童の反応（・） 

◎資料  【評価】  

□指導上の留意点 

つ

か

む 

遣唐使の派遣

に着目し、大陸

の文化と日本

の国づくりに

ついての学習

問題をつくり、

学習の見通し

を立てる。 

（本時） 

① 

○遣隋使の船が航行する様子の絵から、苦労をして

渡航していることを捉える。 

○地図、年表から大変な苦労をして遣唐使が派遣さ

れていることを読み取り、当時の人々の気持ち

を吹き出しで記入する。 

〇遣唐使が持ち帰った物を写真資料、教科書で読み

取る。 

○資料を基にして学習問題を作る。 

・これほど苦労して持ち帰った巻物に巻物には何

が書いてあるのだろうか。 

・学んだことと天皇家の力はどのようにつながる

のだろうか。 

 

 

 

◎朝廷の命令で中国へと向かう遣唐使

船（想像図） 

◎遣唐使派遣の年表 

◎遣唐使の航路 

 

【思判表①】ノートの記述から「遣唐

使の派遣の様子に着目し問いを見出し

ているか」を評価する。 

□個人で疑問を考えたのちに、少人数

グループで疑問を分類し、学級全体

で集約する。 

 

 

 

 

学習問題に対

する予想をし、

学習計画を立

てる。 

② 

○大和朝廷の勢力範囲を示す地図と年表を根拠

にどのような国づくりをしたのかを予想す

る。 

・天皇家以外の家のほうが広い。 

・広いということは力が強いということだろう。 

・天皇家が弱くなってしまったのだろう。 

・天皇家の力を強くするための政治をするのでは

ないだろうか。 

・年表を読むと色々な人がきまりなどを作ってい

るから、きまりを通して天皇の力を取り戻そう

とするのだと思う。 

○学習問題の解決に必要な問いと理由について話

し合い、優先順位を考えて学習計画を立てる。 

・聖徳太子はどのようなことをしたのだろうか。 

・大化の改新とはどのようなものだろうか。 

・聖武天皇はどのようなことをしたのだろうか。 

・大陸からはどのような文化が持ち込まれたのだ

ろうか。 

◎大和朝廷の勢力範囲を示す地図 

◎年表 

◎聖徳太子、中大兄皇子、中臣鎌足、聖

武天皇の肖像画 

 

【態度①】ノートの記述から「予想や

学習計画を立て、追究の見通しをもと

うとしているか」を評価する。 

 

□勢力の広がりと人物と行ったことに

着目させて、学習計画を立てる。 

調

べ

る 

聖徳太子の考

えや太子が行

った政治の特

色を調べ、天皇

中心の国造り

が進められた

ことを理解す

る。 

③ 

◆聖徳太子はどのような国づくりをしたのだろ

うか。 

〇大和朝廷の勢力範囲を示す地図から聖徳太子

がどのような国づくりをしたのかを予想す

る。 

・天皇家以外の家のほうが広い。 

・広いということは力が強いということだろう。 

・天皇家が弱くなってしまったのだろう。 

・天皇家の力を強くするための政治をするのでは

ないだろうか。 

○聖徳太子がどのようなことを行ったのかを調べ

る 

・十七条の憲法で役人の心構えを示した。 

・冠位十二階をつくり、家柄にとらわれず能力があ

◎聖徳太子肖像画 

 

◎大和地方の豪族の分布を示した地図 

 

 

□中国の国づくりの仕組みを参考に取

り入れたことに気付かせる。 

 

 

 

◎冠位十二階の制度 

◎十七条の憲法 

◎遣隋使の派遣（小野妹子） 

 

学習問題：大和朝廷は大陸からどのようなことを学び、どのように生かしたの
だろうか。 
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る人を取り立てられるようにした。 

・法隆寺をたて、仏教を広めようとした。 

○本時の問いに対するまとめをノートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

【知技①】文章資料から聖徳太子の業

績について読み取り、ノートのまとめ

の記述から「聖徳太子が天皇中心の国

づくりを進めたことを理解している

か」を評価する。 

 

木簡に記され

ていた内容や

大化の改新を

調べ、天皇中心

の中央集権の

仕組みが整え

られたことを

理解する。④ 

◆二人はどのような国づくりをしたのだろう

か。 

○木簡の写真資料を読み取り、全国からの木簡が奈

良にあることから中大兄皇子と中臣鎌足がどの

ような国づくりをしたのかを予想する。 

・全国から品物が届けられるということは全国の

人が従っているということだから、天皇の力が強

くなるように二人が仕組みなどを作ったのだろ

と思う。 

○大化の改新とその後の改革の内容について調べ   

 る。 

・中大兄皇子と中臣鎌足が蘇我氏を滅ぼし、新しい

政治を始めた。 

・すべての土地と人民を天皇が治める政治の仕組

みや税の仕組みが作られた。 

・中国にならった法律の律令も作られた。 

○本時の問いに対するまとめをノートに書く。 

 

 

 

 

◎中大兄皇子、中臣鎌足の肖像画 
 
◎木簡写真資料 
 
□大化の改新と天皇中心の国家形成と
を関連付けて考えさせるために、税
の仕組みや律令のねらいを話し合わ
せる。 

 
 
 
 
 
 
◎大化の改新の４コマ漫画 
◎都に運ばれた生産物と輸送にかかっ
た日数 

◎律令で定められた農民の負担 
 （租庸調） 
 
【知技①】文書資料から大化の改新に
ついて読み取り、ノートのまとめの
記述から「大化の改新を通して中央
集権の仕組みが整えられたことを理
解しているか」を評価する。 

 

聖武天皇の大

仏造営の様子

を調べ、天皇を

中心とした政

治が確立した

ことを理解す

る⑤ 

◆聖武天皇はどのような国づくりをしたのだろ

うか。 

○年表の一部を読み取り聖武天皇がどのような国

づくりをしたのかを予想する。 

・ききんや伝染病などの流行などの災いが相次い

でいるから、天皇の力が落ちないようにすると思

う。 

・人々を安心させられるようにすると思う。 

〇聖武天皇がどのようなことを行ったのかを調べ

る。 

・全国から物資を集めて大仏を造営した。 

・全国に国分寺を建てた。 

・行基などの渡来人も活躍した。 

〇大仏の大きさ、大仏造営の大変さを感じられる資

料を読み取り、そこから考えられることについて

話し合う。 

・大きな大仏を作り、仏教を重んじることで国を安

定させようとしたのだと思う。 

・これだけ多くの人、材料を使ったということは天

皇の力がとても強いということだと思う。 

◎聖武天皇肖像画 

 

◎年表 

 

□天皇の力の大きさに気付かせるため

に、大仏や平城京の大きさと国分寺

が置かれた場所とを関連付けて話し

合わせる。 

 

 

 

◎大仏建立の詔 

 

 

 

◎行基の写真資料 

◎大仏の手の実際の大きさの資料 

◎大仏の材料の産出地 

 

 

 

聖徳太子は天皇中心の国づくりを目指して、中

国に遣隋使を送って政治のしくみを改め、仏教

を国づくりに取り入れた。 

中大兄皇子と中臣鎌足は大化の改新とその後の

改革を通して、天皇中心の国づくりをさらに進

めた。 
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・古墳のように大きなものをつくることで天皇の

力が大きいということを示したかったのだと思

う。 

○本時の問いに対するまとめをノートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

【知技①】文書資料から聖武天皇の業

績について読み取り、ノートのまとめ

の記述から「聖武天皇の時代に天皇を

中心とした政治が確立したことを理解

しているか」を評価する。 

大仏が完成し

たころの日本

と ア ジ ア の

国々との交流

を調べること

を通して、日本

の国づくりへ

の大陸の政治

や文化の影響

を理解する。 

⑥ 

◆大陸との交流をすることでどのようなものが伝

わったのだろうか。 

○鑑真が来日した経緯から、鑑真の思いや日本に招

いた人々の願いを考える。 

・日本に仏教を広めたい。 

・正しい仏教を伝えたい。 

○正倉院宝物や地図から、日本とアジアの国々との

つながりについて考える。 
・コップや器は朝鮮やペルシャのものとよく似て
いる。 

・地図を見ると交通路が中国から今のヨーロッパ
までつながっている。 

○本時の問いに対するまとめをノートに書く。 

□鑑真の信念を共感的に捉えさせるた

めに渡航の苦労と授戒の必要性を関

連付けて話し合わせる。 

◎鑑真の写真資料 

◎正倉院写真 

◎外国で出土した品々と正倉院の宝 

【知技①】文書資料から大陸から渡っ

てきた文化について読み取り、ノー

トのまとめの記述から「日本の国づ

くりには大陸との交流や人々の協力

が重要であったことを理解している

か」を評価する。 

大陸から学ん

だ進んだ制度

や文化を生か

してどのよう

な国づくりを

進めてきたの

かを整理し、学

習問題につい

て自分の考え

を表現する。 

⑦ 

◆３人に共通する国づくりへの願いは何だろう

か。 

○聖徳太子、中大兄皇子、中臣鎌足、聖武天皇の国 

づくりへの願いを考え、ノートに記述する。 

・聖徳太子、中大兄皇子、中臣鎌足、聖武天皇の業

績は天皇の力を強めることや、広めることを目的

としているため、３人とも天皇の力が強い、天皇

中心の国を作ろうとしたのだと思う。 

◆前の時代と比べて、この時代はどのような社会に

なったと言えるのだろうか。 

・前の時代も大きな古墳を作っていたので天皇の

力は大きくなっていたが、天皇の力は争いを通じ

て大きくなっていた。しかし、この時代は決まり

や制度を通じて天皇の力を強くしていた。そのた

め、前の時代よりも、より現代に近づいてきてい

ると感じた。 

◎聖徳太子、中大兄皇子、中臣鎌足、聖

武天皇の肖像画 

◎行基、鑑真の写真 

【知技②】 

調べたことを関連図や文などにまと

め、天皇を中心とした政治が確立され

たことを理解している。 

 

【思判表②】 

大陸文化の摂取、大化の改新、大仏造

営の様子を関連付けたり総合したりし

て、前の時代との比較により、この頃

の世の中の様子を考え、適切に表現し

ている。 

□人々の願いを共感的に捉えさせるた

めに、国づくりと人々の働きを関連

して整理、再構成させる。 

聖武天皇は仏教の力で不安をしずめて国を守る
ために、国をあげて国分寺や東大寺の大仏を作
った。 
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７  本時の学習 

（１）本時のねらい 

遣唐使の派遣に着目し、大陸の文化と日本の国づくりについての学習問題をつくり、学習の見通しを立てる。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動  

・児童の予想される反応 

◎資料  【評価】  

□指導上の留意点 

導
入 

自
分
タ
イ
ム 

み
ん
な
タ
イ
ム 

み
ん
な
タ
イ
ム 

○前単元で学習した時代の様子を確かめ合う。 

・特に力をつけた大和朝廷の権力者を大王（天皇）と呼んでいた。

天皇家以外の豪族の力が強くなってきていた。 

○朝廷の命令で中国へと向かう遣唐使船（想像図）からわかること、

考えたこと、乗っている人物の心情をノートに記述する。 

・海が荒れているので危険だ。・手漕ぎの船なので大変そうだ。 

○遣唐使船の航路、遣唐使派遣の年表からわかることを資料を見な

がら話し合う。 

・1500ｋｍ以上離れていて大変そうだ。 

・何回も遣唐使が派遣されているし、遭難や沈没している。 

 

 

〇問いに対する予想を話し合う。 

・お坊さんがいるから仏教のことを学びに行ったのではないか。 

・渡来人のような大陸の進んだ文化が欲しかったのではないか。 

・強い技術力で国の力を強めたかったのではないか。 

○教科書で遣唐使の目的を確認する。 

・中国の進んだ政治の仕組みや大陸の文化を学んだ。 

・法律や歴史についての書物や仏教の経典などを手に入れた。 

◎前小単元のまとめ資料 

 

 

◎朝廷の命令で中国へと向かう遣唐使

船（想像図） 

 

◎遣唐使船の航路 

◎遣唐使派遣の年表 

 

 

 

 

 

 

 

 

□教科書を活用し、遣唐使の目的を捉

えられるようにする。 

◎遣唐使が持ち帰った物（写真） 

自
分
タ
イ
ム 

 

○さらに調べたいことや疑問を付箋に書く。 

・どのような人が中国へ渡ったのだろうか。 

・遣唐使に命令した人は誰だろうか。 

・苦労して持ち帰った巻物には何が書いてあるのだろうか。 

・大陸から学んだ政治の仕組みとはどのようなものだろうか。 

・仏教の教えとはどのようなものなのだろうか。 

・学んだことと天皇家の力はどのようにつながるのだろうか。 

・大陸から渡ってきた文化とはどのようなものだろうか。 

・食文化以外の文化も渡ってきているのだろうか。 

【思判表①】ノートの記述から「遣唐

使の派遣の様子に着目し疑問を見出し

ているか」を評価する。 

 

み
ん
な
タ
イ
ム 

○少人数グループで疑問を共有し、分類をする。 

○学級全体で疑問を共有し、学習問題を設定する。 

 

 

 

□付箋とワークシートを活用して問い

を分類させる。 

【板書】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遣唐使船 

想像図 

遣唐使船 

航路 

遣唐使船 

年表 

学習問題 

各少人数グループの発

表を分類して板書する。 

人々は何のために命がけ

で中国を目指したのだろ

うか。 

遣唐使の持ち帰

った物 

学習問題 
大和朝廷は大陸からどのようなことを学び、どのように生かしたのだろうか。 

学習問題をつかむ問い：人々は何のために命がけで中国を目指したのだろうか。 
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【想像図から分かったこと・考えたことをノートに記述する児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       【グループで疑問を共有し、分類する様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学級全体で疑問を共有し、学習問題を設定する】 
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第６学年 社会科学習指導案 
令和３年１１月５日 

６年２組３２名 

 授業者 白澤 恵梨香  

１ 小単元名 「明治の新しい国づくり」（８時間） 

 

２ 小単元の目標 

世の中の変化や外国との関わり、明治の国づくりに関わった人々の願い、明治政府の仕組みや政策などに着

目して、黒船の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、文明開化などについて調べ、この頃の政治の仕組みや世

の中の様子を考え、表現することを通して、我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進め

たことを理解できるようにするとともに、学習問題を主体的に追究・解決し、人物の働きや代表的な文化遺産に

関心を高められるようにする。 

 

３ 小単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①世の中の変化や外国との関わり、明

治の国づくりに関わった人々の願

い、明治政府の仕組みや政策などに

ついて、地図や年表などの資料を活

用して調べ、黒船の来航、廃藩置県

や四民平等などの改革、文明開化な

どについて理解している。 

②調べたことを関係図にまとめ、我が

国が明治維新を機に欧米の文化を取

り入れつつ近代化をすすめたことを

理解している。 

①世の中の変化や外国との関わり、
明治の国づくりに関わった人々
の願い、明治政府の仕組みや政策
などに着目して問いを見いだし、
黒船の来航、廃藩置県や四民平等
などの改革、文明開化などについ
て考え、表現している。 

②黒船の来航、廃藩置県や四民平等
などの改革、文明開化による社会
の変化などを関連付けたり総合
したり、江戸の頃と比較したりし
て、この頃の政治の仕組みや世の
中の変化を考え、表現している。 

①明治時代の近代化について
予想や学習計画を立てた
り、学習を振り返ったりし
て、主体的に学習問題を追
究し、解決しようとしてい
る。 

 

 

４ 単元について 

（１）学習指導要領上の位置付け 

 本単元は、学習指導要領に第６学年の内容（２）に基づいて設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材について 

本小単元では、黒船の来航、明治維新、文明開化などについて調べ、明治政府が廃藩置県や四民平等などの

諸改革を行い、天皇を中心とする中央集権化を進め、さらに欧米の文化を取り入れることにより近代化を進め

たことを理解することがねらいである。 

明治維新の中心都市は東京である。社会事象との出合いでは、江戸と明治初期の高輪の様子の比較する活動

を設定することで、自分たちの住む東京が、江戸から大きく変わっていったことに問題意識をもたせたい。 

また、列強のアジア進出が進み、国内外の情勢が大きく変わっていくなかで木戸孝允、大久保利通、西郷隆

盛などを中心に新しい国づくりが行われていく。黒船来航の衝撃の大きさからその当時の人物の心情を考える

ことで、人物の願いや思いに着目して学習問題をつかむことができるようにする。 

明治維新の諸改革には、西洋諸外国から学び新しい国づくりに関わる人々の思いや願いが色濃くにじんでい

る。強く豊かな国を目指して取り組まれた明治政府の諸改革を丁寧に調べ、関係図にまとめることを通して、

このころの政治の仕組みや世の中の変化について考えることができるようにしたい。 

（２）我が国歴史上の主な事象について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。 

アの（ケ）：黒船の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、文明開化などを手掛かりに我が国が明治維新を機に欧

米の文化を取り入れつつ近代化を進めたことを理解すること。 

アの（シ）：遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べ、まとめること 

アの（ア）：世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、我が国の歴史上の主な事象を捉え、

我が国の歴史の展開を考えるとともに、歴史を学ぶ意味を考え、表現すること 
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５ 小単元の構想図 

【研究内容１】 
主体的に問いを追究する工
夫に向けて 

 

 

子供の主体的な問題解決の側面から 

過

程 
想定される「問い」 

子供に働かせたい 

見方・考え方 

＜もんだいいしき＞ 

・列強の進出がアジア全土に広が

っていることや黒船の圧倒的

な大きさなどが捉えられる資

料を通して、当時の人々の緊迫

感や切実感を想像させ、明治政

府の国づくりついて共感的に

問題意識を高める。 

 

＜みとおす＞ 

・年表を活用して少人数グループ

ごとに学習計画を立てる。 

・学級で共通に調べる事項を決め

ておき、学習計画ボードに明記

し、常時掲示して見通しをもっ

て追究できるようにする。 

 

＜えらぶ＞ 

・学習問題解決に向けて調べる際

には、学級で立てた学習計画に

即して、教科書を中心に調べる

ことにするが、グループで調べ

る方法や資料を選択して、一人

一人の主体的追究ができるよ

うにする。 

 

＜まなびあい＞ 

・学習計画に沿って、グループご

とに分担したり、協力して確か

め合ったりして２時間の追究

活動をすすめる。 

・調べる段階の最後には学級全体

で調べた内容を共有する活動

を設定することで、知識の広が

りへの意欲を高める。 

 つ
か
む 
 

＜社会的事象と出合う問い＞ 

なぜ江戸の町は短い期間で大きくかわ 

ったのだろうか。 

 

← 

 

← 

 

 

 

 

← 

世の中の変

化に着目し

て 

外国とのつ

ながりに着

目して 

当時の人々

の願いに着

目して 

 

→ 

 

→ 

 

 

 

 

→ 

＜学習問題をつかむ問い＞ 

開国によって世の中はどのように変化 

したのだろうか。 

明治の国づくりに関わった人々はどの 

ような思いだったのだろうか。 

学習 

問題 
明治の国づくりに関わった人々は、どのような国づく 

 

 

 

 

し

ら

べ

る 

 

 

 

 

＜しらべる問い＞ 

明治政府はどのような政治の仕組みを 

整えたのだろうか。 

 

← 

 

 

← 

 

 

 

← 

 

 

 

 

← 

 

 

 

← 

明治政府の

仕組みに着

目して 

 

明治政府の

経済的な政

策に着目し

て 

明治政府の

軍事的な政

策に着目し

て 

人々のくら

しや町の様

子の変化に

着目して 

 

→ 

 

 

→ 

 

 

 

→ 

＜しらべる問い＞ 

国を豊かにするために何をしたのだろ 

うか。 

＜しらべる問い＞ 

国を強くするために何をしたのだろう 

か。 

＜しらべる問い＞ 

人々の生活はどのように変化したのだ 

ろうか。 

ま

と

め

る 

＜特色や意味を考える問い＞ 

まとめた関係図からどのようなことが

考えられるだろう。 

江戸と比べて明治はどのような世の中

になったと言えるのだろう。 

調べたこと

を比較・関

連・総合させ

て考える。 

 

 

→ 

 

 

→ 

【研究内容３】 

子供の学びを確かにする評価の

工夫 

子供が学びを振り返り、次の学びにいかす 

・学習計画の進捗について、毎時グループで振り返る時間を設定する。 

・学び方カードを活用して、問題解決の段階ごとに自分の学び方を振

り返り、問題解決な学習の進め方を自覚できるようにする。 

・単元を通して学び方の成長を振り返り、次の単元につなげていく。 

【本小単元につながる児童の学習経験】 

小単元「大陸に学んだ国づくり」では、挿絵の資料を基に当時の人々の思いに着目して読み取ったり、学習計画を立てる際に

年表を活用して見通しをもったりする活動を行った。さらに国づくりに関わった人々の政策などを関連付けたり総合したりする

ことで、そこに込められた願いについて考えられた。本小単元とは、新しい国をつくる上で、外国とのつながりや天皇中心の国

づくりを目指す人々の願いなど、共通する視点があるため、既習内容が生かせられるだろう。 
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【本小単元で目指す子供像】 

○資料を基に、明治の国づくりを進めた人々は西洋の文化を取り入れながら天皇中心の強くて豊かな国をつ

くろうとしていたことを理解する子供。 

○国づくりを進める人々の願いやこれまでの時代の国づくりとの共通点や相違点について考える子供。 

○学習問題の解決に向けて、学習を振り返り、粘り強く取り組む子供。 

社会生活の確かな理解の側面から  【研究内容２】 
社会的事象の見方・考え方が働く
学習活動の工夫 

見方・考え方を働かせ

る資料 
子供が獲得できるようにしたい知識 

・明治時代と江戸時

代の高輪の様子 

・ペリー来航絵 

ペリー艦隊の来航をきっかけに、日本は

開国し、江戸時代の終わり頃から短い間

で町の様子が大きく変化した。 

 【広がりでみる】 

・外国との関わりに着目できるよう、

列強によるアジアの進出を表す地図

やペリーの日本までの航路地図など

を読み取る活動をする設定する。 

 

【つながりで見る】 

・明治政府の政治の仕組みに着目でき

るように、江戸幕府の政治と明治政

府の政治の仕組みを比較する活動を

する。 

 

・明治政府の政策に着目できるよう

に、明治政府の政治、軍事、経済、

生活に関わる資料を読み取る活動を

設定する。 

 

【経過で見る】 

・世の中の変化に着目できるように、明

治時代と江戸時代の高輪の様子の絵

を比較して読み取る活動を設定する。 

 

【比較・分類・関連・総合して考える】 

・明治の国づくりに関わった人々を中

心にし、明治政府が行った政策等を

関係図にまとめ、政策を相互に関連

付けて、その目的を考え、話し合う

活動を設定する。 

・江戸の頃の様子を比較して、明治の

ころの政治の仕組みや世のんかあの

変化の様子について考え、話合う学

習活動を設定する。 

 

・占領された長州藩

の砲台 

・大政奉還 

・江戸城の明け渡し 

・列強のアジア進出

地図 

開国による影響によって幕府に代わる

新しい政治を求める動きが強まり、江

戸幕府が倒れて武士の政治が終わり、

新しい世の中の基礎をつくるための明

治維新が始まった。 

りを目指し、どのようなことをしたのだろう。 

・五か条の御誓文 

・廃藩置県 

・人口の割合 

明治政府は、天皇を中心とした近代的 

な国家の仕組みづくりを目指し、明治 

維新を進めて社会を変えていった。 

・地租改正 

・富岡製糸場 

・外国とのつながり 

・渋沢栄一 

富国強兵のスローガンのもと、明治政府

は西洋の国々にも学びながら国を経済

的に豊かにするための諸政策を行った。 

・徴兵令 

・外国とのつながり 

富国強兵のスローガンのもと、明治政府 

は西洋の国々にも学びながら、国を軍事

的に強くするための諸改革を行った。 

・学校に通った子供

の割合の変化 

・福沢諭吉 

・明治時代の生活に

関する年表 

明治時代には西洋の文化や考え方が積 

極的に取り入れられ、人々の暮らしや意 

識、社会の制度が変化した。 

木戸孝允、西郷隆盛、大久保利通らを中心とした明治政府は、
西洋の文化や仕組みを取り入れながら、天皇を中心とした近代
的な国家を目指して、政治や社会の新たな仕組みづくりを進め
たり、富国強兵の政策を進めたりした。また、人々の生活にも
西洋の文化が取り入れられたり、福沢諭吉によって西洋の考え
方が紹介されたりしたことで、人々の生活や考え方が大きく変
わり、今につながる制度や暮らし方が始まった。 

指導と評価の一本化を図る（教師が指導に生かす）評価 

・毎時間の終末の振り返りでは、問いについて分かったことと考えたり疑問に思ったりしたことを記述させ、

知識を獲得することができているかを評価し、個別の支援に生かしていく。 

・子供の表現活動などまとめの作品の内容について教師がＢ基準を想定してゴールの子供の姿の具体化を図

り、思考や理解の状況を見取り、個別の支援に生かしていく。 
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６ 小単元の指導計画（全８時間） 

過

程 

ねらい 主な学習活動（〇） 評価につながる学習活動（●） 

問い（◆） 予想される児童の反応（・） 

◎資料  【評価】 

□指導上の留意点 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

２枚の浮世絵か

ら世の中が変化

したことを読み

取り、黒船来航に

よる世の中の変

化についての問

いを見いだす。 

① 

○明治時代と江戸時代の高輪の様子を比較し、

違いについて話し合う。 

◆なぜ江戸の町は短い期間で大きく変わった

のだろうか。 

・洋風になっているから外国とのつながりが始

まった。鎖国が終わった。 

○黒船来航の目的について調べる。 

○黒船の大きさを感じる資料、ペリーの２枚の

肖像画を見て、当時の人々の気持ちについて

考え、話し合う。 

〇外国と結んだ不平等条約について調べる。 

○問いについてのまとめをノートに書く。 

●黒船来航をきっかけとした日本の変化につ

いての疑問をノートに書く。 

◎江戸時代と明治の高輪の様子 

□江戸時代は鎖国であったにも関

わらず短期間で変化したことを

確認した上で考えさせる。 

◎黒船来航の絵 

◎黒船と日本の千石船の比較スラ

イド 

◎ペリーの肖像画 

◎外国と結んだ不平等条約 

□当時の人々が黒船に恐れや焦り

を抱いたことを捉えさせる。 

【思考①】黒船来航による世の中の

変化に着目して、問いを見いだし

ているかを評価する。（ノート） 

開国による人々

の暮らしの変化

や新しい政治を

目指す動きにつ

いて調べ、武士の

世の中が終わっ

た経緯を理解す

る。 

①  

 

○占領された長州藩の砲台の写真資料を読み

取り、開国による影響について話し合う。 

◆開国によって世の中はどのように変化した

のだろうか。 

〇生活への影響について教科書で調べ当時の

人々の気持ちを考え話し合う。 

〇占領された下関砲台と薩英戦争の写真から

当時の人々の気持ちを考え話し合う。 

〇大政奉還、江戸城開城を調べ、約 260年続い

た江戸幕府が終わりについて話し合う。 

●開国による世の中の変化をノートに書く。 

◎ペリーの肖像画 

◎占領された長州藩の砲台 

◎幕末の米の値段の移り変わり 

◎薩英戦争 

◎大政奉還 

◎江戸城の明けわたし 

【知技①】開国による人々の暮らし

の変化や新しい政治を目指す動

きを調べ、武士の世の中が終わっ

た経緯を理解しているかを評価

する。（ノート） 

黒船が来航した

当時の人々の思

いや願いについ

て話し合い、明治

政府の国づくり

について調べる

学習問題を設定

し、学習計画を立

てて追究の見通

しをもつことが

できている。 

③ 

＜本時＞ 

○列強によるアジア進出について白江ｂる。 

・日本以外のほとんどの国が侵略されている。 

・このままだと日本も危険だ。 

◆明治の国づくりに関わった人々はどのよう

な思いだったのだろうか。 

・日本を強い国にしないと日本もあぶない。 

・強くするためにさまざまなことをすべき。 

・人々の不満がでない豊かな国にすべき。 

〇予想を確かめるための学習問題を設定する。 

 

 

 

 

 

〇学習問題を解決するためにはどのような問

いが必要なのかを考え、学習計画を立てる。 

・どのような政治の仕組みを作ったのか。 

・国を強くするために何をしたのか。 

・国を豊かにするために何をしたのだろうか。 

・人々の生活はどのように変化したのか。 

●つかむ段階を振り返りカードに記入する。 

・見通しがもてたから自分でも調べたい。 

・タブレットで検索して調べてみよう。 

◎列強のアジア進出地図 

◎木戸孝允、西郷隆盛、大久保利通

の肖像画 

□列強が東アジアに進出していく 

様子がわかるスライドを通して

時間の経過ごとに確かめ、 当時

の日本人がどのように捉えるの

か想像して話し合う。 

□ここまで考えてきた自分達の考

えは予想であるため、事実を確認

するためにどのような学習問題

を設定すべきか話し合う。 

◎明治時代の年表 

□年表や資料を基にして学習問題

解決に向けて必要な学習計画を

立てられるようにする。 

【思考①】当時の人々の願いに着目

して問いを見いだしているかを

評価する。（ノート） 

【態度①】学習計画の作成を通して

学習の見通しをもてているかを

評価する。（学び方カード） 

＜学習問題＞ 

明治の国づくりに関わった人々は、どのよう

な国づくりを目指して、どのようなことをし

たのだろうか。 

98



 

 

 

資料を活用して

調べ、明治政府が

どのような政治

の仕組みを整え、

どのような政策

を進めたのか、そ

して世の中の

人々の暮らしに

はどのような変

化があったのか

について理解す

る。 

④⑤ 

◆明治政府は、どのような政治の仕組みを整え

たのだろうか。 

〇五箇条の御誓文から政府がどのような方針

で国づくりをすすめたのかを調べる。 

・みんなの意見を聞いて、世界からも学び、天

皇中心の国を作ろうとしている。 

〇政府が行った諸改革を調べ、それによって社

会がどのように変わったのかを考える。 

・大名が納めていた領地と領民を天皇に返すよ

うにした。（版籍奉還） 

・藩を廃止して権を置く、廃藩置県を行い、各

県に政府の役人を送り込んだ。（廃藩置県） 

・江戸時代までの古い身分制度を改めた。 

（四民平等） 

◆国を豊かにするために何をしたのだろうか。 

〇殖産興業（富岡製紙工場）、地租改正の内容に

ついて調べる。 

・経済を発展させるために国の費用で外国から

機械を買い入れ、製糸場や兵器工場などの官

営工場を作った。 

・国の収入を安定させるために土地の価格に応

じた税金を取る地租改正を行った。 

◆国を強くするために何をしたのだろうか。 

〇徴兵令について調べる。 

・国民による西洋式の強い軍隊をつくるため

に、２０歳以上の男子すべてに兵役の義務を

定めた徴兵令を出した。 

◆人々の生活はどのように変化したのだろう

か。 

〇学校制度やくらしにどのような変化があっ

たのか、絵画や年表などから調べる。 

・学校に通った子供の割合が多くなっていっ

た。 

・西洋風のものが増えていった。 

〇福沢諭吉の業績について調べ、人々の生活や

考え方の変化、現代の暮らしへの影響を考え

る。 

・家柄などによって身分が決まるしくみは間違

っている。学問をすることで自立していくべ

きだという主張が広がった。 

●それぞれの問いについてのまとめをノート

に書く。 

●調べてきたことを問いに照らして確かめ合、

発表に迎えるかどうか、さらに調べることは

ないかを振り返り、学び方カードに記入す

る。 

□学習計画に沿ってグループで２

時間かけて調べ学習を進める。 

□資料集のコピーを用意し、児童が

必要な資料を切り取ってノート

に貼れるようにする。その際、大

切なところに線を引いたり、社会

的事象の意味を書き足したりす

るように促す。 

□教科書を中心に調べることとす

るが、資料集やタブレットのデジ

タル教科書、関係書籍などを選ん

で調べ学習を進めていく。 

◎五箇条の御誓文 

◎廃藩置県 

◎人口の割合（四民平等） 

◎岩倉使節団 

□江戸幕府と明治政府の仕組みを

比較することで明治政府の仕組

みを理解しやすくする。 

◎江戸時代の組織図 

◎大久保利通 

◎富岡製糸場 

◎地租改正 

◎徴兵令 

◎江戸時代に描かれた高輪の様子 

◎明治時代の始めの高輪の様子 

◎小学校の授業風景 

◎福沢諭吉 

◎明治時代に始まったことの年 

【知技①】明治政府が天皇中心で強

くて豊かな国づくりを進めたこ

とを理解している。 

【知技①】明治政府の政治の仕組み

や富国強兵政策に着目して集め

た情報から、明治政府が目ざした

国づくりを理解しているかを評

価する。（ノート） 

【知技①】人々の暮らしや考え方の

変化に着目して集めた情報から、

文明開化について理解している

かを評価する。（ノート） 

 

【態度①】問いについて十分調べる

ことができたか振り返り、調べな

往相としていたり、発表に向けて

準備をしたりしようとしている

かを評価する。（学び方カード） 
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問いについて調

べたことを確か

め合い、明治政府

がどのような国

づくりを目指し

ていたのかを理

解する。 

⑥⑦ 

 

〇問いについて調べてきたを学級全体で確か

め合い、それがどのような国づくりを目指し

たのかを考えて話し合う。 

＜明治政府の政治の仕組み＞ 

・明治政府は外国に学んで天皇を中心とした国

の仕組みを目ざした。 

→藩ごとに分かれていた日本を一つにまとめ、

外国に対抗できるようにするため。 

＜明治政府の経済的な政策＞ 

・富国強兵のスローガンのもと、明治政府は西

洋の国々にも学びながら国を経済的に豊か

にするための諸政策を行った。 

→政府に税金が集まるようにし、様々な事業を

起こして、国を豊かにするため。 

＜明治政府の軍事的な政策＞ 

・富国強兵のスローガンのもと、明治政府は 

西洋の国々にも学びながら、国を軍事的に強

くするための諸改革を行った。 

→もしも外国に攻め込まれても自分の力で守

ることができるようにするため。 

＜世の中のくらしの変化＞ 

・明治時代には、西洋の文化や考え方が取り入

れられ、人々の考え方が大きく変わり、今に

つながる制度や暮らし方が始まった。 

→様々な面で西洋化が急速にすすんだ。 

●明治政府がどのような国づくりを目指して

いたのかを考え、ノートにまとめる。 

◎これまでの調べるために集めた

資料や記録したノート 

□学級全体で調べたことを確かめ

合う時間を活用して、調べ足りな

いことについて補えるようにす

る。 

□学習計画の問いごとに、各グルー

プで調べたことを確かめ合う。 

□問いごとに事実の共有ができた

ら、明治政府の諸改革にはどのよ

うな意味や願いがあるのかを考

えていく。 

□問いごとに考えたことを基に、明

治政府に関わる人々がどのよう

な国づくりを目指したのかを話

し合い、お互いの考えが深まるよ

うにする。 

 

 

 

 

【思考①】調べた事実を根拠にし

て、明治政府の政治の仕組みや政

策の目的に着目し、諸改革のねら

いや意味について考えているか

を評価する。（ノート） 

ま

と

め

る 

調べたことを関

係図にまとめ、日

本は欧米の文化

を取り入れて近

代化を進めたこ

とを理解し、明治

政府の政策と

人々の暮らしや

社会の変化を関

連付け、どのよう

な国が目指され

たのかを考え、表

現する。 

⑧ 

●明治の国づくりを関係図にまとめる。 

◆まとめた関係図からどのようなことが考え

られるだろう。 

●学習問題に対する自分が考えた結果を書く。 

・木戸孝允、西郷隆盛、大久保利通らを中心と

した明治政府は、西洋の文化や仕組みを取り

入れながら、天皇を中心とした近代的な国家

を目指して、政治や社会の新たな仕組みづく

りを進めたり、富国強兵の政策を進めたりし

た。また、人々の生活にも西洋の文化が取り

入れられたり、福沢諭吉によって西洋の考え

方が紹介されたりしたことで、人々の生活や

考え方が大きく変わり、今につながる制度や

暮らし方が始まった。 

◆江戸の頃と比べて明治のころはどのような

世の中になったと言えるだろう。 

●自分が考えたことをノートに書く。 

・江戸時代は武士の世の中で、徳川の江戸幕府

が他の大名の上に立ちって政治を行ってい

たけど、明治政府は西洋の文化を取り入れて

天皇中心の強くて豊かな国を作ろうとした。

四民平等になり、国の仕組みが、現在の社会

の様子に近い世の中になっていったと思う。 

◎木戸孝允、西郷隆盛、大久保利通

の肖像画 

◎四民平等 

◎廃藩置県 

◎富岡製糸場 

◎徴兵令 

◎文明開化 

 

【知技②】明治に国づくりについて

調べたことを関係図にまとめ、我

が国が明治維新を機に欧米の文

化を取り入れつつ近代化をすす

めたことを理解しているかを評

価する。（ノート） 

 

【思考②】明治政府の諸改革、文明

開化による社会の変化などを関

連付けたり、江戸の頃と比較した

りして、この頃の政治の仕組みや

世の中の変化を考え、表現してい

るかを評価する。（ノート） 
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７ 本時の学習 （３／８時）      

（１）本時のねらい 

黒船が来航した当時の人々の思いや願いについて話し合い、明治政府の国づくりについて調べる学習問題を

設定し、学習計画を立てて追究の見通しをもつことができている。 

（２）本時の展開 

 ○主な学習活動 ・児童の予想される反応  ◎資料 【評価】 □教師の手立て 

導
入
（
８
） 

○米の値段の移り変わりと下関戦争に対する当時の人々

の心情、明治の国づくりの中心人物（木戸孝允、西郷

隆盛、大久保利通）について確かめ合う。 

○列強によるアジア進出が進んでいった様子をパワーポ

イントの資料から読み取る。 

・日本以外のほとんどの国が侵略されている。 

・このままだと日本も危険だ。 

・日本もだれかが何とかしないといけない。 

 

 

◎米の値段の移り変わり 

◎下関戦争 

◎木戸孝允、西郷隆盛、大久保利通の

肖像画 

◎列強のアジア進出地図 

□明治の国づくりの中心人物の立場で

列強のアジア進出地図を見るように

促す。 

 

自
分
タ
イ
ム
（
７
） 

〇本時の問いに対する自分の考えをノートに書く。 

・日本を強い国にしたい。強くするために････､ 

しくみを変える➡きまり、組織 

軍隊や武器を作る➡訓練 

  お金を増やす➡貿易の再開 

  外国から技術を学ぶ➡海外派遣、貿易の再開 

・不満が出ない豊かな国にしたい➡生活しやすくする 

□どんな国にしたいかを考えられた児

童には、そのような国になるためには

どのようなことをする必要があるの

かを考えさせる。 

□支援が必要な児童には「江戸幕府の国

づくりではどのようなことをしてい

たか」ということを振り返らせる。 

み
ん
な
タ
イ
ムⅠ

（
８
） 

〇学級全体で話し合う。 

・きっと誰かが、日本を強い国にしようとしたと思う。 

〇学級全体の学習問題を設定する。 

 

□児童の意見を「国の仕組み」「政策」

「人々の生活」「外国とのつながり」に

分類して板書する。 

□ここまで考えてきた自分たちの考え

は予想であるため、事実を確認するた

めにどのような学習問題を設定する

必要があるのかを話し合う。 

 

み
ん
な
タ
イ
ムⅡ

（
１
７
） 

〇年表を読み取り、調べるべきことをノートに書く。 

○学級全体で調べるべき問いについて話し合う。 

・明治政府がどのような仕組みを作ったのだろうか。 

・明治政府は国を強くするためにどのような政策をした

のだろうか。 

・明治政府は国を豊かにするためにどのような政策をし

たのだろうか。 

・人々の生活はどのように変化したのだろうか。  

◎明治時代の年表 

□タブレットを活用して、それぞれが考

えた調べることを学級で共有し、学習

計画を話し合うようにする。 

【思考①】 

当時の人々の願いに着目して問いを

見いだしているかを評価する。 

（ノート） 

ふ
り
か
え
り
タ
イ
ム
（
５
） 

〇つかむ段階の学習を振り返り、自分の学び方と調べ学

習の見通しについて学び方カードに書く。 

・見通しをしっかりともつことができた。学習計画通り

に調べていきたい。 

・まずは教科書、資料集を中心にして調べていきたい。

時間に余裕があればパソコンを使って、調べながら生

まれた疑問について調べたい。 

・友達と調べたことを共有しながら協力して調べていき

たい。 

◎学び方カード 

□学び方カードを書く際の発問を以下

のようにして書くポイントを示す。 

・左の学び方のポイントを基に自分の学

習の進め方を振り返ってみよう。 

・次の学習に進む見通しがもてました

か。 

【態度①】 

学習計画の作成を通して、学習問題の

解決に向けた追究の見通しをもとう

としているかを評価する。 

（学び方カード） 

明治の国づくりを進めた人々はどのような思いだったのだろうか。 

＜学習問題＞ 

明治の国づくりに関わった人々は、どのような国づく

りを目指して、どのようなことをしたのだろうか。 
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（３）本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い 明治の国づくりを進めた人々はどのような思いだったのだろう

か。 

 アジア列強の地

図 

 

このままじ

ゃいけない 

木

戸

孝

允 

 

西

郷

隆

盛 

 

大

久

保

利

通 

 

強い国 

＜学習問題＞明治の国づくりに関わった人々は、どのような国を目指 

して、どのようなことをしたのだろうか。 

 

年表 

 

各グループの学習計画 

 

 

ICTを活用して投影 

掲示用ボード 

下関戦

争絵 

 

外 国

強い 

明治政府 軍隊 武器 

お金 

貿易 

豊かな国 

貿易 

 

掲示用ボード 

 

 

学級全体の 

学習計画 

 

米の値

段の移

り変わ

り 

 

生 活

が 苦

しい 

このま

までは

いけな

い 
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８ 参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３時 列強のアジア進出地図 

第３時 明治時代の年表 

第２時 黒船と日本の千石船の比較スライド 
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９ 学習の実際 下線部は目指す児童像に迫る記述 

 ○主な学習活動 

◆問い【】評価規準 

観察対象児童の学習記録 教師による考察 

Ａ児 Ｂ児 

１

時 

○明治時代と江戸時代

の高輪の様子を比較

し、違いについて話

し合う。 

◆なぜ江戸の町は短い

期間で大きく変わっ

たのだろう。 

○黒船来航の目的につ

いて調べる。 

○外国と結んだ不平等

条約について調べ

る。 

○黒船来航をきっかけ

とした日本の変化に

ついての疑問を書

く。 

【思考①】 

・江戸時代と明治時代

では人々の服装や髪

形が違う。 

・「和」から「洋」に変

わったから、外国の

人が日本に何かしに

来たんだと思う。 

・江戸時代は鎖国をし

ていたはずだから、

鎖国がくずれたので

はないか。 

・ペリーが来て鎖国が

終わり、外国との関

わりが増えたから、

町の様子も変化し、

文化が発展するな

ど、政治の仕組みが

大きく変わった。 

・明治時代の高輪には

外国人のような人が

いる。鎖国を取り止

めたのだろうか。 

・２０年間ですごく変

化している。 

・鎖国を止め、外国の文

化を取り入れたこと

で、日本人は外国に

興味をもったのでは

ないか。人々の暮ら

しも変化しそう。 

・開国したことで文化

が発展した。でも、開

国は本当に良いこと

ばっかりだったのだ

ろうか。 

・江戸時代と明治時代の高輪の

様子を比較することは、短期

間で西洋化したことをつかむ

ことができ、日本にどんなこ

とが起きたのか、児童が疑問

をもつことができたため、有

効な手立てだった。 

 

 

 

・黒船の大きさを千石船や学校

と比較したスライドを見せる

ことで、当時の人々が黒船に

対して恐れや焦りを抱いたこ

とを捉えさせることができ

た。 

２

時 

○占領された長州藩

の砲台の写真資料

を読み取り、開国に

よる影響について

話し合う。 

◆開国によって世の

中はどのように変

化したのだろうか。 

〇生活への影響につ

いて調べ、当時の

人々の気持ちを考

え話し合う。 

○占領された下関砲

台と薩英戦争の写

真から当時の人々

の気持ちを考え話

し合う。 

〇大政奉還、江戸城開

城を調べ、約２６０

年続いた江戸幕府

の終わりについて

話し合う。 

○開国による世の中

の変化をノートに

書く。【知技①】 

・開国したことで、お米

の値段はすごく上が

ったり、品物が不足

したりして生活が苦

しくなった。 

・日本対イギリスでも

当時の戦力じゃとて

も勝てそうにないの

に、藩対イギリスじ

ゃ絶対に勝てるはず

がない。 

・長州藩と薩摩藩が軍

事的な約束を結ん

で、江戸幕府に対抗

する態度をとった。 

・開国をしたら、崩れか

けていた幕府がされ

にくずれて江戸幕府

が終わった。 

・開国をすることで、最

初はみんな色々な制

限がなくなりそうで

喜んでいたけど、少

し経ってから不満が

増えてきたと思う。 

・開国をしたことで物

価の上昇などがお

き、人々の生活は苦

しくなった。 

・武士は外国の勢力を

追い払おうとした

が、力の差が激しく、

すぐに敗れた。 

・幕府への不満がさら

に高まり、最後には、

江戸幕府は天皇に政

権を返し、幕府によ

る政治は終わった。 

・前時の高輪の様子の資料から

開国したことで文化が発展し

たからよかったという思いを

もつ児童が多数いたが、薩英

戦争や下関戦争の様子、物価

上昇のグラフを読み取ること

で、開国による世の中の変化

について疑問をもって調べる

ことができた。 

 

・前小単元までのノート等を振

り返ることで、江戸幕府の衰

退、倒幕について理解するこ

とができ、当時の人々の気持

ちを考えることができてい

た。 

３

時 

○列強によるアジア

進出について調べ

る。 

◆明治の国づくりに

関わった人々はど

・日本のまわりの国は

どんどんイギリスや

フランスなどのヨー

ロッパの国々に支配

されていた。ついに

・自分だったら日本を

強い国にしたい。そ

のためには、強い軍

隊をつくる必要があ

ると思う。 

・列強によるアジア進出をスラ

イドで提示した。「このままだ

と、日本が植民地になってし

まう。」という発言があり、当

時の日本の危機的な状況を理
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のような思いだっ

たのだろうか。 

〇予想を確かめるた

めの学習問題を設

定する。 

〇学習問題を解決す

るためにはどのよ

うな問いが必要な

のかを考え、学習計

画を立てる。 

○つかむ段階を振り

返りカードに記入

する。 

【思考①】【態度①】 

はとなりの国の中国

まで支配された。次

は日本かもしれな

い。日本を守る必要

がある。 

・古墳時代の渡来人の

ように外国から人を

まねいて技術を学ん

だり、江戸時代のよ

うにきまりをつくっ

たりしたと思う。 

・年表で大体の様子は

わかったから、それ

を基にして学習問題

を解決したい。 

・日本独自の「和の文

化」の物を貿易して

外国に買ってもらえ

ば儲かってたくさん

武器が買えそう。 

・今まで全国統一をす

るためにはリーダー

や強い権力が必要だ

ったから明治も同じ

ようなことをしたの

ではないか。 

解するのに有効であった。 

・自分だったら日本をどんな国

にするか考えるよう促すこと

で、今までの時代を振り返り

ながら予想を立て、学習問題

につなげることができた。 

・年表を活用して学習計画を立

てることで見通しをもつこと

ができ、主体的に学習に取り

組むことができた。 

４

・

５

時 

◆明治政府は、どのよ

うな政治の仕組み

を整えたのだろう

か。 

〇五箇条の御誓文な

どの政府が行った

諸改革を調べ、それ

によって社会がど

のように変わった

のかを考える。 

◆国を豊かにするた

めに何をしたのだ

ろうか。 

〇殖産興業（富岡製紙

工場）、地租改正の

内容について調べ

る。 

◆国を強くするため

に何をしたのだろ

うか。 

〇徴兵令について調

べる。 

◆人々の生活はどの

ように変化したの

だろうか。 

〇学校制度やくらし

にどのような変化

があったのか、絵画

や年表などから調

べる。 

〇福沢諭吉の業績に

ついて調べ、人々の

生活や考え方の変

化、現代の暮らしへ

の影響を考える。 

【知技①】【態度①】 

・国がよくなるように

したかった。天皇中

心で身分の差を少な

くしようとした。 

・天皇中心の国にした

かったから、武士が

邪魔だったのではな

いか。 

・明治政府は富国強兵

の政策を進め、欧米

の国々に追いつき負

けない国を目指し

た。 

・国を強くするために

２０歳以上の男子を

集めて、西洋式の強

い軍隊をつくった。

予想通りだった。 

・経済を発展させるた

めに、機械を買い入

れ、官営工場をつく

った。 

・外国から進んだ技術

や知識を教わってい

た。 

・人々の生活は、暮らし

のいろいろなことが

西洋風に変化した。

その変化は室町文化

や江戸時代の文化の

ように今もある文

化。 

・五か条の御誓文が出

された。内容が令和

に近づいたみたい

だ。 

・版籍奉還や廃藩置県

を行い、解放令によ

って身分の差がなく

なった。武士の政治

から天皇を中心にし

た政治になった。 

・武士中心の軍隊から

国民による西洋式の

強い軍隊にするため

に、徴兵令を出した。

外国と戦う気満々

だ。 

・新しい税の負担に苦

しんだ国民による一

揆も起きている。 

・人々の暮らしは、全体

的にすごく進化して

いる。建物、人、馬

車・・・全て西洋風で

日本っぽさがなくな

った。 

・福沢諭吉の「学問のす

すめ」により、学問が

広まった。学問の世

の中になっていっ

た。 

・グループごとに調べる方法や

資料を選択したことによっ

て、問いの解決に向けて必要

な内容を探したり、自らの調

べた内容を振り返ったりする

ことができ、主体的な学習を

することができた。 

・調べた事実について、明治政

府はなぜそのような政策を行

ったのか考えることで、政府

が目指した国づくりについて

理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明治初め頃の東京の様子や小

学校の授業風景、福沢諭吉な

どの資料を提示した。人々の

生活も大きく変化したことを

捉えるために有効であった。 
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６

・

７

時 

〇問いについて調べ

てきたことを学級

全体で確かめ合い、

それがどのような

国づくりを目指し

たのかを考えて話

し合う。 

○明治政府がどのよ

うな国づくりを目

指していたのかを

考え、ノートにまと

める。 

【思考①】 

・明治政府は聖武天皇

のころのような天皇

中心の国づくりを行

った。 

・日本を強い国にする

ために、富国強兵の

政策を進めた。また、

経済を発展させるた

めに、様々な取り組

みを行った。 

・少人数グループで協

力して調べたので、

自分の調べたりない

ところに気が付くこ

とができた。しっか

りと学習問題の解決

に向けて調べること

ができたと思う。 

・明治政府は富国強兵

の政策を進め、欧米

の国々に追いつき、

負けない国を目指し

た。 

・天皇中心の国づくり

を行い、身分の差を

なくすことで、皆が

過ごしやすい世の中

を目指した。 

・人々の暮らしも西洋

風に変化した。 

・聖徳太子の時のよう

に天皇中心を目指す

ときには決まりを作

っていた。明治の場

合は規模が大きいと

思った。 

・前時に調べた人々の暮らしの

変化が強く印象に残っている

児童が多かったので、明治政

府が行った政策を確認する時

間を設定した。明治政府が目

指していた国づくりについて

話し合うために有効な手立て

であった。 

・少人数グループごとに協力し

て調べられるようにしたた

め、学習問題の解決に向けて

粘り強く取り組むことができ

た。 

・既習単元の内容を教室に掲示

しておいたことで、本実践の

学習内容と比較しながら国づ

くりの共通点と相違点につい

て考えることができた。 

８

時 

○明治の国づくりを

関係図にまとめる。 

◆まとめた関係図か

らどのようなこと

が考えられるだろ

う。 

○学習問題に対する

自分が考えた結果

を書く。 

◆江戸の頃と比べて

明治の頃はどのよ

うな世の中になっ

たと言えるだろう。 

○自分が考えたこと

をノートに書く。 

【知技②】【思考②】 

・日本は欧米よりも産

業が遅れていて、欧

米に追いつき、負け

ない強い国をつくり

たかった。 

・日本がよくなるよう

に、西洋の文化を取

り入れて、暮らしや

物の考え方に大きな

影響を与えた。この

ような改革に積極的

に取り組んだ中心人

物がどの時代にもい

ることが大事だと思

う。それはこれから

の時代にも言えるこ

とだと感じる 

・明治の新しい国づく

りを行った人々は、

外国に勝てる強い国

を目指して、国をま

とめた。教育制度も

整えて国の力を付け

た。 

・江戸時代のころと明

治時代とでは日本の

様子は大きく変わっ

た。 

 

・オクリンクを使用して明治の

国づくりについてまとめた。

学習内容を整理することがで

き、明治政府がどのような国

づくりを目指したのかを考え

るために有効な手立てであっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

・高学年では「社会とつながり未来を創ろうとする子供」を目指す児童像としている。B児は明治政府がどのよう

な国づくりをするのかを予想する際に、列強の進出を空間的に捉えた上で、「自分だったら日本を強い国にした

い。そのためには、強い軍隊をつくる必要があると思う。」と記述し、歴史的事象を自分事として考え、時代に身

を置いて考える姿が見られた。Ａ児は明治政府の国づくりをまとめた上で「日本がよくなるように、西洋の文化

を取り入れて、暮らしや物の考え方に大きな影響を与えた。このような改革に積極的に取り組んだ中心人物がど

の時代にもいることが大事だと思う。それはこれからの時代にも言えることだと感じる。」と過去とこれからの

国づくりについて考え、歴史を学ぶ意味を考える姿が見られた。 

・目指す児童像の実際の背景にある指導のポイントは以下の通りである。 

① 教科書の資料を基にしつつ、人物を中心に必要に応じて見方・考え方が働く資料（人や地図、年表など）を加

えることが、当時の人々の思いに着目し、切実感をもって歴史的事象について考えることにつながった。 

② 既習単元の内容を教室に掲示しておいたことが、事象や人々の相互関係に着目した国づくりの振り返りにつな

がり、国をつくる人の思いについて考える際の根拠につながった。 
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【高学年分科会の成果と課題】 

目指す児童像      社会とつながり未来を創ろうとする子供 

研

究

内

容 

 

① 主体的に問いを追究する 

工夫に向けて 

〇人々の気持ちに共感できる資料

を活用する。 

〇ねらいを達成するために意図的

な資料を作成する。 

〇単元構想図を作成する。 

② 見方・考え方が働く 

学習活動の工夫 

〇様々な見方のできる資料を組み合わ

せることによって、複数の見方・考

え方を働かせられるようにする。 

〇単元構想図で必要な学習活動を計画

的に位置付けていく。 

〇単元構想図で必要に応じて「生かす」

を設定する。 

③子供の学びを確かにする 

評価の工夫 

〇「学び方カード」を活用し、

子供が自分の学びを振り返

ることができるようにする。

また、子供の学習の様子を把

握し、指導に生かしていく。 

〇学習を振り返る活動を繰り

返すことで、次の学びに生か

せるようにする。 

〇

成

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇単元のねらいに即して、教材開発

を行い、意図的な資料を作成し、

教材の提示の工夫まですること

ができた。このことを通して、児

童が追究する問いの連続性を図

ることができた。 

 

〇人々の気持ちに共感できる資料

を作成することができ、これによ

り、切実感をもって問いを追究す

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇歴史学習において、時間的な見方・考

え方に加えて、空間的な見方・考え方

ができる資料（地図）を読み取ること

で当時の様子をより明確に理解する

ことができたり、切実感をもって主

体的に学ぶことができたりした。 

 

〇既習単元の内容を教室に掲示してお

いたことで、事象や人々の相互関係

に着目して国造りを振り返ることが

でき、本実践の学習問題の予想を立

てる際に一人一人が根拠が明確な考

えをもつことができた。 

 

〇学習のつながりを意識して、「生か

す」段階を設定することができた。例

えば、５年生の情報単元において、無

人コンビニが社会に広がるかどうか

を考える時間を設定することによっ

て、これまでの既習事項を生かして

考えることができ、学習に広がりが

できた。 

〇各単元で「学び方カード」を

活用することで、児童自身に

自分の学びを振り返る習慣

が身に付いてきた。児童の記

述の中にも「次の学習では～

をしたい」というような言葉

が増え、学習のつながりを意

識できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

課

題 

 

●単元によっては関係する人々を

取り扱うことが難しいものがあ

る。そのため、人々の気持ちに共

感する資料を作成することが課

題である。 

 

●様々な見方・考え方を働かせること

のできる資料を扱ったが、その資料

から情報を取り出し特色や意味まで

考えられる児童が多くなかった。そ

のため、資料の読み取りや比較・分

類・関連付け・総合していく方法につ

いて指導していくことが課題であ

る。 

●学び方カードのどこに何を

書かせるのかを教員間で共

有することが不十分であっ

た。 
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＜研究に携わった教職員＞ 

１年 1組 ◇山根 恵子 

  ２組  渡邉 正美 

  ３組  長田 英恵 

  ４組  大木 雅也 

２年１組  大島 なぎさ 

２組  首藤 祥野 

３組 ◇木月 康二 

  ４組  前田 亮佑 

３年１組 ◎香取 桜子 

２組  松木 貫太 

４年１組 ◇栁沼 麻美 

２組  内野 まどか 

  ３組  舟山 貴博 

５年１組  瀧上 悠太 

  ２組 ◇小松 里実 

６年１組 ◇坪田 真尚 

  ２組  白澤 恵梨香 

  ３組  馬見塚 拓也 

少人数算数  藤澤 舞羽 

音楽科   山下 惠莉  

図画工作  村上 かおり 

  

英語科家庭科 ◇藤野 淳子 

養護教諭    松本 真美加 

非常勤職員   辻本 啓子 

        小林 裕子 

        櫻井 洋子 

事務主事    宮島 砂織 

栄養士      齋藤 愛 

特別支援教室専門員 安藤  範子 

用務主事    髙瀬 信一 

田﨑 修男 

立花 園子 

 

 

◎ 研究推進委員長    ◇ 研究推進委員 

校長 石井 正広      副校長 田内利美 

おわりに 
 

副校長 田内 利美 

本校は、令和５年度の全小社研東京大会の会場校が決まり、本年度より都小社研の研究主

題・副主題と同様に「社会とつながり未来を創る子供の育成～社会的事象の見方・考え方を

働かせ、主体的に問いを追究する学習を通して～」をテーマに全学年で研究授業を行い、全

職員一丸となって研究を進めてまいりました。 

今年度も、子供たちにとって新型コロナウイルスの感染拡大の影響は、様々な機関で見学

をすることが厳しく、直接社会的事象に触れる機会が減少する１年間となりました。しかし、

一人１台タブレット端末の配布が進み、社会科の授業場面でもタブレット端末を活用して調

べる場面、話し合う場面など間接的ではありますが、新たな授業の展開も生まれました。こ

れは、限られた環境の中でも、子供たちが主体的に学習に取り組む態度の向上という成果を

得ることができたと感じています。そのような中でも、四谷地域では、可能な限り子供たち

にお店で直接見学やインタビューさせていただく機会、ゲストティーチャーとして地域の安

全や発展を願って直接子供たちに話をしていただく機会をいただきました。私たちは、地域

が一丸となって、子供たちの未来を明るくしたいという思いに触れ、教職員一同、「子供たち

に四谷のまちをもっと好きになってほしい。」と、地域教材をしっかりと開発して社会科の

授業を創り上げたいという思いを、強くもった１年間でした。 

最後になりますが、本研究を進めるにあたって厳しくも温かくご指導、ご助言を賜りまし

た前聖徳大学大学院教授 廣嶋憲一郎先生、国士舘大学体育学部教授 澤井陽介先生、文部科

学省教科調査官 小倉勝登先生に心より感謝し、御礼申し上げます。 

 

 

育休の職員 菊池 友也  塚田 麻衣  今井 陽子 
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